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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに久くことの出来ない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、経営体育成基盤整備事業都鳥地区に関連して、平成20年度に発掘調査を実施した奥州

市尼坂遺跡、牡丹野遺跡、作屋敷遺跡の調査成果をまとめたものです。

調査の結果、平安時代の集落跡の存在が明らかとなりました。本書が広く活用され、埋蔵文化財に

ついての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれ

ば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助、ご協力を賜りました岩手県県

南広域振興局農林部農村整備室、奥州市教育委員会を始めとする関係各位に哀心よりの謝意を表しま

す。

平成22年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本書は、岩手県奥州市胆沢区南都田字国分370_1ほ かに所在する尼坂遺跡、奥州市胆沢区南都田

字国分371ほかに所在する牡丹野遺跡、奥州市胆沢区南都田字作屋敷487ほ かに所在する作屋敷遺跡

の発掘調査結果を収録 したものである。

2 各遺跡の発掘調査は、経営体育成基盤整備事業都′鳥地区の事業に伴う事前の緊急発掘調査であり、
岩手県教育委員会生涯学習文化課の調整を経て、岩手県県南広域振興局農林部農村整備室の委託を

受けた (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施したものである。

3 岩手県遺跡登録台帳番号と遺跡略号は以下のとおりである。
尼 坂 遺 跡 遺跡番号…N E25-1123/遺跡略号…AS-08

牡丹野遺跡 遺跡番号…N E25-0185/遺跡略号…BTN-08

作屋敦遺跡 遺跡番号…N E25-0144/遺跡略号…SKY-08
4 野タト調査の期間と調査面積および担当者は、以下の通りである。
尼 坂 遺 跡 平成20年 5月 1日 ～ 5月 15日 /322ポ/星 雅之・田中美穂
牡丹野遺跡 平成20年 4月 10日 ～ 6月 12日 /2,698ポ /星 雅之・田中美穂
作屋敷遺跡 平成20年 6月 9日 ～ 8月 12日 /2,044H42/星  雅之・田中美穂
5 室内整理期間と担当者は、以下の通りである。
尼 坂 遺 跡 平成20年 11月 4日 ～平成20年 12月 26日 /星 雅之

牡丹野遺跡 平成20年 12月 1日 ～平成21年 1月 30日 /星 雅之
作屋敷遺跡 平成20年 11月 4日 ～平成21年 2月 13日 /田 中美穂
6 業務委託は、以下の機関・個人に委託した。
基準点設置 :(株 )中央測量設計、 (株)ア クト技術開発

空中写真 :(株)東邦航空

石器・石製品の石材鑑定 :花筒岩研究会

火山灰分析 :弘前大学大学院・理工学研究課科 柴 正敏
放射性炭素年代測定 :(株)加速器分析研究所

金属製品の保存処理 :岩手県立博物館

7 本報告書の編集と執筆は、星 雅之と田中美穂が行なった。
8 土層の色調は、『標準土色帳』 (農林水産省農林技術会議局監修)に準拠 した。
9 調査および室内整理に際しては次の方々、機関に御指導・御協力を賜つた。 (順不同・敬称略)
井上雅孝 (滝沢村埋蔵文化財センター)、 斎藤邦雄・吉田充・櫻井友梓・千葉正彦 (岩手県教育委

員会 )、 佐々木いく子・高橋千晶・朴沢志津江・重森直人 (奥州市教育委員会 )、 伊藤博幸・佐藤良

和・千田幸生 。伊藤みどり。遠藤栄― (奥州市埋蔵文化財調査センター)

10 これまでに、調査成果の一部を現地公開資料、調査略報、奥州市遺跡報告会などで公表している

が、本書と記載事項が異なる場合はすべて本書が優先する。

11 発掘調査に伴う出土遺物および諸記録は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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調査に至る経過

経営体育成基盤事業都鳥地区の事業区域内には作屋敷、牡丹野、尼坂、国分の 4つの埋蔵文化財包

蔵地が存在し、事業施行に際し試掘調査を行ったところ、作屋敷、牡丹野、尼坂の 3遺跡について記

録保存が必要となったため発掘調査を実施したものである。

都鳥地区は、奥州市胆沢区南都田地区に位置し、水田の大部分は昭和26年～29年にかけて積雪寒冷

地土地改良事業により10a区画に整備されているが、農業機械の大型化が進む中で小区画となったこ

と、農道は幅員 2～ 3mと狭小で通行に支障があること、水路は用つ,兼用上水路であるため用水不足

や排水不良であり維持管理に多大な労力を投 じていることなどから、地域営農の確立に十分な対応が

できない状況である。このため本事業により水田約235haを 標準区画 l haの大区画化とし、併せて用

排水路、道路の整備を行い、もって地域農業の中心となる経営体を育成し活力があり生産性の高い地

域営農の確立を目指している。

工事施工に先立ち地区内に存在する4遺跡について、当室は岩手県教育委員会に対 し試掘調査を依

頼 (平成19年 9月 21日付け県南広農整第483号 )した。岩手県教育委員会は、平成19年 10～ 11月 にかけ

4遺跡の試掘調査を実施し、作屋敷、牡丹野、尼坂の 3遺跡について発掘調査が必要である旨を回答

(平成19年 11月 15日付け教生第946号)してきた。

その結果を踏まえて、当室は、岩手県教育委員会との協議調整を経て財団法人岩手県文化振興事業

団埋蔵文化財センターに委託し発掘調査を実施することとなった。

(岩手県県南広域振興局農林部農村整備室)

遺跡の立地 。環境

1地 理 的 環 境

(1)遺跡の位置 と立地

尼坂遺跡、牡丹野遺跡、作屋敷遺跡は岩手県奥州市胆沢区南都田に所在する。奥州市は、岩手県の

南部に位置し、北に胆沢郡金ヶ崎町、北上市、花巻市、東に一関市、遠野市、気仙郡住田町、南に西

磐井郡平泉町及び一関市、西は秋田県雄勝群東成瀬村に接する。平成18年 2月 20日 に水沢市、江刺市、

胆沢町、前沢町、衣川村による 5市町村の合併によりできた市である。東西約57km、 南北約37km、 総

面積993.35km2、 人口約13万人を有する。

尼坂遺跡 。牡丹野遺跡・作屋敷遺跡の位置は、 JR東北本線水沢駅から西方 6～ 7 km、 胆沢総合支

所 (旧胆沢町役場)か ら北東約 2 kmに ある。これら3つの遺跡は、胆沢川と衣川・北股川に挟まれた

胆沢扇状地に立地する。国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図「供養塚」NJ-541414-3の図幅

に含まれ、尼坂遺跡は北緯39度 7分34秒、東経141度 4分38秒付近に、牡丹野遺跡は北緯39度 7分45

秒、東経141度 4分47秒付近に、作屋敷遺跡は北緯39度 7分53秒、東経141度 4分24秒付近に位置す

る。

本調査は、経営体育成基盤事業に伴いパイプライン用地、支線道路、排水路、田区などを対象とし

行われた。調査地の標高は、尼坂遺跡では92～ 94m、 牡丹野遺跡では89～ 92m、 作屋敦遺跡では92～

96mである。調査前の現況は、水田を中心に、農道、水路、畑地であった。
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2 周辺の遺跡

(2)遺跡周辺の地形 と地質

東北地方を縦断する奥羽山脈は、中新生以降のグリーンタフ変動によって形成され、新第三系中新

統及び火山岩類を主体としている。形成期が比較的新しく、河川は急流が多いため、この山脈に源を

持つ北上川の西狽I支流には多量の土砂が供給された。したがって、北上川中流域右岸 (西岸)におい

ては、胆沢扇状地をはじめとする大小の堆積地形が発達し、広 く平野部を形成している。

胆沢扇状地は、北は胆沢川、南は北股川や衣川に挟まれ、胆沢川上流市野々付近を頂点とする。そ

の面積約20,000haに もおよぶ。胆沢扇状地は、南から北に向かって新期の河岸段丘が配列する、傾斜

扇状地であることが大きな特徴でもある。胆沢扇状地の段丘 (河岸段丘)は、南側から高位段丘、中

位段丘、低位段丘、河岸低地に大別される。堆積土には、奥羽山脈にある焼石岳や栗駒山付近から供

給された火山灰層が厚 く堆積 し、段丘を成している。当地域の段丘区分は、中川久夫ほかの先行研究

があり (中川ほか :1963)、 火山灰層序を明らかにし、段丘区分に際してその層序が適用された。そ

の後、火山灰研究の成果が補填され、段丘存在を示す火山灰層の分布が明らかになりつつある (大

上・吉田 :1984)。 以下には大上・吉田に従い各段丘について記述する。補足として、各段丘の形成

年代については、『地名・屋号が物語る胆沢の歴史と自然』 (胆沢町教育員会 :2005)の 中で佐々木い

く子氏・小岩直人氏による記載内容を引用して示す。

高位段丘は、大歩段丘、一首坂段丘、西根段丘に区分されている。大歩段丘は、胆沢川左岸の金ヶ

崎町永栄付近に分布する。標高240～ 200mで段丘面は開析が進み小丘陵をなしている。一首坂段丘

(60～ 30万年前)は、扇状地南端に発達し、南東方向に標高を減じ、ゆるやかに傾斜 している。標高

220～ 150mで ある。西根段丘 (60～ 30万年前)は、胆沢扇状地の南端扇頂部 (標高290～ 220m)や、

低位段丘の中に残丘 (標高140～ 110m)と して分布するとともに、胆沢川左岸の一部にも丘陵性台地

(標高190～ 180m)と して分布している。

中位段丘である胆沢段丘は、高位から上野原段丘 (標高250～ 80m、 30～ 13万年前 )、 横道段丘 (標

高240～ 70m、 30～ 13万年前 )、 堀切段丘 (標高240～ 70m、 11.5万年前 )、 福原段丘 (標高130～ 60m、

8～ 9万年前)の 4つ に細分され、南から北に向かって配列し、いずれもほぼ北東方向に標高を減じ

ている。これら胆沢段丘の中では、堀切段丘が特に発達し、最も広 く分布している。なお、福原段丘

については、黒沢尻火山灰以上の火山灰がのり、火山灰層序からみて北上地区 (和賀川流域などに顕

著)な どに分布する村崎野段丘に対比される可能性がある (大上・吉田 :1984)。

低位段丘である水沢段丘は、胆沢扇状地北端や東端、胆沢川岸と北上川に沿って分布する。この水

沢段丘は、水沢段丘高位面 (標高290～ 40m、 2万年前)と 水沢段丘低位面 (標高120～ 38m、 3千年

前)の 2つ に区分される。水沢段丘高位面は、胆沢川、北股川、北上川の各河川に沿うように分布す

るが、特に扇状地の扇端部に広 く分布している。これは北上川の氾濫により扇端部が序々に削り取ら

れたためである。水沢段丘低位面は、胆沢川の中流～下流の両岸を中心に分布する。

河岸低地は、胆沢川の下流の両岸、北上川の両岸を中心に分布する。

2周 辺 の 遺 跡

(1)遺跡周辺の遺跡

岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の平成18年 3月 31日現在のまとめによると、奥州市には

1,069箇所の遺跡が登録されている。その内、胆沢区 (旧胆沢町)に は185箇所の遺跡が登録されてい

る。第 4図及び第 1・ 2表には今回調査した3遣跡の所在する胆沢区南都田を中心に、南北約12km
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2 周辺の遺跡

東西約 8kmに所在する遺跡を示した。ここでは、図幅中に所在する各時代の遺跡を中心に記述する。

なお、胆沢区の遺跡には 1～ 71、 水沢区の遺跡には101～ 213、 前沢区の遺跡には301～ 313、 金ヶ崎町

の遺跡には401～455の番号を付 した。

<旧石器時代>胆沢区内にある旧石器時代の遺跡は、全て若柳地区にあり図幅タト西側に所在する。こ

れらの遺跡は後述することとする。なお、図幅中には平成 4～ 6年 に調査された金ヶ崎町粕山館跡

(448)がある。

<縄文時代 >胆沢区には縄文時代の遺跡が85箇所登録されているが、今回作成した図幅中にも38箇所

が所在する。傾向としては前期 。中期の遺跡が多い。ここでは図幅内で過去に発掘調査が実施された

遺跡を記述する。漆町遺跡 (12)は、縄文時代早期の蛇王洞Ⅱ式とされるものをはじめ早期の貝殻文

系の土器が出土している。芦の随遺跡 (27)は 、前期の集落跡と中期の遺物などが確認されている。

小十文字遺跡 (29)は、早期末葉の表裏縄文土器や前期前半大木 2式などが出土している。浅野遺跡

(39)は 、前期末～中期初頭を中心とする遺構 。遺物が出上している。胆沢区以外に図幅中には、水

沢区28箇所、前沢区 6箇所、金ヶ崎町20箇所がある。

<弥生時代 >図幅中には、清水下遺跡 (11)、 漆町遺跡 (12)、 角塚古墳 (16)、 牡丹野遺跡 (32)、 小

田切遺跡 (68)がある。胆沢区における弥生時代の遺跡は、縄文時代と比較して少ない。特記事項と

しては、清水下遺跡の石包丁発見を挙げておきたい。この石包丁は、昭和52年水路改修工事中に2点

発見された。時期は不確定にあるが弥生時代中期の可能性がある (胆沢町町史編纂委員会 :1981)①

次に、胆沢区以外で図幅内には、水沢区中半入遺跡 (101)、 金ヶ崎町長坂後遺跡 (427)、 長坂前遺跡

(428)、 清水遺跡 (433)な どが挙げられる。

<古代 >胆沢区内の遺跡の中で、古代の上師器や須恵器が出土したのは、今回調べた限りでは65箇所

あり、その内半数以上が平安時代の遺跡である。

古墳時代は、本州最北の前方後円墳として国指定史跡となっている角塚古墳 (16)がある。 4次に

わたる調査が実施され、出上した埴輪の制作技法や墳丘形態から5世紀末から6世紀初めと考えられ

る (朴沢ほか :2002)。 角塚古墳以外では、蝦夷塚古墳 (6)、 糀谷田古墳 (37)、 鶴田古墳群 (43)、

見分森古墳 (194、 ※見分森遺跡中に含まれる)な どが挙げられ、何れも末期古墳と考えられている。

蝦夷塚古墳は、周溝出土の須恵器や土師器の特徴から8世紀後半と推定されている。鶴田古墳群は、

平成14年 。15年の 2カ 年の調査では古墳 3基 を確認している。墳丘と周溝は伴うが、主体部が未検出

にある。出土遺物は 9世紀代と推定されるが、何れも小片でその量も極めて少ないことから、造営時

期は明確ではない。胆沢区の東隣の水沢区内には、中半入遺跡 (101)、 膳生遺跡 (120)、 面塚遺跡

(147)、 高山遺跡 (148)、 西大畑遺跡 (149)な ど、岩手県内でも稀な古墳時代の遺跡が集中してみら

れる。金ヶ崎町はニノ宮古墳 (421)を挙げておきたい。

奈良時代は、漆町遺跡 (12)、 二本木遺跡 (13)、 要害遺跡 (15)、 机地遺跡 (20)、 塚田遺跡 (17)、

石田 I・ Ⅱ遺跡 (23)、 小十文字遺跡 (29)な ど、縄文時代や平安時代との複合遺跡が多くみられる。

塚田遺跡は、奈良時代を中心とする遺物が出土している。二本木遺跡は漆町遺跡の東側、清水下遺跡

の南東側に隣接 し、奈良～平安時代の遺構 。遺物が出土している。要害遺跡は、奈良時代後期から平

安時代後期 (8世紀後半～11世紀)にかけての竪穴住居跡が検出され、「北海道系」とされる沈線文

を持つ土器なども出土している。その他として図幅中には、水沢区は玉貫遺跡 (119)、 玉貫前遺跡

(121)、 権現堂遺跡 (134)を 、金ヶ崎町は道場遺跡 (411)、 五郎屋敷古墳 (415)、 西根遺跡 (423)、

飛′鳥田遺跡 (453)、 を挙げておきたい。

平安時代は、上記のとおり前時期と比較 して遺跡数の増加が著しい。尼坂遺跡 (31)、 牡丹野遺跡
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第 4図 周辺の遺跡分布
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第1表 周辺の遺跡一覧表①

胆沢町教委第2つ .23・ 21・ わ集a992～ 1994年 )
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2 周辺の遺跡

第3表 周辺の遺跡一覧表③
No 満 跡  名 遺 橋 。 遺 物 所  在 地 備   考

胎布帥 古代 上 日1〕器 水 l「kX真城写上 44N I
集落跡 平安 沢区具坂子 EP林 ト

206 中ル A 彙落跡 平 密 十師器、 沢区臭城子 中TT

中ル 柴落跡 平 密 十師器、循蕉

208 中林 Ⅲ 散布地 平 +師采、危蕉
209 馬籠舘 城館跡 中 石の統、仏垣用祭lP宋

堤ケ沢 I 集落跡 平安 十師器、須声

堤ケ沢 Ⅱ 集落跡 平安 十節器、菊声 ァk沢反童城掌埠ケ沢
折居飴 城館跡 中世 水沢灰童城掌 中臓

要害 城館跡 涙、土累、単 水沢灰宣城掌孝害

】ヒ舘 環尿屋敷跡 中世 土ffHl器 前沢区古城字北舘

引し舘東 Ⅱ 散布地 前ぺ区古城字北舘東

303 砂子削 散布地 百代 土 ]市器 沢区古城字砂子田

肥 半 撰 尺区古城字舘合下

縄 尺区古城字下町他

306 能野 説 比 尺区古城字幅

散布 沢 LX古城字中こ他
308 前媚 散布 沢区古城字前堀

309 /(郎館 前沢区古城字高代寺

舘 城館跡 中fH かわらけ Bl沢は百城写姥沢
平 安

鳥子沢 散布 城節跡 平安 。中世

古城外 ヶ沢 散布地 組支 十器 (中期 )、 十師器、疎 )★示器

散布地 奈良 平安 十師栞、知東

居寺館 城館跡 中世 帰、 十黒、平場、ヨB

403 雛 尺 散布地 奈良・ 近 HI 十師器

404 萱XJ場 散布地 縄 文

405 坂水 散布地 縄 文 ・fu文十器 (中期)
406 借利 散布地 縄文土器 (中期 )、 土師器、須恵器、石棒

収揚右 集落跡 奈 酵 o平芽・紹 マ 縄文土器

408 牒巻 散布地 縄 又 縄文土器

409 盾水火M 散布地 縄 又 縄文土器 (晩要

散布地 縄文土器 (晩柳

古墳 (円 , 縄文土器 (前、 中期 )、 土肺器

上El器、貌憲器、直刀、刀子、 ガラス小玉 金 ヶ崎町西根下 kB田

金 ヶ崎町西根前谷地

貌恵拳 金 ヶ臆町西根前谷地

五郎犀敷古 1昔 古増

荒犀敷 級布 lll

三反田占 j・・I 古増

`円

う 茶 自

五棄館跡 城館跡 ヶ吟町山根揚場

楊場 ヶ隠町山根揚場

揚場古増 古増 (円 ) 勾茉、刀

ニノ宮古増 古増

城椰跡 十師器、夕百衷界 亨К、 編

西根 笑 落 十師器

頭坊 2B~ 城館淋 中世 金 ヶ備 BIT永美永沢頭坊下

堀切後 散布地 土師恐

堀切 散布地 縄 文 縄文土器 金 ヶ崎町永沢堀切

長 後 散布地 卜生土器、土師器 ◆ヶ崎町: 沢長坂後

一副 散布地 縄 文 縄文土器 (晩理 ) ◆ヶ崎町i 沢長坂前

i〃ミ 散布地 縄 文 縄文土器 (中期 ) ◆ヶ臓町i 沢橋沢

関 田 経 琢 中世 金 ヶ崎町永沢関田

啄 辻 世 石 碑 金 ヶ崎町永沢橋本

縄 文 石 器 金 ヶ崎町永尺春磨

弥生土器 金 ヶ崎町永沢清水

(土器 (晩期 ,

関 ィ 散 布 土 器

宿 田 散 布

踊 子 散布 l ll

明 土 H市器

的 岡 散布ナれ 差ヶ瞼町永栄的 rl

ヌカ壕古増 古 増

`円

う 奈 自 十會而瀑 栄的問沢

散布

"|細繊城 城館跡 中世 堀、十票、 平場

後 環 濠 中世 +黒
笹 森 散布地 縄 文 縄文十器 (晩期 )

不動尺 散布地 縄 文 縄文十器 (前期 )

観音寺屍寺 寺院跡 中世 砕府、平場、塚

八幡餡 城館跡 堀 、 十軍 平場

相山館跡 城館跡、集落 旧石器～中世 堀、平場、竪穴住居

下田谷 k布地 ■師器、タロ煮黙
450 斉林寺 て布地 ■師器、須恵怒
百岡 集落跡

賠烏幽 I 散布地 奈艮 土帥器 栄飛 島田

ミ烏田 百墳 く円) 奈艮 土HHl器 栄飛 島田

崎 散布地 帥器、須恵器 栄林崎

へ出 散布地 土帥器 栗寒入田
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

(32)、 作屋敷遺跡 (30)の 周辺だけをみても、漆町遺跡 (12)、 沢田遺跡 (21)、 宇南田遺跡 (22)、

十文字遺跡 (26)、 小十文字遺跡 (29)、 川端遺跡 (35)、 堤遺跡 (36)な ど、多数の遺跡が分布する。

宇南田遺跡は、 9世紀中頃を中心とする遺構・遺物が出上している。沢田遺跡は、平安時代を中心と

する集落跡で竪穴住居跡 6棟をはじめ該期の遺物が出土 している。小十文字遺跡は、埋土に十和田 a

火山灰を含む野鍛冶遺構と報告されている竪穴住居跡などが検出されている。この野鍛冶遺構からは、

灰釉陶器がしている。胆沢区以外の平安時代の遺跡は、図幅中にあるだけでも相当数に上る。主な遺

跡として、水沢区では中半入遺跡 (101)、 今泉遺跡 (116)、 胆沢城跡 (131)、 伯済寺 (139)、 石田遺

跡 (176)、 南矢中遺跡 (180)、 福原遺跡 (188)、 見分森遺跡 (194)が、前沢区では明後沢遺跡 (311)、

金ヶ崎町では′鳥海/1n跡 (422)、 観音寺廃寺跡 (446)な どを挙げるに留める。

<中世・近世 >胆沢区における中世 。近世は、遺跡台帳からは14箇所読み取れるが、塚田遺跡調査報

告書を参照すると25箇所とあり、多少の混乱が看取される。しかしながら、塚田遺跡の調査報告書刊

行から約25年 を経過していることを鑑みれば、城館跡に限らず、中世や近世の陶磁器など遺物が出土

した遺跡数を加えると、大幅に増加 していることは想像に難くない。事実、今回調査を実施した 3遺

跡においても、少ないながらも該期の陶磁器類が出土している。図幅中で主なものを挙げると、広岡

館 (33)、 小山方八丁館 (54)、 若柳要害館 (25)、 香取根館 (1)がある。胆沢区以外についても、
図幅中には多 くの城館跡がみられる。水沢区は竃堂 Ⅱ遺跡 (143)、 佐野舘 (122)、 築舘・松本舘

(152)、 水沢城跡 (167)、 要害館 (178)な どが、前沢区は環濠屋敷跡である北舘 (301)が、金ヶ崎

町は、三居寺館 (402)、 五葉館跡 (418)、 頭防館跡 (424)、 細越城跡 (442)、 相山館跡 (448)な ど

が、その他図幅外で松本館跡がある。

(2)胆沢区の調査歴のある遺跡

第 3表には、胆沢区内における調査歴のある遺跡 (※調査報告書が発刊されている事例)について、

集成を試みた。遺漏も考えられるが、試掘確認調査を含めると52箇所 (以上)に上る。時期別にみる

と、旧石器時代 8箇所、縄文時代が38箇所以上、弥生時代10箇所、古代20箇所、中世・近世・近代 5

箇所で、縄文時代が圧倒的に多 く、また旧石器時代や弥生時代はそのほとんどが縄文時代との複合遺

跡である。以下には、調査歴のある遺跡から導かれる時代毎の傾向についてまとめてみる。

<旧石器時代 >胆沢区内にある旧石器時代の遺跡は、全て若柳地区にあり第 4図 より西側に所在する。

分布傾向として、胆沢扇状地中位段丘の上野原段丘や横道段丘を中心に立地し、上萩森遺跡、山の神

遺跡、二の台長根遺跡が調査されている。なお、未調査には上佐布遺跡が登録されており、さらに近

年の調査成果から岩洞堤遺跡、大平野Ⅱ遺跡、下嵐江 I遺跡、下嵐江Ⅱ遺跡の 4箇所が追加される。

<縄文時代 >縄文時代の調査遺跡を時期毎に概観すると、草創期は現時点で土器の出土は未確認にあ

るが下尿前Ⅳ遺跡 (※ この遺跡は現在下尿前Ⅱ遺跡に変更・追加されている)と宮沢原遺跡 (※報告

時は宮沢原 E東遺跡)か ら有舌尖頭器が出土している。早期は、南都田地区の尼坂遺跡、漆町遺跡、

小十文字遺跡、小山地区の休場遺跡、若柳地区の下尿前Ⅱ遺跡などに代表され、地形的には中位段丘

を中心に分布する。竪穴住居跡などの検出例は少なく、現状で集落跡として認知できるのは休場遺跡

と尼坂遺跡に留まろう。前期は、南都田地区の浅野遺跡・尼坂遺跡・声の随遺跡、若柳地区の大清水

上遺跡・下尿前Ⅱ遺跡などが集落遺跡として挙げられる。地形的には中位段丘を中心とする。中期の

分布は、基本的には前期を踏襲しながらも、低位段丘や沖積地にも若千みられる。ただし、該期の上

器を出土する事例や陥し穴を検出した事例は多いものの、竪穴住居跡など集落跡を窺わせる事例は少

なく、宮沢原遺跡や下中沢Ⅱ遺跡に留まる。後期は、竪穴住居跡を検出した遺跡をみると、現時点で
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2 周辺の遺跡

勇 区

遺 跡 名 地区 時 代 地  形 標  高 特記事項 (主な遺構) 文  献

下尿前工遺跡 若 柳 縄文 (後期前葉溺小生後期 緩斜面 281-290 竪穴住居跡 3(後 期前～中葉 ) 岩埋文252集

下尿前Ⅳ造跡 若 柳 縄文 (早期・前期た弥生後期 緩斜面 292-294 物見台式、大木 6式、有舌尖頭器 2点 岩埋文269集

尿前Ⅱ遺跡 若 柳 縄文 (後期前葉 ) 崖錘性扇状地 330-350 竪穴住居跡早期末
～前期初頭 1・ 後期前葉 8。 後

期中葉 2・ 晩期中葉 1、 土坑41、 集石遺構 1
岩埋文 288・ 343

集

穴山堰遺跡 若柳 不明 (調査地部分は近世末～昭和初期) 段丘・段丘崖 250前後
平堰跡主体部分・穴堰跡入回部分、余水吐 5

箇所 。石積・ 水門
岩埋文 311集

市野々遺跡 若 柳 縄文前期～晩期・ 弥生・平安 水沢段丘高位面 岩埋文397集

大清水上遺跡 若 柳 縄文前期後葉 ,弥生 上野原段丘北縁 竪穴住居跡 74、 土坑203、 陥 し穴99 岩埋文475集

大清水遺跡 若 柳 縄文 上野原段丘北縁
土坑 19、 陥 し穴 7、 大木 6式、大木8b～ 10式、
大洞C2～ A式

岩埋文373集

鹿合館跡 若 柳 中世 一首坂段丘 257-271 陶磁器 など 胆沢 20集

南中沢遺跡 若柳 縄文 水沢段丘高位面 胆沢 5集

萱刈窪遺跡 若柳 縄文 堀切段丘 胆沢 4集

宮沢原下遺跡 看 柳 縄 文 堀切段丘 175´ヤ180 陥 し穴 270 響堕題 95・ 512集

宮沢原遺跡 若期, 縄文中期後～末葉 堀切段丘 175前後
竪穴住居跡 6(全て複式炉 )、 大木 9～ 10式、
有舌尖頭器 2点

胆沢 :1976

赤剥遺跡 若 柳 縄 文 堀切段丘 175前後 後期初頭～晩期中葉 胆沢教委 11976

山の神遺跡 若柳 旧石器 .縄文 ,弥生 堀切段丘 144-151 陥 し穴21、 前期初頭～前葉の上驀 岩埋文512集

坪渕Ⅱ遺跡 若柳 縄文 河岸段丘 346-353 縄文中期～晩期 岩埋文546集

大平野Ⅱ遺跡 若柳 旧石碁 ,縄文中期末葉～後期初頭 斜面地 358-371 竪穴住居跡 8(縄文中期末葉～後期初頭 ) 岩埋文524集

下嵐江 I・ Ⅱ遺跡 若柳 旧石器 縄文 河岸段丘 竪穴住居跡 1(縄文後期) 岩埋文546集

上萩森遺跡 若柳 旧石器 ,弥生 上野原段丘 胆沢 10。 19集

漆町遺跡 南都田 縄文 ,弥生 ,平安 水沢段丘高位面 縄文早期、弥生末、奈良・平安 胆沢 :1977

芦の随遺跡 南都田 縄文前期前葉 平安 福原段丘縁辺 縄文竪穴住居跡 4、 平安 2 胆沢21集

国分 南都田 縄文 ,平安 福原段丘 縄文 胆沢21集

小十文字遺跡 南都田 縄文 ,奈良 ,平安 福原段丘
早期末、前期前葉 (大木2b式)、 中期、晩期、
奈良、平安

胆沢 11集

浅野遺跡 南都田 縄文前期後～末葉 .弥生 ,奈良 ,平安 福原段丘 70-74 縄文前期竪穴住居跡 2、 大木 4～ 7b式 胆沢17集

尼坂遺跡 南都田 縄文早期 ,前期 ,後期 ,晩期 ,平安 水沢段丘高位面～福原段丘 92-97 縄文早期竪穴住居跡 8、 平安竪穴住居跡 7 !動電2・ 22-24集

牡丹野遺跡 南都田 弥生後期 平安 水沢段丘高位面 89-92 竪穴住居跡 2 岩手県教委126集

作屋敷遺跡 南都田 縄文 ,平安 水沢段丘高位面 92～ 96 竪穴住居跡(平安 )

角塚古墳 南都田 弥生 ,古墳 水沢段丘高位面 胆沢 28集

蝦夷塚古墳 爾都田 古墳 水沢段丘低位面 74～ 78 岩埋文380集

鶴田古墳群 南都田 古墳 福原段丘 胆沢29集

塚田遺跡 南都田 奈良 水沢段丘低位面 猪 胆沢14集

二本木遺跡 南都田 奈良 ,平安 水沢段丘高位面 胆沢13集

要害遺跡 南都田 奈良 平安 ,近世 水沢段丘高位面 胆沢26集

沢田遺跡 南都田 奈良 ,平安 水沢段丘高位面 胆沢 18集

宇南田遺跡 南都田 平安 水沢段丘高位面 胆尺 16集

石行遺跡 南都田 縄文中・後期 ,平安 ,近世 福原段丘 胆沢27集

一の台遺跡 小山 縄文 ,古代 上野原段丘 岩手県教委120集

―の台Ⅲ遺跡 小山 縄文 上野原段丘
岩 手 県 教 委 1別 集 ・

岩埋文455集

―の台Ⅳ遺跡 小山 縄文 上野原段丘
岩 手 県 教 委 1知 集 ・

岩埋文455集

二の沢遺跡 小山 縄文 上野原段丘 125～ 130 岩手県教委120集

屋敷遺跡 小山 縄文 一首坂段丘 143-149 陥 し穴 5な ど
岩埋文397集・岩

手県教委120集

岩洞堤遺跡 小山 旧石器 ,縄文 堀切段丘
石器集中区 9、 土坑37(陥 し穴33・ 貯蔵穴 2

墓墳 2)
岩埋文531集

二の台長根遺跡 小山 旧石器 上野原段丘 125-130 岩埋文476集

上狼 ヶ志田遺跡 小山 縄文 上野原段丘 岩埋文397集

上中沢 I遺跡 打ヽ山 近代 一首坂段丘 岩埋文397集

上中沢皿遺跡 小山 縄 文 一首坂段丘 岩埋文397集

二の台遺跡 小 山 縄文 奈良 一首坂段丘 岩埋文397集

― の台 工遺跡 小山 縄文 上野原段丘
岩埋文397集・岩

埋文455集

鶴供養遺跡 小山 縄文 上野原段丘 145-147 岩埋文455集

上大畑平 I遺跡 小山 縄文 上野原段丘 ※試掘調査 岩埋文469集

上大畑平Ⅱ遺跡 小山 縄文 上野原段丘 164-172 ※試掘調査 岩埋文469集

体場遺跡 小山 縄文後粟 上野原段丘 岩埋文331集

下中沢Ⅱ遺跡 小山 縄文中期 上野原段丘 竪穴住居跡 2(縄文中期後半 ) 岩手県教委 112集
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

尿前Ⅱ遺跡や下尿前Ⅱ遺跡など、胆沢扇状地扇頂付近より西の胆沢川左岸の崖縁上に立地する事例が

中心である。それらは竪穴住居跡の数が10棟以下の小規模集落が点在する様相で捉えられよう。晩期

は、調査歴のある遺跡を見る限り、良好事例は看取できない。

縄文時代の調査事例を総括すると、竪穴住居跡などを検出する集落遺跡は現状では少なく、大清水

上遺跡を除くと集落の様相を検討するには未だ資料不足の感は否めない。ただ、地形的には時期を問

わず中位段丘中心に集落跡が立地する様相である。陥し穴を検出する狩 り場遺跡については、中位段

丘を中心にし、特に上野原段丘や堀切段丘に立地する遺跡からの事例が急増 している。大清水遺跡や

宮沢原下遺跡の報告書中において、平面形・断面形の形態や、火山灰混入の有無などから精力的な考

察が試みられている (佐藤 :2001、 戸根 :2007、 濱田・吉田・菊池 :2008ほ か)。 本県における陥し

穴研究に一石を投じるものと期待される。

<弥生時代>弥生時代は遺構の検出事例が少なく、土器のみを確認した事例が多い。全般的には、下

尿前Ⅱ遺跡など弥生時代後期の上器を出土する遺跡が一定数散見できるが、前期や中期は少ない。現

状の調査事例からは、中位段丘と低位段丘を中心に分布し、空間的には胆沢扇状地扇頂付近及び扇頂

より西に所在する遺跡が多い様相で捉えられる。

<古代>古代は、分布傾向として胆沢扇状地扇央～扇端にかけての地域に多いことが読み取れる。古

代を古墳時代、奈良時代、平安時代に分けて述べると、古墳時代の遺跡は角塚古墳、蝦夷塚古墳、糀

谷古墳、鶴田古墳群など、何れも南都田地区にみられ、岩手県内の中でも特に多い地域として知られ

ている。地形的には低位段丘を中心に中位段丘にも分布がみられる。古墳時代の遺跡が、この南都田

地区に多い理由について、鈴木明美氏は塚田遺跡報告書中で、「各々眼前に広がる沖積地・湿地帯と

密接な関連があるものと考察される」 (鈴木 :1985)と 述べている。角塚古墳の西に近接する宇南田

遺跡の調査報告書 (鈴木・佐藤 :1986)な どを見る限り、湿地面 。旧河床面・微高地の 3種の地形が

存在することは明らかであり、上述の観点からも今後さらなる検討が必要 と思われる。奈良時代は、

基本的には古墳時代を踏襲 した空間占地にあり、前時期同様に南都田地区を中心とする。それらのほ

とんどは、次の平安時代と複合する遺跡が多い。平安時代は、空間占地は奈良時代を踏襲 しながらも、

さらに分布域が拡大し、遺跡数も多 くなる。特徴として、平安時代になり営まれる集落遺跡も数多

<中世・近世・近代>現時点で中世・近世及び近代の調査事例としては、穴山堰遺跡、鹿合遺跡、要

害遺跡、石行 I遺跡、上中沢 I遺跡が挙げられる。中世の城館跡の調査事例は鹿合館跡があり、胆沢

扇状地扇頂部において東西方向に長 く形成された河岸段丘に立地する。用水堰について、中半入遺跡

第 2次発掘調査報告書によれば胆沢扇状地を灌漑する用水堰には、主要なものだけでも藤五堰、茂井

羅堰、三堰、壽庵堰、穴山堰、二の台堰があり (西澤 :2004)、 その中で穴山堰跡の一部分の調査が

実施されている (半澤 :1999)。 また、これらの堰の中で、最も古い藤五堰は中世まで遡れることが

予想されている。
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H 遺跡の立地・環境
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岩手埋文

西澤正晴

佐藤淳―・中村絵美

吉田充

戸根貴之ほか

岩手埋文

岩手埋文
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2001『大清水遣跡発掘調査報告書』岩埋文第373集
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3基 本 層 序

今回調査を実施した 3遺跡は、何れも胆沢区南都田に所在 し、尼坂遺跡と牡丹野遺跡は隣接 し、ま

た牡丹野遺跡と作屋敷遺跡は約500mの 距離にある。今回の調査地は、同じ胆沢扇状地低位段丘高位

面 (※尼坂遺跡自体は中位段丘と低位段丘を跨 ぐが、今回の調査地は低位段丘高位面)に立地するこ

ともあり、旧河道や旧沢部分などを除くと、ほぼ同様の上層がみられる。

(1)尼坂遺跡の基本層序

尼坂遺跡の基本層序は、調査開始初期に第 1～ 5の 5本の試掘 トレンチを掘削し、土層の堆積状況

を把握した。概ね以下のような堆積順を示す。

I層 表土・水田土・整地層 層厚20～ 50cm……現代の文化層で平均的には30cmtt。

Ⅱ層 黒褐色シル ト 層厚 0～ 10cm………………古代を中心とする文化層と推定される。
Ⅲ層 黒色シル ト 層厚 0～ 40cm… ………………縄文時代前期前葉以降の文化層と推定される。
Ⅲ a層 黒色シル ト 層厚 0～ 30cn………………縄文時代前期前葉以前の文化層と推定される。
Ⅳ層 責褐色粘土 (地山)
尼坂遺跡は、調査区南部においては耕作土を除去した段階で、Ⅳ層責褐色粘土 (地山)が直に露出

する状況にあった。このことから、昭和28年 に実施された耕地整理などにより削平が著しいことがわ

かつた。調査区西部においては、Ⅱ層は確認できなかったものの、Ⅲ層は窪地部分 (沢跡と考えられ

る)に比較的広範囲に残存 し、またその地点のⅢ層下位より浅黄橙色砂状堆積物のレンズ状の堆積を

確認した。この浅黄橙色砂状堆積物に関係する遺構・遺物が無かったことから、科学分析を実施 して

いないが、肉眼観察からは十和田中撤火山灰 (To― Cu)の 可能性が示唆される。従って、この窪地

自体は、縄文時代前期前半には開口していた可能性が高く、合わせてⅢ層は十和田中lTR火山灰降下期

以降に形成された土層と推定されよう。また、この窪地の壁を構成するⅢ a層 と命名した黒色シル ト

は、土器などの遺物が出土しなかったことから詳細はわからないが、十和田中lTR火山灰降下期より古

い時期に形成された土層と推定される。

(2)牡丹野遺跡の基本層序

牡丹野遺跡の基本層序については、試掘 トレンチや調査成果から次のように考えられる。

I層 表土 層厚20～ 150………………・水田耕作土や水田造成に伴う盛上である。
Ⅱ層 黒褐色シルト 層厚 0～ 50………古代若しくは弥生時代以降に形成された土層と捉えられ、
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3 基本層序

弥生時代後期の土器、平安時代の上師器などが出土 した。

Ⅲ層 黒色シル ト 層厚 0～ 20cm。 …………縄文時代に形成された土層と捉えられる。
Ⅳ層 黄褐色粘土 (地山)…………………・地点によっては径 5～ 40cmの 円礫を含む。
牡丹野遺跡では、表土を除去 した段階で、調査区北西部や中央の一部にⅡ層黒褐色シル トのプライ

マリーな土層の堆積が確認されたものの、大部分は直にⅣ層黄褐色粘土 (地山)が露出する。従って、

過去の耕地整理の際に大規模な削平を受けていると捉えられる。なお、地権者によれば、大規模な耕

地整理が行われたのは、昭和28年であるらしい。また、調査区北西部から調査区中央部に向かって流

れる旧河道が検出されたが、これらについても昭和28年若 しくはその頃に実施された耕地整理に伴い、

堰きとめられ廃絶された可能性もある。

補足として、調査開始初期に試掘 トレンチを設定・掘削 したが、調査進行上の関係で、重機により

表土除去する際の目安に用いることとし、 トレンチ箇所の平面実測を割愛 した。従って、 トレンチ箇
所は明示 していないことをお断りしておく。

(3)作屋敷遺跡の基本層序

作屋敷遺跡の基本層序について、試掘 トレンチや調査成果から次のように考えられる。

I層 表土 層厚20～ 50cm…………………現代の水田耕作土や盛土などを一括する。
Ⅱ層 黒褐色シル ト 層厚 0～ 20cm………古代の遺構埋上の主体を占める。
Ⅲ層 黒色シル ト 層厚 0～ 40釦 …………古代以前に形成された土層と捉えられ、陥し穴状遺構の

埋土上位などに堆積する。

Ⅳ層 黄褐色粘土 (地山)…………………・地点により礫が混じる部分もある。
作屋敷遺跡では、表土を除去 した段階で、大部分は直にⅣ層黄褐色粘土 (地山)が露出する。従っ
て、調査区全体的にみられるのは I層 とⅣ層である。ただし、尼坂・牡丹野遺跡と比較した場合、耕

地整理時の地山掘削深度が浅かったものと思われ、遺構の遺存状態が良好であった。Ⅲ層は、調査区

中央部の北端や、調査区東部の北端付近など極わずかな範囲で認められたが、遺物の出土はなかった。

上記のとおり、陥し穴状遺構の埋土上位にみられる黒色シル トは、Ⅲ層に由来すると考えられる。

補足として、調査開始初期に試掘 トレンチを設定・掘削したが、調査進行上の関係で、重機による

表土除去する際の目安に用いることとし、 トレンチ箇所の平面実測を割愛 した。従って、 トレンチ箇
所は明示 していないことをお断りしておく。
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Ⅱ 遺1跡の立地・環境
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第 5図 尼坂・牡丹野遺跡基本層序
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3 基本層序
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Ⅲ 野外調査と室内整理の方法

1野 外 調 査

(1)尼坂遺跡 。牡丹野遺跡の調査面積について

尼坂遺跡 。牡丹野遺跡の調査予定面積は、尼坂遺跡が270r、 牡丹野遺跡が2,864ポであったが、パ

イプライン部分の調査区幅が 2m→ 1.5mに 変更されたことに伴い調査面積に変更が生じたことや、
当初可能性ありとして尼坂遺跡に含めていた部分が牡丹野遺跡に含めることになるなど、若干の変更

が行われた。県南広域振興局農林部農村整備室と生涯学習文化課による協議を経て、最終的には尼坂

遺跡が3221112、 牡丹野遺跡が2,698m2の調査を実施した。

(2)作屋敷遺跡の調査面積について

作屋敷遺跡の調査予定面積は、1,944ポであったが、現地協議で調査区北部100rn2が追加となり、最

終的には2,044xx12の調査を行った。なお、2,044ポの内、調査地中央部 (神社′鳥居の前付近)1501x42は 確

認調査のみを実施している (この部分からは遺構・遺物ともに発見されなかった)。

(3)調査区の区割設定

尼坂遺跡と牡丹野遺跡は、地続きの関係にあり、実際の発掘調査においても並行して調査を行った

経緯があることから、この2つの遺跡は一括して扱い記述することとする。

<尼坂遺跡・牡丹野遺跡>尼坂遺跡・牡丹野遺跡の区割設定は、世界測地系 (平面直角座標第X系 )

を座標変換した調査座標を用いて、調査区全体を網羅するよう設定した。調査座標原点は、X=一
9650.000、 Y=21000000を採用し、一辺100mの大グリッドを設定し、さらにこれを一辺 4mの小グ
リッドに区割した。グリッドの名称について、大グリッドは原点より北から南に向かってアルファベ

ットの大→B→ C… と、西から東に向かってローマ数字の I→ Ⅱ→Ⅲ…と付した。小グリッドは、北

から南ヘアルファベットの a～ y、 西から東へ算用数字の1～ 25を付し、上記した大グリッドと組み

合わせて「AIal」 。「AIb lJの ように表した。
基l X=-96953.000、 Y=21194.000、 H=91,730m

基2 X=-96953.000、 Y=21101000、 H=92.513m

基3 X=-96873000、 Y=21096.000、 H=92.180m

基望 X=-96785.000、 Y=21194.000、 H=91567m

基5 X=-96730.000、 Y=21160,000、 H=90.625m

補l X=-96953.000、 Y=21160000、 H=92.144m

補2 X=-96953.000、 Y=21132.000、 H=92375m

補3 X=-96919,000、 Y=21096.000、 H=92.413m

補4 X=-96842.000、 Y=21132000、 H=92.159m

補5 X=-96763.000、 Y=21231000、 H=90.885m

<作屋敷遺跡 >作屋敷遺跡の区割設定は、世界測地系 (平面直角座標第X系)を座標変換 した調査座

標を用いて、調査座標原点はX=-96000,000、 Y=20400.000(世 界測地系)を起点とし、その設定

方法は尼坂 。牡丹野遺跡に準じている。
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2 室内整理

基 l X=-96203.000、 Y=20447000、 H=96.134m

基2 X=-96203.000、 Y=20488000、 H=95。 280m

基3 X=-96138,000、 Y=20527000、 H=95.542m

基4 X=-96138.000、 Y=20577.000、 H=94.441m

基5 X=-96121000、 Y=20735000、 H=92.783m

基6 X=-96121.000、 Y=20761.000、 H=92.763m

基イ X=-96185,000、 Y=20735,000、 H=93.799m

基8 X=-96185.000、 Y=20761000、 H=92.733m

基9 X=-96231.000、 Y=20735,000、 H=93.020m

(4)粗掘 り 。遺構検出

調査開始と同時に調査区内に試掘 トレンチを設定 し、人力で掘削して土層の堆積状況及び遺構検出

面の確認に努めた。その後、重機 (バ ックホー)を用いて表土 (主に水田耕作土や盛土)を除去 した。

表土除去後、人力で鋤簾、移植ヘラを用いて遺構の検出を行った。

(5)遺構の命名 。精査

検出された遺構は、検出順に○号住、○号土坑、○号溝跡などと命名した。遺構の精査は、竪穴住

居跡の場合は、上層から 1層ずつ掘 り下げ、埋土中および只占り床内の遺物はできるだけ層毎に取 り上

げた。土坑は 2分割して、土層記録後に、残る半分を精査する際に層毎ごとに取 り上げた。現場で作

成した実測図は、平面図は電子平板を用い、断面図は原則的に1/20で従来の手実測で作成 した。写真

撮影は、6× 7cm判のモノクローム 1台 と35mmモ ノクローム 1台、35mmリ バーサル 1台、デジタルカメ

ラの 4台で行った。原則として報告書掲載用の写真はデジタルカメラで撮影したものを使った。航空

写真撮影は、セスナ機により行い、6× 7cm判のモノクロとカラーの 2種類を撮影した。

2室 内 整 理

(1)遺 構 図 面

遺構図は、電子平板のデータで作成した平面図と、現場で人力により作成した断面図をスキャナー

で取り込み、全てデジタルデータとした後、編集した。

(2)遺 物

遺物は、先に水洗と出土地点ごとの仕分け作業を行った後、遺物の種類毎に以下のように進めた。

土器類は、水洗後に袋単位で通し番号を付けて重量の計測と登録作業を行った。その際に袋に付けた

通し番号は、注記番号として採用した。選択基準は、①残存率の良いもの、②遺構の時期推定になる

層位的資料、③口縁部資料、などの順に優先して選択し、仮番号を付け登録した後、掲載遺物として

更に選択した。土製品・石器・鉄製品は、水洗後、仮番号付け、掲載物の選択を行った後、掲載番号

を付した。陶器類は、水洗後、仮番号を添付し登録した。その後、近世までのものを優先し選択を行

った後、掲載番号を付した。

(3)写 真 類 の整 理

撮影した遺構写真は、撮影カード順の写真台帳を作成した。6× 7 cm判 モノクローム、35mmモノク
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Ⅲ 野外調査と室内整理の方法

ローム、35nlmリ バーサルの種類 ごとにアルバムに整理 し、デジタルカメラで撮影 したデータは日付順

に整理 した。航空写真は 6× 7 cm判 モノクロ・カラーを撮影 した。遺構写真図版はデジタルカメラで

撮影 したものを選び、デジタル編集 し作成 している。遺物写真は、当センターの写真技師により原則

として 1点ごとに撮影番号を付 してデジタルカメラで撮影 した。

(4)報告書について

<原稿執筆・編集>報告書の執筆・編集は星と田中が行った。

<遺構の記載 >遺構の記載は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、竪穴状遺構、土坑、溝跡、炉跡・

焼上、柱穴状の順に編集している。

<遺物の掲載 >遺物掲載香号は、尼坂遺跡 1～ 4、 牡丹野遺跡 1～ 55、 作屋敷遺跡 1～ 109と 付 し、

遺物図版・遺物写真図版・観察表とも同一の番号となっている。

<遺構図版 >遺構図版は、 1/50を 基本とするが、遺構の性格に応 じて縮尺を変えている。遺構はデ

ジタルで トレース・編集を行い作成した。

<遺物図版>遺物図版は、土器は 1/3を原則として突出して大きいものを 1/6、 土製品は 1/2、

陶磁器は 1/2、 鉄製品は 1/2、 石器は 1/2で掲載 した。
<遺構写真図版 >遺構写真図版の掲載順は、本文や遺構図版と同様である。デジタルデータを編集 し、

図版作成を行った。

<遺物写真図版 >遺物写真図版は、遺物図版と同じ縮尺を基本とする。デジタルデータを編集 し、図

版を作成した。

(5)観察表 について

<遺構観察表 >遺構の規模について、他の遺構や攪乱で破壊を受けているものについては残存値に以

上をつけて明示 した。ただし、残存状況が特に悪いものについては不明や空欄とした。

<遺物観察表 >土器、土製品、石器、石製品などの法量値は、欠損する場合は残存部の数値を ( )

で示した。ただし、土器類の破片などについては、割愛する。
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Ⅳ 尼 坂 遺 跡

1 遺跡の位置 ・概要

尼坂遺跡は、岩手県奥州市胆沢区南都田字国分370-1ほ かに所在する。遺跡は、」R東北本線水沢

駅から西約 7 km、 胆沢総合支所 (旧胆沢町役場)か ら北約 2 Xmの位置にあり、胆沢扇状地福原段丘～

水沢段丘高位面に立地し、調査地の標高は92～ 94m、 現況は水田、畑、水路、道路、宅地などであ

る。

今回の調査区は水沢段丘高位面にあ り、す ぐ南側が調査区より3mほ ど高い福原段丘である。従っ

て、段丘境に近い部分を調査 した。

「尼坂」という地名は、牡丹野で尼さんたちが薬草を栽培 し、その楽草を通ぶのに通った坂に由来

するらしい。

今回の尼坂遺跡の調査区は、牡丹野遺跡と地続きの関係にあることと、当初両者の境界とされてい

た牡丹野遺跡 3号溝跡を検出した付近は埋蔵文化財包蔵地に隣接する「可能性あり」とされていた部

分でもあった。従って、遺跡の境界が不明瞭にあったことと、周知範囲の隣接地ということから、ど

ちらの遺跡範囲に含めるか不確定な部分でもあった。この部分からの検出遺構 としては、牡丹野遺跡

3号溝跡として編集・掲載した遺構があり、調査時は尼坂遺跡として調査を進めていた。県教育員会

とその後の協議の結果、最終的にはこの部分を牡丹野遺跡に含めることなった。

2 これ までの調査歴

尼坂遺跡は、古 くは昭和26年 8月 東北大学によって調査が行われ、縄文時代早期～前期前半の重要

な遺跡として注目されていた (加藤 :1954)。 その後、旧胆沢町教育委員会により4回調査が行われ

ている (第一～四次調査)。 ここでは旧胆沢町教育委員会が調査 した第一次から第四次調査について、

その概要をまとめてみる。

<第一次調査 >第一次調査は、町道改4笏工事 (町道鶴田愛宕線拡幅工事に伴う)に 関わり昭和56年 11

月12日 ～12月 9日 にかけて6,500m2が調査されている。平安時代の竪穴住居跡 5棟、ピット跡、溝跡

が検出され、縄文時代前期前半の上器、石器、土師器、須恵器、羽回、鉄器、砥石が出上 している

(山口・佐々木・安倍1983)。

<第二次調査 >第二次調査は、住宅建設に関わり平成 3年 10月 15日 ～12月 8日 にかけて1,1965ポ が調

査されている。土器集積土坑、住居跡 9棟 (※内平安 1棟 )、 土坑11基、溝状土坑 (※陥し穴)7基、
焼土遺構 4基、木根攪乱 2基が検出されている。遺物は、縄文時代早期～前期の土器、石器、土師器

が出土している (山口・佐々木・安倍 :1992)。

<第三次調査 >第三次調査は、第三次調査 (東 )と 第三次調査 (西)に分け報告書が発干Jさ れてい

る。

第三次調査 (東)は、町道拡幅 (町道独光舘線)に伴い平成 4年 7月 2日 ～ 9月 5日 まで1,539.53

ポが調査されている。平安時代竪穴住居跡、性格不明遺構、性格不明の周溝遺構 2基、大小種々の土

坑群・ピット群が検出されている。遺物は、縄文時代早期～前期・後期の土器、須恵器、石器が出土

している (山口・佐々木 。安倍1993)。

第三次調査 (西 )は、胆沢ダム建設に伴う移転世帯の宅地造成に伴い平成 4年 6月 23日 ～ 7月 14日
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Ⅳ 尼坂遺跡

にかけて730ポが調査されている。溝状土坑 4基、土坑 2基、性格不明のピット群 3基が検出されて

いる。遺物は、縄文時代早期～前期の上器、石器が出土している (山口・佐々木・安倍1993)。

<第四次調査>第四次調査は、宅地造成に伴い平成 5年 6月 20日 ～ 8月 9日 にかけて7928ポが調査

されている。陥し穴状土坑 4基、楕円形土坑 2基、円形土坑 2基が検出されている。遺物は、縄文時

代前期前半・後期～晩期の上器、石器が出土している (安倍・佐々木 :1994)。

3検 出 遺 構

尼坂遺跡からの検出遺構はない。基本層序の項で上述したとおり、縄文時代の沢跡と推定された窪

地が 1箇所見つかったが、人為による遺構ではないことと、出土遺物がなかったことから、不掲載と

した。

出 土 遺 物

調査開始初期に掘削したトレンチから5点の陶磁器類が出土した。その内、明らかに現代のもの 1

点を除き、 1～ 4の 4点 を掲載した。 2は 18世紀代の大堀相馬の碗である。それ以外は、産地・年代

とも不明にあるが、近代以降と推定される。

5 総 括

今回の調査では、遺構の検出はなく、遺物については近世と近世以降と推定される陶磁器片が 5点

出土した。過去の発掘調査で顕著に見られた縄文時代早期～前期や古代の遺構・遺物の発見には至ら

なかった。

昭和26年 に東北大学で行った発掘調査を含めると、今回の発掘調査は 6回 日となる。過去 5回の発

掘調査が行われている地点は、町道鶴田愛宕線の北側で、今回の調査区からみて南西方向にある。今

回の調査区は、水沢段丘高位面に相当し標高が92～ 94mである。対 して、過去の調査区は、福原段丘

及びその北崖縁辺に相当すると考えられ、標高が95～ 97mで今回の調査区より3～ 5m高い。この標

高差は、実際の現地においても看取される。先にも上述したとおり、過去の発掘調査で縄文時代早期

～前期を中心とする遺物が顕者に出土しているが、今回該期の遣物が出土しなかった理由の一つとし

て、この段丘の差異が関係する可能性もある。また、古代の遺構・遺物についても未発見に終わった

が、これについては調査区の西側や牡丹野遣跡のある北側に展開する可能性を示唆するものである。

No 出土地点 層 位 器 種 産 地 時 代 備 考

1 2ト レンチ 耕作土直下 不 明 不明 現代

2 2ト レンチ 耕作土直下 椀 大堀相馬 18世紀 上部力双釉、中～下部が鉄釉

3 2ト レンチ 耕作土下層 小皿 不明 不明

4 4ト レンチ 検出面 皿 不明 不明

第 5表 陶磁器観察表
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V牡 丹 野 遺 跡

1 遺跡の位置 ・概要

牡丹野遺跡は奥州市胆沢区南都田字国分371ほ かに所在する。」R東北本線水沢駅から西約 7 km、

胆沢総合支所 (旧胆沢町役場)か ら北約 2 kmの位置にあり、胆沢扇状地水沢段丘高位面に立地し、調
査地の標高は89～ 92mである。現況は水田、水路、農道で、耕地整理などにも関連して平坦な土地が

広がる。地形図で現道などの標高値を見ると、西から東へ、そして南から北へ、少しずつ標高が下が

る。従って基本地形は南西→北東へ向かって緩やかに傾斜することが読みとれる。「牡丹野」という

地名は、昔この地で尼さんたちが、薬草 (キ キョウ)の栽培を行った場であることに由来するらし

セヽ。

2 これ までの調査歴

牡丹野遺跡は、『胆沢町史』 (胆沢町町史編纂委員会 :1981)の 記述を参照すると、大正の頃から土

師器片・須恵器片の散在が確認され、昭和40年頃桑畑造成時に土師器甕が発見されている。発掘調査

は、岩手県教育委員会により平成19年 2月 に約200n12が実施されている (岩手県教育員会 :2008)。 9

世紀後半と推定される竪穴住居跡 1棟、土坑 2基を検出している。岩手県教育員会による調査地点は、

2号旧河道を検出した調査区西部と呼んでいる部分から南西へ約70mにある。野外調査時にこの周辺

の畑を踏査した際にも、須恵器片の散布を確認している。

3検 出 遺 構

牡丹野遺跡の今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡 2棟、竪穴状遺構 1基、土坑 4基、溝跡 4

条、柱穴状土坑32基、旧河道 4条である。遺構の記載に際して、若千説明を補足すると、位置の項で

は調査区が細長いことから、調査区を便宜的に調査区北西部・南部・中央部の 3つに分け呼称し、記

述に用いることとする。規模の項では、遺構の両端が調査区外に延びることが多かったため、調査区

の幅そのものが遺構の長さになる場合が多い。その場合は、「不明」か検出部の数値に「以上」を付

して明記することとする。竪穴住居跡や溝跡などが主に該当する。埋土の項では、土層の記載に際し

て基本層序は I～Ⅳ層のローマ数字を用い、個々の遺構埋土は 1層 ・2層 ・3層・・などのアラビア

数字を用いている (※規模と埋上については作屋敷遺跡も同様である)。

(1)竪 宍 住 居 跡

1号竪穴住居跡 (第 11図、写真図版 5)

<位置・検出状況>調査区南部のD Ⅱ h10～ iHグ リッドに位置する。検出面はⅣ層中において、黒

掲色シルトによる方形気味の広がりとして把握した。水田造成時に竪穴本体は削平を受けたと思われ、

壁はほとんど残っておらず、床面付近のみが残存する。

<重複関係・建替え>1・ 2・ 4号土坑に切られる。

<平面形・規模・長軸方向>平面形は、隅丸長方形と推定されるが、北側が未検出なため明確ではな

い。規模も明確ではないが、長軸と捉えられる南北方向では4m以上、短軸と捉えられる東西方向に
おいては約4.lmを測る。検出面からの深さは、 6 cm以下が大部分で、直に床面が露出している部分
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3 検出遺構

もある。長軸方向は南一北と考えられる。

<埋土>第H図の上層断面A― A′ ・B一 B′ の11～ 14層が本遺構に伴う堆積上である。12層 と13層

がわずかに残存する埋上である。暗褐色シル トを主体とし、自然堆積と判断される。11層系と14層 は

貼 り床土と推定される。

<床面・壁 >Ⅳ層地山を床面とするが、埋土で述べたとおり11層系と14層が貝占り床上で部分的に貼 り

床が施されていると判断される。硬化面は認知できない。貼 り床上面では全体的に平坦である。壁は、

上記のとおり、水田造成時に破壊されているため、ほとんど立たない。

<カ マ ド>検出されていない。

<柱穴・付属施設 >柱穴は屋外から 1個検出した。床面からは確認できない。付属施設として、南東

隅から浅い土坑を検出した。

<遺物>(第 21図 1～ 5、 写真図版10)出土遺物は、土器類361,91g、 陶磁器類 4点が出土 した。 1
～ 4は土師器奏の口縁部で、何れもロクロによる調整がみられる。 5は須恵器郭の胴部下半～底部で

ある。陶磁器類は検出作業中に出土 したもので、何れも近代若しくは現代のものであることから、不

掲載とした。

<時期 >出土土器は小破片で詳細な時期は特定できないが、 9世紀後半～10世紀前半と推定される。

重複遺構との関係からは、本遺構を切る 1号土坑の埋土中に十和田 a火山灰の混入が認められたこと

から、本遺構は十和田 a火山灰降下期より古いと考えられる。従って、出土遺物から得られている 9

世紀後半～10世紀前半の年代とは整合する。

2号竪穴住居跡 (第 12図、写真図版 6)

<位置・検出状況 >調査区南部のC Ⅱ X23グ リッド付近に位置する。本遺構プランは調査区外南に廷

びる。検出面はⅢ～Ⅳ層中で、黒褐色シル トによる不整気味のプランとして‡巴握 した。

<平面形・規模 。長軸方向>南側は調査区タトヘ廷びることから詳細は不明であるが、平面形は方形と

推定される。検出部で把握できた規模は、長軸1lm以上×短軸21m、 検出面からの深さは約20cmを

測る。長軸方向は北西―南東と推定される。

<埋土>1層 は現在の水田耕作土、 2層は水田床土である。 3層が本遺構に伴う堆積上である。 3層

は、黒褐色シル トを主体とし、人頭大の礫が多量に混入する。礫は、自然磨耗 した河原石が主体であ

るが、人為による磨痕との見分けのつかないものが混じる。これらの礫自体は、人為による投げ込み

と捉えられるが、堆積上自体は自然堆積層と考えられる。

<床面・壁 >Ⅳ層地山を床面とし、ほぼ平坦である。貼 り床は認められない。壁は、外傾して立ち上

がる。

<カ マ ド>北壁の東隅より煙道部を検出した。煙道部は、天丼部分は削平されているが、遺存状況は

概ね良好で、北西方向を向く。煙道底面は、竪穴住居床面からみて、平行気味に延びた後に外傾 して

立ち上がる。煙出し部は明確には認知できなかったが、あるいは第12図 B一 B′ 土層断面の 8層が堆

積する凹地部分が煙出し部の一部かもしれない。燃焼部と袖部については認められない。

<遺物>(第24図 54、 写真図版12)出土遺物は、石器 1点である。先にも上記 したとおり、埋土中～

床面にかけて多量の礫が投げ込まれていたが、その中の 1点を磨石と認知した。また、検出作業時に

時期や産地が不明の陶磁器 1点が出土 したが、現代の可能性が極めて高いことから不掲載とした。

<時期>古代と推定されるが、出土遺物、重複遺構、火山灰などが無く、明確にはわからない。
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(2)竪 穴 状 遺 構

1号竪穴状遺構 (第 12図、写真図版 6)

<位置・検出状況 >調査区南部のDIn4グ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅲ層～Ⅳ層で黒褐
色シル トの方形状プランとして把握 した。柱穴やカマ ドの検出がなかったことから、竪穴住居跡では

なく、竪穴状遺構 として遺構登録 した。

<平面形・規模・主軸方向>プランの南東側が調査区外に廷びるため明確にはわからないが、平面形

は方形基調である。規模は把握できる北西―南東方向では2.8mで ある。検出面からの深さは 6～ 10

cmで ある。上部はかなり破壊を受けていると考えられる。主軸方向は不明である。

<埋土>1層 は現代の水田床土である。 2層が本遺構に伴う堆積土で黒褐色シル トである。黄褐色粘
土ブロックの混入具合からは人為堆積層の可能性がある。

<床面・壁 >床面には緩い凹凸がある。壁はタト傾 して立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類331gで ある。磨滅 した小片なことから不掲載とした。

<時期 >不明。埋上の様相からは、古代の遺構 と考えられる。

(3)土   坑

1号土坑 (第 11図、写真図版 7)

<位置・検出状況 >調査区南部のD Ⅱ hllグ リッド付近に位置する。検出状況は、Ⅳ層上面において

1号竪穴住居跡と共に認知した。

<重複関係・建替え>1号竪穴住居跡を切る。
<平面形・規模・主軸方向>平面形は円形を呈する。開口部径は160× 140cm、 深さは 1号竪穴住居跡

の床面より12～ 24cm深い。断面形は浅皿状を呈する。

<埋土>1～ 4層 に分層した。埋土上位に堆積する 1層は黒色シルト、その下位に 2層 にぶい黄橙色
層の十和田 a火山灰層がみられ、 3層黒褐色シルト、 4層暗褐色シル トにより構成される。土層の堆

積様相から、自然堆積と判断される。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁は外傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >重複遺構 との関係からは、 1号竪穴住居跡より本遺構が新しい。従って、 9世紀後半より新
しい可能性で考えられる。また、埋土中には十和田 a火山灰が堆積することから、10世紀前半より古

い。従って、 9世紀後半より新 しく、10世紀前半より古いと捉えられる。

若干所見を付記すると、 1号竪穴住居跡出土遺物と、本遺構の埋土に十和田 a火山灰が堆積する内容

を鑑みると、 1号竪穴住居跡の廃絶時期と、本遺構の構築された時期は大差ない可能性はある。

2号土坑 (第 11図、写真図版 7)

<位置・検出状況 >調査区南部のD Ⅱ hllグ リッド付近に位置する。検出状況は、Ⅳ層上面において

1号竪穴住居跡と共に認知した。

<重複関係・建替え>1号竪穴住居跡を切る。
<平面形・規模・主軸方向>平面形は長楕円形を呈する。開口部径は165× 98cm、 深さは 1号住居跡

の床面より約24cm深い。断面形は浅皿状を呈する。

<埋土 >黒褐色シルトを主体とする。埋土下位の24層 中に十和田 a火山灰が微量混入する。自然堆積

か人為堆積かの明確には判断できないが、自然堆積と捉えておきたい。
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<底面 。壁>底面は九底気味である。壁はタト傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >重複遺構との関係からは、 1号竪穴住居跡より本遺構が新しい。従って、 9世紀後半より新

しい可能性で考えられる。また、埋土中には十和田 a火山灰が堆積することから、10世紀前半より古

い。従って、 9世紀後半より新 しく、10世紀前半より古いと捉えられる。若干所見を付記すると、 1

号竪穴住居跡出土遺物と、本遺構の埋土に十和田 a火山灰が堆積する内容を鑑みると、 1号竪穴住居

跡の廃絶時期と、本遺構の構築された時期は大差ない可能性はある。

3号土坑 (第 13図、写真図版 7)

<位置・検出状況 >調査区中央部のBⅢ j7グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シルトの広が

りとして検出した。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は隅九長方形を呈する。開田部径は188× 98cm、 深さは約24cmで

ある。主軸方向は北西一南東方向をみる。

<埋土>1層黒掲色シル トによる単層である。責褐色粘土ブロックと礫が少量含まれる。人為堆積と

考えられる。

<底面・壁>底面はほぼ平坦である。壁はタト傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明である。埋上の様相から古代と考えられる。

4号土坑 (第 11図、写真図版 7)

<位置・検出状況 >調査区南部のD Ⅱ hllグ リッド付近に位置する。検出状況は、Ⅳ層上面において

1号竪穴住居跡と共に認知した。

<重複関係・建替え>1号竪穴住居跡を切る。
<平面形・規模・主軸方向>平面形は不整楕円形を呈する。開口部径は185× 140cm、 深さは 1号住居

跡の床面より約28cm深い。断面形は浅鉢状を呈する。

<埋土>埋土上～中位に 1層黒掲色シル トが、埋土中～下位に暗掲色シル トが堆積する。自然堆積で

はないかと考えられる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁はタト傾して立ち上がる。

<遺物>(第21図 6、 写真図版10)出土遺物は土器類175gである。 6の上師器甕 1点が出土した。
<時期 >重複遺構との関係からは、本遺構が 1号竪穴住居跡を切ることから、 9世紀後半～10世紀前

半より新しいと捉えられる。出土遺物からは 9世紀後半～10世紀前半で考えられる。

(4)溝   跡

1号溝跡 (第 14図、写真図版 8)

<位置・検出状況>調査区中央部のBⅢ d2～ i10グ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅶ層中で

黒褐色シル トによる長方形の広が りとして把握 した。西側は調査区外へ続 く。東側は途中で途切れ

る。

<重複関係>4号旧河道を切る。
<平面形・規模・主軸方向>調査区内での規模は、長さ約30m、 溝幅06～ 09m、 深さ10～ 40cmで あ

る。主軸方向は、西から東へ向かった後、南東方向に折れる。
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<埋土>黒褐色シルトによる単層である。自然堆積の可能性が高い。

<床面・壁 >底面は平坦である。水が流れるとした場合、溝底の標高値からは北西→南東に向かう。

ただし、溝底の比高はほとんどない。壁は外傾 して立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。

<柱穴・付属施設 >な し。

<遺物>(第 21・ 24図 7～ 11・ 49・ 50写真図版10。 12)出土遺物は土器類10252g、 石器 2点である。
土器類は、 7は土師器杯、 8,9は 土師器甕、10は 須恵器の必 ?、 11は須恵器甕である。石器は、
49・ 50のスクレイパー 2点が出土している。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と推定される。

2号溝跡 (第 13図、写真図版 8)

<位置・検出状況 >調査区南部のCⅢ j13～ k13グ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で黒

掲色シルトによる長方形の広が りとして把握 した。溝上～下部は削平され、溝底に近い部分が遺存 し

ていたと捉えられる。

<平面形・規模・主軸方向>調査区内での規模は、長さ6.8m、 溝幅06m、 深さ3～ 12cmである。長

軸方向は、北から南へ直線的に延びる。

<埋土>1層 は現水田耕作土、 2層 は耕地整理前の旧水田耕作土と判断される。本遺構に伴うのは

3・ 4層 と命名した土層で、黒褐色シル トを主体とする。自然堆積の可能性が高い。

<床面 。壁 >底面はやや凹凸がある。水が流れていたとすると、溝底の標高値からは南→北へ向かっ

て流れる可能性が高い。壁は外傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >検出面から、昭和20年代後半の耕地整理より古いことは確実である。しかしながら、出土遺

物、重複遺構などが無く、時期は不明にある。埋上の様相についても、埋土の遺存状況が悪 く、古代

かそれより新 しいか判断できない。

3号溝跡 (第 14図、写真図版 8)

<位置 。検出状況 >調査区南部のC I p25グ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で黒褐色シ

ル トによる溝状のプランとして把握した。補足として、この付近は平成19年段階では埋蔵文化財包蔵

地周知外の部分であつたが、岩手県教育委員会生涯学習文化課の試掘調査結果から、埋蔵文化財包蔵

地に追加された部分である。尼坂遺跡と牡丹野遺跡の境界付近であったことから、調査開始前はどち

らの遺跡範囲にも属さない「可能性あり」とだけされていた部分である。従って、調査開始当初は便

宜的に尼坂遺跡に含めていたが、岩手県教育委員会生涯学習文化課とのその後の協議で牡丹野遺跡に

含めることとなった。

<平面形・規模・主軸方向>両端は調査地外に延びる。調査区内での規模は、長さは40m以上、溝

幅0,7m、 深さ35～ 45cmである。主軸方向は北西―南東方向に向かって直線的に延びる。

<埋土>1層 は水田の耕作土である。 2・ 2a'3層 と命名した土層が本遺構に伴う。 2層 と2a層
は黒褐色シル トで、黄褐色粘土質砂質土 (こ の近辺の地山土)を 5～ 70/O含有する。 3層は、黄掲色

粘土質砂質上で地山上の再堆積上である。第14図 A― A/断面では 2層 と2a層が 3層 を挟むような
堆積が確認された。対してB一 B/断面では 2層が埋土上～中位に、 3層が埋土中位～底面に堆積す
る。 2層 は自然堆積土とおもわれたが、A一 A′ 断面の上層堆積様相を憂慮すると、全て人為により

埋め戻された可能性もある。ただ若干の留意点として、B― B/断面の下位にみられる3層の締まり
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具合などからは、 3層 は底面の嵩上げを意図した整地上にも思える。その場合は、 3層上面が使用時

の溝底である可能性があり、 2a層 は溝掘 り方への混入層である仮定もできようか。
<床面・壁 >床面は平坦な部分が主体で、所々丸底気味の部分もある。水が流れていたと仮定した場

合、溝底の標高値からは、北西→南東方向へ流れる可能性がある。壁はタト傾して立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類1.45gである。磨減した土師器小片 1点が出上した。不掲載とした。

<時期 >不明にある。埋土の様相などから古代と推定される。

4号溝跡 (第 13図、写真図版 8)

<位置・検出状況>調査区中央部のB Ⅲ i14グ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ層中で黒褐色

シル トによる細長いプランとして把握した。現況は水田で、調査時は調査事務所や駐車場への進入路

として鉄板を敷設した直下に相当する部分である。調査の運営上、調査最終日にバックホーで表土を

除去し、検出・精査を行った経緯のある地点で、早急な調査を行う必要があった。検出面はⅣ層では

なくI層であつた可能性があり、従って近世～現代の遺構であると推定される。土層断面図について

も作成できなかったことを補足 しておく。

<平面形・規模 。主軸方向>南一北方向に廷びるが、南側は途切れる。北側は、表土除去を行った際

に、誤って80cm程調査区外まで掘削 してしまったが、更に調査区外へ延びることは確実である。規模

は、長さ1.5m、 幅0.3m、 深さ10cm前後である。

<埋土 >上記のとおり土層セクション図を作成していないが、黒褐色シルトによる単層である。自然

堆積なのか人為堆積なのかは不明にある。

<床面 。壁 >底面は平坦である。水が流れていたと仮定した場合、溝底の標高値からは流れの方向を

推定できない。周辺地形の標高から推定すると、南→北の可能性がある。壁は外傾 して立ち上がる。

検出面からの深さは 5～ 8 cmである。

<遺物 >な し。

<時期 >上記のとお り、近世～現代と推定されるが、明確には不明である。

(5)柱 京 群

調査区南部柱穴群 (第 15図 )

<位置・検出状況>調査区南部の C Ⅲ g14～ k12グ リッドに位置する。検出面はⅣ層地山粘土層であ

るが、現況は水田造成時に地山自体削平されている。当初は、柱穴状土坑の規模などの観点から現代

の馳穴ではなく、古い時代の遺構と捉えた経緯がある。ただし、個々の埋土は水田耕作土に類似する

ことも記述しておく。

<柱穴番号>1～ 5号柱穴状土坑で 5個である。
<規模 >柱穴状土坑の規模については、開口部径50cm前後、深さは10～ 18cmの 数値内に収まる。柱穴

群①や柱穴群②に所在する柱穴状土坑と比較すると、規模的には開口部径が大きく、深さが浅いもの

が主体にある。

<埋土 >黒掲色シル ト・暗褐色シル トを主体とし、単層のものが多い。埋土は全般に粘性が強く、や

や湿っぽい。上記の様相は、水田耕作土に類似する。なお、柱痕は確認できない。

<柱穴配置>柱穴の配置について、 1・ 4・ 5号柱穴状土坑の 3個は同一軸線上に並ぶが、 2・ 3号

柱穴状土坑がずれる。ただし、各柱穴間の距離は、約47mの 間隔を持って分布 していることでは規

則性がややある。
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<出土遺物 >な し。

<時期>時期について、調査区の幅が狭 く、建物跡などの推定ができないことから、古代～現代まで

の時間幅としか言及できない。埋上の様相からは現代の可能性も考えられる。

調査区中央部桂穴群① (第 16図 )

<位置・検出状況>調査区中央部のBⅢ f3～ 18グ リッド付近に位置する。表土を除去 した段階で

35個 の柱穴状土坑を検出した。検出面は、層地山粘土層を中心にⅡ層黒褐色シル ト層である。

<柱穴番号>6～ 40号柱穴状土坑で35個である。
<重複関係>4号旧河道より新 しく、 3号旧河道より古いと捉えられるものが多い。
<規模>柱穴状土坑の規模については、開口部径23～ 64cm、 深さ12～ 45cmの 数値内にある。

<埋土 >黒褐色シルトを主体とする単層である。

<柱穴配置>柱穴群 2と したものは、大きく捉えるとl号溝跡の南西側付近にまとまりを持って位置

する。直線的に配列するされるものとしては、①23・ 24・ 39号柱穴状土坑、②21・ 22。 25,26・ 28・

29号柱穴状土坑が挙げられる。これらは、何れも南西―北東方向に延びる。ただし、これらの柱穴配

列からは掘立柱建物跡は復元できない。

<出土遺物>(第21・ 22図 12。 36、 写真図版10。 11)6・ 32号柱穴状土坑から出土遺物があり、総量

で土器類4456gが 出土した。 6号柱穴状土坑より36の 弥生時代後期の上器が、32号柱穴状土坑より

12の須恵器が出上している。

<時期>3号旧河道と4号旧河道との新旧関係から、古代若しくは古代より新しいと捉えられるもの

が多い。ただし、詳細な時期は掴めない。埋土の様相から古代と考えたい。

調査区中央部桂穴群② (第 17図 )

<位置・検出状況 >調査区中央部のB Ⅲ c21～ f21グ リッドに位置する。表土を除去 した段階で 6個

の柱穴状土坑を検出した。検出面はⅣ層地山粘土層である。

<柱穴番号 >41～ 46号柱穴状土坑で 6個である。

<規模 >柱穴状土坑の規模については、開口部径16～ 73cm、 深さ10～ 37cmである。規模的にはバラツ

キがある。

<埋土>黒褐色シル トを主体とする単層のものが多い。

<柱穴配置>こ れらの柱穴配列からは掘立柱建物跡は復元できない。

<出土遺物 >な し。

<時期>時期について、古代～現代までの時間幅としか言及できない。埋上の様相からは現代の可能

性も考えられる。

(6)十日 河 道

今回の調査では大きく捉えて 4条の旧河道を検出した。これらの旧河道は現在の地図などからは読

み取れない情報であることと、遺物などから概ねの埋没時期を想定できることから、人為により構築

された遺構ではないが、図化・明示することとした。

1号旧河道 (第 18図、写真図版 9)

<位置 。検出状況 >調査区南部の D「 f10～ d17グ リッド付近に位置する。検出状況は、表土を除去

-31-



3 検出遺構

した段階で、北東～南西方向に延びる幅 3～ 4mの暗褐色シル トの帯状のプランを検出し、堀、大溝、
近現代の堰跡などを想定 した経緯がある。調査方法は、先にプランの短軸方向に平行するように4本

の試掘 トレンチを設定 し、土層の堆積状況や壁形や底面の様相把握に努めた。その結果、プラン把握

の一つのキー層であった埋土上位にみられる暗褐色シル トの堆積が掴めない地点が多く、人為的に掘

られた施設とするには躊躇する状況であった。従って、旧河道として登録することとした。

<平面形・規模 >平面形は、やや蛇行気味に捉えられる。調査区内で把握される長さは約38m、 幅は

3～ 4m、 深さ35～ 70cmで ある。

<埋土>埋土は 1～ 4b層 までの 5つ に分層 した。最上位の 1層 は暗褐色シル トを主体に責褐色粘土
質土 (地山土)が混 じる。層厚は 3～ 12cmで薄い。堆積が自然なのか人為なのか判断ができなかった。
2層は黒掲色シル トで層厚10～ 25cm、 径 5～ 30cmの 円礫が多 く含まれる。この 2層 は、主に南西方向

より入り込んで堆積 した自然堆積層と判断される。なお、12世紀の常滑の破片が、この 2層から出土

している。 3層は黄掲色粘土を中心に褐色砂質土が多量に含まれる。層厚は10～ 40cmである。この 3

層についても、 2層 と同様に主に南西方向から流入した自然堆積層で、合わせて水性堆積に由来する

と推定される。 4層 は黄褐色粘土層であるが、円礫がほとんど含まれない部分を4a層 に、円礫を多
量に含む部分を4b層 として区分した。全体的には4a層が 4b層 より上位に堆積する。自然堆積層
である。

<出土遺物>(第 21・ 23図 13・ 40・ 41、 写真図版10・ 11)埋土中から須恵器 1点、常滑 2点、合わせ
て8598gの遺物が出土 している。

<時期>遺物は平安時代の須恵器と12世紀の常滑片である。12世紀段階では埋没していた可能性で推

定しておきたい。

2号旧河道 (第 19図、写真図版 9)

<位置・検出状況>調査区北西部のBⅡ n2～ p10グ リッドに位置する。耕作土などの表土を除去後、
黒褐色や青灰色の粘土層と褐色砂質土層が入 り混じった低湿地的な様相の土層が表れた。調査区の幅

が狭 く、プランの平面的な広がりは掴めないことから、各所に トレンチを設定し、掘 り下げた。その

結果、 lm程掘 り下げた段階で、一升瓶の破片など現代と推定される遺物が出土した。掘削途中から
は湧水が多く、調査区西部全体が水没したりなどした関係で、調査の安全を優先し、土層セクション

の作成は割愛した。

<平面形・規模 >調査区内での平面形は西～東に延びる。ただし、地元の方からは、昭和27年 より以

前には南西方向から北東方向に蛇行 して流れる川があったことをご教示頂いた。

<埋土 >上記のとおり、粘土や砂質土が混じった土層である。堆積様相からは自然堆積と思われたが、
伝え聞いた内容によれば人為により埋められたものである。

<出土遺物>ビ ンの破片や何かの部材など出土した。昭和の産物であるが、昭和20年代後半よりは新

しいように思われた。

<時期 >地元の方から伝え聞いた内容からは、河が埋められたのは昭和27年 のようである。出土遺物
ともほぼ整合することから現代と捉えられる。

3号旧河道 (第 20、 写真図版 9)

<位置・検出状況>調査区中央部のBⅡ y3グ リッド～BⅢ d5グ リッドに位置する。表土除去後、
Ⅳ層中で検出した。
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V 牡丹野遺跡

<重複関係・建答え>4号 1日河道より新しい。
<平面形 。規模 >平面形や規模は窺い知れない。流れの方向について、現況の地形からは読み取れな
いが、調査所見としては北西から南東に延びた後、曲流して北東に向かう (※北東方向が下流と考え

られる)。 河幅については、北壁が調査区外に所在することが確実なのでわからない。調査部分から

は、10m以上である。深さは35～ 120cmで ある。

<埋土 >第 20図の断面図A一 A/では、 1層系が現代の耕作土、 2層系が本旧河道に伴う堆積上、 3
層系・ 4層系・ 5層 は 4号旧河道に伴う埋土、6層 は地山、11層 は 1号溝跡の埋上である。2層系は、

色調と土質の違いで 2～ 21層 に細分 した。色調は、大別するとにぶい責褐色系と黒掲色系がある。
上質はシルト系、砂質土系、粘土系、泥土系、礫系に分かれ、さらにそれらが混ざるものもある。土

質で区分すると以下のような様相である。①シル ト系は埋土上位の 2層が該当する。②砂質土系は 2

a層・2i層 ・21層 で、埋土の上位～下位に至るまで各所に堆積する。 2a層 はにぶい責褐色を呈
し、埋土上位から下位に向かって下るように堆積する。2i層 と21層 は、埋上の下位付近において、
泥土に混ざる様相で堆積がみられる。色調も泥土と同様に黒色を呈する。③粘土系は 2e層で、埋土

最下位にみられ、色調は暗オリーブ褐色である。土層断面を見る限り比較的平坦気味に堆積 している。

④泥土系は2b層 。2c層 。2d層 。2f層 ・2g層 。2j層 。2k層である。色調は何れも黒色で
ある。実施した分層からはこの泥土系が埋土の主体を占め、傾向としては粘土系や砂質土系の上下に

堆積する様相で捉えられようか。その中で 2f層 と2g層 はやや粘土に近い土質、 2k層 は砂質に近
い土質である。⑤礫系としたのは 2h層で、泥土系と粘土系に挟まれるように確認された。断面図を

作成した地点の土層堆積としては、人為により埋められた様相ではなく、自然に埋没 したように思わ

れた。

<出土遺物>(第 21・ 23図 14・ 15。 42～ 46、 写真図版10。 11)出土遺物は須恵器 2点 (84.89g)と 、
17世紀後半～現代までの17点が出土 した。14・ 15の須恵器 2点は 9世紀～10世紀と推定される。陶磁

器類は、17世紀後半～18世紀の時期幅で推定される肥前産 3点以外は、年代や産地が推定できないも

のがほとんどの状況であることから、42～ 46の 5点を掲載した。

<時期 >出土遺物は年代の幅が大きく時期の推定は難しいが、時期の上限は江戸時代中期、下限は昭

和初期 くらいと考えられる。そして、 2号旧河道としたものの旧流路が、本旧河道と考えられよう。

従って、 4号旧河道が最も古期の流路の可能性があり、本旧河道の北側に 2号旧河道 (昭和27年 まで

存在したと考えられる)の続きの河道跡が存在する可能性が高い。

4号旧河道 (第 20、 写真図版 9)

<位置・検出状況>調査区中央部のBⅢ c3～ j10グ リッドに位置する。表土除去後、Ⅳ層中で検出
した。

<重複関係・建替え>3号旧河道及び 1号溝跡より古い。
<平面形・規模 >平面形は、北西から流れる 2つの流路が、BⅢ f6グ リッド付近で合流し、南東に
廷びる。その後どちらに流れが続 くのかは現況地形からは判断できない。推測を記述すると、プレハ

ブ進入路下であったBⅢ l18グ リッド付近では検出できないことから、それより南側か、若しくは大

きく曲流して北東方向に流れの方向が変わるのか、 2つの可能性を提示 しておきたい。規模は、河幅

8～ 14m、 深さは、浅いところで約20cmである。最深部については、調査の安全性を優先し完全な底

までの掘削を行っていないため不明であるが、125cm以上を測る。また、BⅢ e3・ e4・ f3・ f

4グ リッド付近に中洲的な空間を持つことが合わせて判明した。
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4 出土遺物

<埋土>第20図の断面図A― A/・ B一 B/3～ 5a層が本旧河道に伴う堆積土である。全て自然堆
積層である。① 3層系は出土遺物と重複する 1号溝から、弥生時代後期以降平安時代10世紀前半まで

の時間幅で埋没した土層と捉えられる。色調と土質の違いで新しい堆積層順に3～ 3e層 に細分した。

② 4層系は、 4層 と4a層の 2つに大別した。遺物は出土していない。 4層は、土質や色調は3層や

3e層 と類似するが、B― B/断面の観察からは3e層 より古いので、弥生時代後期以前の堆積層と

判断したい。4a層は、下位の 5a層 に類似する土質・色調なので、4層が水成的な作用を受けた土

層の可能性が示唆されるが、断定できない。③ 5層系は湿地土と判断される土質である。土質を見る

限り、河に伴う堆積土とした場合は基本的に流れが緩やかなのか、若しくは緩やかになった時分の河

底下位の堆積土なのか。何れ沼地的な低湿地的な堆積上の可能性で考えられようか。

<出土遺物>(第21～ 24図 16～ 33・ 37～ 39,47・ 51、 写真図版10～ 12)出土遺物は、土器類3,277.2g、

近代と推定される陶磁器類 5点、石器 1点が出土した。土器類は、弥生時代後期の上器片が 9号 ビニ

ール袋で 1袋分、古代の土器数点である。弥生土器は地文のみのものが多く、明確には時期の特定が

難しい。ただ、地文の施文の様子や土器胎土の様相から、弥生時代後期と推定される。土師器は、 9

世紀後半～10世紀前半と推定されるものが含まれるものの、磨減が激しく、時期の特定が難しいもの

が大部分である。また、異時期の流れ込みの可能性もある。陶磁器類は、17世紀後半～18世紀と推定

される肥前 1点、18世紀代の大堀相馬 1点、近代 1点、現代 1点、不明 1点である。51の近代と推定

される摺り鉢を掲載した。これらの陶磁器類は3号旧河道との遺物取り上げの際に混在した可能性も

あり、本旧河道とは異時期と捉えられる。

<時期>出土遺物から、弥生時代後期～古代と考えられる。埋上の色調や土質などの様相についても、

明らかに近代～現代とは異質である。また、埋上の項で上記したとおり、埋上の堆積様相からは、弥

生時代後期には埋没が始まっていた可能性がある。

出 土 遺 物

今回の調査では、大コンテナ (40cm× 30cm× 30側 )で 1.5箱分の遺物が出土した。土器類は土師

器・須恵器合わせて約 1箱分、弥生土器は 9号袋で約 1袋分、陶磁器57点、石器 7点、チップ・フレ

ークが少量である。

(1)古 代 の 土 器

土師器と須恵器合わせて総重量4421.04gが出土した。遺構内が3,979.32g、 遺構外出上分が437.13

gである。出土地は 4号旧河道を中心とする。接合作業を行った結果、完形や略完形に復元された個

体はなく、全て破片資料である。掲載基準は、 3 cm以上の破片、若しくは回縁部資料を中心とし、土

師器と須恵器合わせて 1～ 35を掲載した。

土師器は、郭、高台杯、甕の 3器種がみられた。郭は 7・ 16の 2点を図化 したが何れもロクロ成形

による。18は高郭の脚部と推定される。今回の調査で最も多 く出土したのが甕で、 1～ 4・ 6,8・

9・ 19～26の 15点 を掲載 した。長胴奏と推定されるものがほとんどで球胴甕は認められない。ロクロ

成形のものと非ロクロ成形の 2種がある。

土師器は、全体の器形を窺い知れるものがないことから詳細についてはわからない。 9世紀後半か

ら10世紀前半の時間幅で捉えられようか。

須恵器は、杯、甕、壷の 3器種で、器種判別できないものもある。杯は 5。 10。 17の 3点で、14・

33はネの可能性が高いものの、器種は不明にある。奏は11・ 13・ 15。 27・ 28。 29・ 34・ 35の 8点で、
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V 牡丹野遺跡

他に12と 32に その可能性がある。

(2)弥生時代の土器

弥生時代後期と推定される土器片が、調査区中央部で検出した 4号旧河道より比較的まとまりを持

って出土 した。全て小片で総量は 9号袋 1つ分である (約 3 kg)。 36～ 39の 4点を掲載した。36以外

は地文のみで、文様を確認できるものがほとんどなく、詳細な時期の特定は困難な資料である。

36は 、RL横回転を施文後、細めの沈線によリモチーフされる。このモチーフがどのように展開す

るのか判断できない。

37～ 39は、何れもRLが横回転及び斜回転されるもので、原体の回転方向に規則性が感じられない

様相で捉えられる。

文様のある36と 地文のみの37～ 39を 比較 した場合、原体にRLを用いていることと、節や条の様子

が類似することから、同時期のものと推定しておきたい。

(3)陶 磁 器 類

総数で57点の陶磁器類が出上した。時期毎の内訳は、12世紀 2点 (常滑 )、 17世紀後半～18世紀 2

点 (肥前 )、 18世紀代 5点 (肥前 3点、大堀相馬 2点 )、 18世紀後半～19世紀 1点 (肥前 ?)、 19世紀

代 7点 (何れも産地不明 )、 19世紀以降10点 (何れも産地不明 )、 近代 5点 (何れも産地不明 )、 近

代 ?1点 (産地不明)、 現代19点 (産地不明)、 その他時期不明 5点である。その内、40～ 48の 9点 を

掲載した。

40・ 41は 12世紀と推定される常滑産甕の破片である。何れも 1号旧河道から出土 した。

42は 18世紀代と推定される肥前産の皿である。42以外に肥前産と推定されるものが 5点出土してい

るが、何れも17世紀後半～18世紀と捉えられる。出土地は 1号旧河道と3・ 4号旧河道及びその周辺

に設定・掘削した試掘 トレンチである。

43～ 48は 、産地不明であるものの、近世の時間幅で推定される。

(4)石   器

石器は総数で 7点出上した。剥片石器が 5点、礫石器が 2点である。その内、49～ 55の 7点を掲載

した。剥片石器 5点の器種の内訳は、スクレイパー 4点 と石錐 1点である。49のスクレイパーは、表

面の左側縁と裏面右側縁に二次剥離が施されるものである。50の スクレイパーは、石匙の未成品の可

能性を有するものである。51のスクレイパーは黒曜石製で、先端と両端の表裏面に二次剥離が施され

る。主要な刃部は、右辺若 しくは先端と推定される。52の石錐は、黒曜石製である。53のスクレイパ

ーは、平面形が五角形気味を呈し、 3辺の表面に二次剥離が施される。礫石器 2点は磨石である。54

と55は磨石で、 2点 ともに表裏面に磨面が形成される。出土地から帰属時期を推定すると、54は平安

時代、55は弥生時代の可能性が考えられる。

今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡 2棟、竪穴状遺構 1基、土坑 4基、溝跡 4条、柱穴状土

坑32基、旧河道 4条である。

構

括総

(1)遺
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5 総括

竪穴住居跡は 2棟、竪穴状遺構は 1基検出した。何れも古代と推定される。 1号竪穴住居跡は、水

田造成や整備など耕地整理に伴い削平が著しく、検出面から数cmで床面が現われるなど、遺存状況が

悪 く、遺構の詳細な情報は得られなかった。ただし、出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と推定さ

れ、合わせて十和田 a火山灰との関係から10世紀前半より古い時期である可能性が導かれた。 2号竪

穴住居跡と 1号竪穴状遺構についても、 1号竪穴住居跡と同様に遺存状態が悪 く、尚且つ出土遺物や

十和田 a火山灰 との関係もないことから、埋上の様相から古代と推定したに留まる。

土坑は 4基検出し全て古代と捉えられる。その内 1・ 2・ 4号土坑の 3基は、 1号竪穴住居跡 と重

複関係にあり、尚且つ 1・ 2号土坑の埋土には十和田 a火山灰が認められる。 1号竪穴住居跡の廃絶

期は、出土土器からは 9世紀後半～10世紀前半の時期幅で捉えられる。従って、十和田 a火山灰降下

時期より古い可能性があるこれらの上坑は、 1号竪穴住居跡廃絶期と大差ない時期に構築された可能

性がある。調査歴で記述した岩手県教育委員会が調査 した地点においても、同様に竪穴住居跡を切る

土坑が検出されている。このことは、これらの上坑が竪穴住居跡の廃絶時の何らかの行為に関係する

遺構である可能性も示唆される。

溝跡は 4条検出した。調査区の幅が狭 く、平面的な繋が りなどはわからない。 1号溝跡は出土遺物

などから9世紀後半～10世紀前半の可能性がある。合わせて、4号旧河道と重複関係にあることから、

本遺構を構築 した段階においては、 4号旧河道の流路は埋没していたことがわかった。 2・ 3号溝跡

は、埋上の様相からは古代の可能性があるものの、時期を特定できない。 4号溝跡については近世～

現代の可能性で推定されるが、特定はできない。

柱穴状土坑は、柱穴群②とした調査区中央部付近から顕著に検出された。柱配置の規則性などが窺

えなかったことから、掘立柱建物跡の復元はできなかったが、この周辺において古代に何らかの建物

が存在 したことが示唆される。

旧河道は 4条を検出した。調査区西部で検出した 1号旧河道からは、土師器と12世紀の常滑 2点が

出土した。この常滑が旧河道の時期推定に直結させ結び付けられるのかは検討を要する。しかしなが

ら、この遺跡からも奥州藤原氏に関連する可能性がある遺物が出上したことは特記事項の一つと捉え

られよう。 2・ 3・ 4号旧河道については、この近辺に南西から北東方向に向かう比較的大きな河が

あったことが明らかとなり、合わせて牡丹野遺跡を一部横切 り、北側タト縁部に流れるが続いているこ

ともわかった。これらの旧河道は、一連の変遷化にあると捉えられ、少なくても弥生時代後期から昭

和27年 までの長い間存在したことがわかった。

(2)遺   物

今回の調査で出土 した土師器や須恵器は、完形や略完形にまで復元された資料はなく、ほとんどが

小破片である。土師器は、郭は少なく、甕が最も多い。甕類の中では、長胴奏と推定される破片が多

く、球胴甕は認められない。また、これらの甕はロクロ成形のものと非ロクロ成形の 2種がある。郭

類や甕類の年代観からは 9世紀後半～10世紀前半の時間幅で捉えられる。須恵器は、圧倒的に甕類の

破片が多 く、杯や壺は少ない。今回の調査において層位的に良好と判断される資料としては、 1号竪

穴住居跡出上の 1～ 5が挙げられる。これらの帰属時期は、十和田 a火山灰の降下時期より古い可能
′
陛が極めて高いことを指摘できよう。

弥生土器は、中～後期と推定される。地文のみで詳細な時期などは特定できない。なお、今回出土

した土器は、地文にRL横回転を多用する特徴が見受けられる。

陶磁器類は、12世紀から現代まで総数で57点の陶磁器類が出上した。12世紀の常滑の破片 2点が出
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V 牡丹野遺跡

土したことは特記事項である。出土数が多いのは、19世紀以降～現代までのもので、産地の特定がで

きない。また、近世においては、肥前産が一定量出土している。

石器はスクレイパーを中心とする。特記事項としては、52の黒曜石製の石錐の出上が挙げられる。

(3)ま  と め

ここでは、調査区毎に調査成果についてまとめてみる。

調査区南部では、 2棟と数は少ないが竪穴住居跡が検出されたことから、周知されていたとおり牡

丹野遺跡が古代の集落跡であることが検証されたことにおいて、一つの成果と評価できよう。

調査区中央部については、竪穴住居跡は未検出でその他の遺構についても希少な状況にあつた力S、

3,4号旧河道を中心に弥生時代後期の上器、平安時代、近世～近代の陶磁器などが出上したことで、
各時期においての人的活動の一端が明らかとなった。

調査区北西部においては、 2号旧河道を検出したものの、遺構 。遺物などの人的活動の痕跡は検出

されなかった。ただし、隣接する付近の水田からは、岩手県教育委員会の試掘調査では遺物が確認さ

れている。また、調査区北西部からみて100m程南西側の畑部分では、須恵器片が確認されているこ

とから、 2号旧河道の周辺においても、古代の集落跡が広がる可能性は高い。また、所見的な内容に

なるが、今回の調査内容から牡丹野遺跡の集落の中心域は、調査区南部より北側に広がることが予想

される。そして、現在遺跡の標柱が立てられている調査区中央部に接する畑部分や宅地部分及びその

西側、更には調査区北西部からみて南東側の範囲が想定されよう。上記した集落の中心域と推定され

る部分は、現水田部分と比べて標高がやや高い微高地にあることも補足しておきたい。
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第 8図 遺構配置図
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0        1:1200       50m

第 9図 調査区南部遺構配置図
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V 牡丹野遺跡

1号堅穴住居跡、1号土坑・2号土坑・4号土坑
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住居内土坑1  2号土坑

1号堅穴住居跡・1号土坑・ 2号土坑・4号土坑A― A夕 ・B― B′ ・C― C´ ・D― D´
1 10YR1 7/1黒 色シル ト粘性やや弱 締まりやや疎 (1号土坑 )
2 10YR73にぶい黄橙テフラ 粘性弱 締ま りやや疎 黒色シル トブロック30%混入 (1号土坑※To― a層 )
3 10YR2/3黒 褐色シル ト粘性中 締ま りやや疎 イヽ礫径 1～ 2c11%混 入 (1号土坑 )
4 10YR3/4暗 褐色シル ト粘性やや弱 締ま り中 φl～ 3cllの 円礫少量混入 (1号土坑 )
H 10YR3/4暗褐色シル ト粘性弱 締まり密 酸化鉄の集積 (1号竪穴住居跡 )
12 10YR2/3黒 掲色シル ト粘性弱 縮まりやや弱 (1号竪穴住居跡貼床 )
12a10YR3/4暗 褐色シル ト粘性中 締まりやや密 黄褐色粘土ブロック1眺混入 (1号竪穴住居跡貼床 )
12b10VR3/3暗 褐色シル ト粘性やや弱 結ま りやや密 φl～ 10Cn礫 多量に混入 (1号竪穴住居跡貼床 )
12c10YR3/3暗 褐色シル ト粘性中 締まりやや密 ゅ1～ 3cmの礫小量混入 (1号竪穴住居跡貼床 )
12d10YR3/2黒 褐色シル ト粘性やや弱 締まりやや密 ゅ3cmの礫・褐色粘土粒1朝含む (1号竪穴住居跡貼床 )
13 10YR2/3黒 褐色シル ト粘性中 締まり中 黄褐色粘±5% (1号 堅穴住居跡貼床埋土)
14 10VR3/4暗 褐色シル ト粘性中 締まりやや疎  (※ 1号竪穴住居跡貼床若 しくは地山)
21 10YR2/2黒褐色シル ト粘性中 締まり中 黄褐色粘±1%(2号土坑 )
22 10YR2/3黒褐色シル ト粘性中 締ま り中  (2号 土抗 )
23 10YR3/4暗褐色シル ト 粘性中 結ま り密 (2号土坑 )
24 10VR2/3黒褐色シル ト粘性中 締ま り中  To一 a2%混入 (2号土坑 )
31 10YR2/3黒褐色シル ト粘性中 締まり密 (4号土坑 )
32 10YR3/4暗褐色シル ト粘性中 締ま り密 (4号土坑 )

号竪穴住居跡PPl a― a´
10VR2/3黒褐色シルト粘性中締まり密
10YR3/4暗褐色シルト冶性中締まり密

0        1 :50       2m
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第11図  1号竪穴住居跡、 1・ 2・ 4
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調査区南部柱穴群

V 牡丹野遺跡
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旧河道流路推定図
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第19図 旧河道流路推定図、 2号旧河道
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3 ・ 4号 I日河道 A―A' ・ 辟 B'
1 10YR3/3暗 褐色シル ト粘性やや弱 締まり中 表土 (現代盛土)
la 10YR2/1黒褐色シル ト 粘性やや強 締まり中 黄褐色粘±3%混入 表土 (現代土 )
lb 10YR2/8黒 褐色シル ト 粘性やや強 締まりやや密 (現代の耕作土 )
lc 5Y3/1オ リーブ黒色泥質土 粘性やや強 締まりやや疎 (現代の耕作土 )
ld 10YR3/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締まり中 (旧 表土)
2 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト 粘性中 締まりやや疎 砂質±20%混 入  (3号旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2a 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質土 粘性弱 締まり疎 (3号旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
26 5Y3/2オ リーブ黒色泥質土 粘性やや強 締まりやや疎 酸化鉄の集積各所にみ られる (3号旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2c 5Y3/2オ リーブ黒色泥質土 粘性やや強 締まりやや疎 砂質 10%混入 (3号 旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2d 25Y3/2黒褐色泥質砂質土 粘性やや強 締まり中 酸化鉄の集積7%み られる (3号 旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2e 2Y3/3暗オ リーブ褐色粘土質砂質土 粘性やや強 締まりやや密 有機物 (本根 ,木片)7%混入 (3号旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2f 25Y3/2黒色泥質粘土質土 粘性やや強 締まり密 酸化鉄の集積5%み られる (3号 旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2g 25Y3/2黒色泥質粘土質土 粘性強 締まりやや密 酸化鉄の集積5%み られる  (3号 旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2h 25Y6/2灰黄色砂礫土 粘性中 締まりやや疎 径05～ 2cIBの礫30%混入 (3号 旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2i 5Y3/2オ リープ黒色砂質土 粘性弱 締まりやや疎 有機物 (木片・炭化物片)5%・ 砂礫 10%混入 (3号 1日 河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2j 25Y2/1黒色泥質土 粘性やや強 締まりやや密 酸化鉄の集積3%みられる (3号 旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
2k 5Y2/1黒色泥質砂質土 粘性やや強  締まりやや疎 有機物 (木片・草根)7%混入  (3号旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
21 25Y3/2黒褐色砂質泥質土 粘性中 締まり疎 (3号旧河道埋土※昭和27年以前の埋土)
3 10釈 2/1黒色シル ト粘性中 締まり中 土器 (古代)少量含む (4号旧河道埋土※古代黒色土層 )
3a 5Y3/2オ リーブ黒色泥質砂質土 粘性やや強 締まりやや疎 酸化鉄の集積各所にみられる (4号 旧河道埋土※古代黒色土層 )
3b 10YR4/4褐 色シル ト質粘土 粘性中 締まり密 (4号 旧河道埋土※古代 ?)
3c 10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性中 締まり密 径5～20cmの 礫 30%・ 砂質±10%混入 (4号旧河道埋土 )
3d 10YR2/1黒褐色シル ト質粘土質土 粘性やや強 締まりやや密
3e 10YR2/1黒色シル ト粘性中 締まり中 土器 (弥生)少量含む (4号旧打道埋土 )
3f iOVR1 7/1黒 色泥質粘土質土 粘性強 締まりやや疎 酸化鉄の集積一部にみ られる
4 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性中 締まり密
4a 10YR2/2黒褐泥質粘土質土 粘性強 締まりやや密 黄褐色土粒1%混入
5 10YR3/4暗 褐色粘土 粘性強 締まり密
5a 25Y3/2黒褐色砂質泥質土 粘性中 締まり密
6 10YR7/8黄 橙色粘上 粘性中 締まり密  (※ 地山)
H 10YR2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締まりやや疎 黄褐色粘土ブロック3～5%混入 (1号溝跡埋土 )

V 牡丹野遺跡

3・ 4号旧河道上層注記
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第 6表 竪穴住居跡観察表
版
号
図
番

図
号
写
番 遺 構 名 時  期 グリッド

規模

(長辺)m
規模

(短辺)m 蠣くｃ・．，
埋上の

堆積状況
カマ ド

柱穴数

(個 )
付属施設 重複 。その他

5 1号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀前半
D Ⅱ h10 4以上 6以下 自 然 1 土坑 1

1・ 2,4号抗 に

切られる

12 6 2号竪穴住居跡 古 代 C I x23 11以上 21以上 自 然 北壁東隅 な し な し
址 中に人球 の

礫多量

第 7表 竪穴状遺構観察表
図版

番号

写図

番号
遺 構 名 時 期 グリッド 平面形

規模

(長辺)m 蜻くｃｉｎナ
埋土の

堆積状況

12 6 1号竪穴状遺構 古 代 D In4 方形 6-10 人為 ?

第 3表 土坑観察表
図版

番号

写図

番号
遺 構 名 時期 グリット 平面形

開口部径
(cn)
終
闘

埋土の

堆積状況
重複 。その他

11 7 1号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
DⅡ hll 円形 160× 140 18-30 自 然 1号竪穴住居跡を切る、十和田 a火山灰

11 7 2号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
D■ hll 長楕円形 165× 98 自然 ? 1号竪穴住居跡を切る、十和田 a火山灰

13 7 3号土坑 古 代 BⅢ j7 隅丸長方形 188× 98 人 為

11 7 4号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
DⅡ hll 不整楕円形 185× 140 自然 ? 1号竪穴住居跡を切る

第 9表 溝跡観察表
版

号

図
番

写図

番号
遺 構 名 時 期 位置 グリッド 方  向 藤

耐
幅

(cm)
終
ｍ

埋土の

堆積状況

8 と号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央 B Шd2 西一東 60-90 10-40 自然

13 8 2号溝跡 不  明 西 CⅢ j13 北―南 3～ 12 自然

14 8 3号溝跡 古代 ? 中央 C I p24 北西―南東 40以上 35´ヤ40 人為 ?

4号溝跡 近世～現代 ? 西 BⅢ i14 南―北 不 明

第10表  旧河道観察表
版

号

図

番

図

号
写
番

遺 構 名 時 期 位置 グリッド 万  同 黙
ω

幅

ｍ

さ

司

深

＜ｃｉ

埋土の

堆積状況

1号旧河道 12七 L糸E? 西 D Ⅱ f10 北東一南西 3-4 35～ 70 1層不明、2～4b層 自然

2号 旧河道 現 代 北西 B In2 西―東 不明 不明 不明 人  為

19。 20・ 21 3号 旧河道 近世～現代 中央 B tt y3 北西―南東 10以上 不明 35-120 自然 ?

19。 20・ 21 4号 旧河道 弥生後期ん古代 中央 BⅢ c3 北西―南東 不明 8～ 14 211～ 125以上 自 然
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第11表 柱穴状土坑観察表

柱穴No 径(cm) 深さ(cm) 調査区 柱穴No 径(cm) 深さ(cm) 調査区

1 54× 48 南部 29× 25 中央部①

55× 51 南部 32× 30 中央部①

52× 43 南部 31× 31 中央部①

4 48× 45 南部 29× 25 中央部①

54× 52 南部 26× 25 中央部①

50× 50 中央部① 42× 30 中央部①

33× 26 中央部① 51× 50 中央部①

37× 33 中央部① 25× 18 中央部①

45× 44 中央部① 23× 23 中央部①

59× 34 中央部① 29× 23 中央部①

11 37× 31 中央部① 33× 20 中央部①

44× 41 中央部① 27× 26 中央部①

42× 27 中央部① 24× 24 中央部①

32× 30 中央部① 30× 26 中央部①

64× 36 中央部① 33× 32 中央部①

37× 30 中央部① 24× 23 中央部①

40× 39 中央部① 24× 24 中央部①

27× 20 中央部① 36× 35 中央部②

48× 32 中央部① 20× 15 中央部②

26× 20 中央部① 16× 16 中央部②

27× 23 中央部① 36× 29 中央部②

30× 28 中央部① 73× 64 中央部②

31× 31 中央部① 30× 25 中央部②

V 牡丹野遺跡
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第21図 古代の土器 (1)
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第
12
表
 
古
代
の
上
器
観
察
表

NO
出
土
地
点

層
 
位

種
 
別

器
 
種

□
径
(c
ェ
】1
)
底
径
(c
nl
)
器
高
(c
al
l)

残
存
状
況

外
面
調
整

内
面
調
整

底
部
調
整

備
 
考

1
1号
住

焼
土

土
師
器

甕
□
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

2
1号
住
Q2

11
層

土
師
器

小
型
甕

(1
00
)

口
縁
部

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

3
1号
住
Q2

11
層

土
師
器

甕
口
縁
部

口
:コ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

4
1号
住
Q2

11
層

土
師
器

甕
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5
号
住
Ql

層
須
恵
器

罫
体
部
下
半
～
腹
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

6
4号
土
坑

埋
土
中

土
師
器

甕
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
テ

7
1号
溝

検
出
面

土
師
器

郷
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
?

8
1号
溝

検
出
面

±
8T
器

甕
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

9
1号
溝

検
出
面

土
師
器

甕
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

1号
溝

埋
土
中
位

須
恵
器

郷
(7
0)

(1
1)

は
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

1号
溝

埋
土
中
位

須
恵
器

卜
型
壺
?

頸
部

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

32
号
柱
穴

埋
土
中

須
恵
器

一 重
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

1号
旧
河
道

埋
土
中

須
恵
器

餐
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
イi
タ
タ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
旧
河
道

礫
層

須
恵
器

琢
体
部
下
半
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
テ

回
転
糸
切
り

3号
旧
河
道

礫
層

須
恵
器

餐
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
ヂ
→
平
行
ク
タ
キ

同
心
円
文
当
て
具
痕
?

4号
旧
河
道

3層
土
師
器

郭
(1
20
)

回
縁
部

gク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4号
旧
河
道

埋
土
中
～
下
位

須
恵
器

琢
体
部
下
半
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
ヘ
ラ
切
り

4号
旧
河
道

埋
土
中

土
師
器

高
台
郭

脚
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

4号
旧
河
道

埋
土
中
～
下
位

土
師
器

甕
日
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
テ

4号
旧
河
道

埋
土
中
位

土
師
器

甕
回
～
体
部

ロ
サ
旨
頭
圧
痕
、
体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

4号
旧
河
道

埋
土
中

土
師
器

甕
(1
00
)

(4
5)

体
部
下
半
～
底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

4号
旧
河
道

埋
土
中
～
下
位

土
師
器

餐
(1
50
)

体
部
下
半
～
底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

4号
旧
河
道

3層
土
師
器

甕
口
～
体
部
上
半

口
:ヨ
コ
ナ
デ
、
体
:ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
テ

外
面
煤
付
着

4号
旧
河
道

3層
土
師
器

甕
日
縁
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

4号
旧
河
道

埋
土
中
位

土
師
器

甕
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4号
旧
河
道

埋
土
中
～
下
位

土
師
器

甕
(1
50
)

体
部
下
半
～
底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
テ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

4号
旧
河
道

埋
土
下
位

須
恵
器

一 亜
回
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4号
旧
河
道

埋
土
中

須
恵
器

甕
回
～
体
部
上
半

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4号
旧
河
道

3層
須
恵
器

一 霊
(1
12
)

体
部
下
半

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
テ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

4号
旧
河
道

埋
土

須
恵
器

小
型
壼

(6
3)

体
～
廣
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

4号
旧
河
道

埋
土
中
位

須
恵
器

甕
体
部
上
半

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ク
タ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4号
旧
河
道

埋
土
中

須
恵
器

甕
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

4号
旧
河
道

埋
土
中
位

須
恵
器

罫
(1
17
)

口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

1ト
レ
ン
チ

黒
色
土
中

須
恵
器

甕
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

1ト
レ
ン
チ

耕
作
土
中

須
恵
器

甕
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

写
真
掲
載
な
し



第13表  弥生土器観察表

NO 出土地点 層  位 器  種 部 位 文様・原体・その他 内  面 時  期 備 考

6号柱穴 埋土中 鉢 胴部 RL横位→沈線 ナ デ 弥生後期 ? 沈線文様後日要検討

4号旧河道 埋土中位 鉢 胴部 RL横・ 縦位 ナ デ 弥生後期

4号旧河道 埋土中位 鉢 胴 部 RL横・斜位 弥生後期

4号旧河道 埋土中位 鉢 胴部 RL斜・縦位 ナ デ 弥生後期

V 牡丹野遺跡

第14表 陶磁器観察表

NO 出土地点 層 位 器 種 産 地 時 代

1号旧河道 埋土中 甕 常滑 12世紀

1号旧河道
砂層 の下・

土中
甕 常滑 12世紀

3号旧河道 砂質土 皿 月巴前 18世紀

3号旧河道 砂質土 染付碗 不明 19世紀

3号旧河道 砂質土 染付碗 不 明 19世紀以降

3号旧河道 砂質土 韮類 不 明 19世紀

3号旧河道 砂質土 染付皿 不 明 19世紀

4号旧河道 埋土中位 摺鉢 不明 近代

4ト レンチ 耕作土中 染付碗 不 明 19世紀

第15表  剥片石器観察表

NO 出土地点 層 位 器  種 石 質 産  地 時 代
長 さ 幅 厚 さ 重量

1号溝 埋土中 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二率E

t号溝 検出面付近 スクレイノヾ ― 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二率E 2702

4号旧河道 埋土中位 スクレイパー 黒曜石 産地不明 不明

6ト レンチ 黒色土中 石錐 黒曜石 産地不明 不明

7ト レンチ 黒色上下位 スクレイ′ヾ― 頁岩 奥羽山脈 新生代新第二竃

第16表 礫石器観察表

NO 出土地点 層 位 器 種 石  質 産 地 時 代

長 さ 幅 厚 さ 重 量

2号住 黒褐色土 磨石 安山岩 奥羽山脈 新生代第二紀 73466

7ト レンチ 黒色土上位 磨石 安山岩 奥羽山脈 新生代第二紀 39649
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Ⅵ 作 屋 敷 遺 跡

1 遺跡の位置 ・概要

作屋敷遺跡は奥州市胆沢区南都田字作屋敷487ほかに所在する。現況は水田、水路、農道で、調査

地の標高は92～ 96mである。地形図で現道などの標高値を見ると、西から東へ、そして南から北へ、

少しずつ標高が下がる。従って基本地形は南西→北東へ向かって緩やかに傾斜することがわかる。耕

地整理などの影響もあり現況は平坦な地形に見受けられ、また周辺には残丘や微高地的な地形は見当

たらない。ただし、地元の方や地権者によると、作屋敷遺跡のある水田周辺は、隣接する周囲の土地

に比べて微妙に高い場にあるらしく、大雨時においても洪水の被害を受けにくい土地であるらしい。

上記の情報を裏付ける内容として、調査区中央部の南端付近 (現道からプレハブの現場事務所への進

入路付近など)の現道は、北から南へ幾分標高が下がることから、この周辺の地形の中ではイレギュ

ラーな方向に低い。このことは、作屋敷遺跡が微高地に立地していることを物語り、作屋敷遺跡に古

代集落が営まれた背景には、このような微地形的要因も関係する可能性が考えられよう。

2 これ までの調査歴

作屋敷遺跡は、具体的な出土地は不明であるが合口甕棺が出土し、また地元では以前より畑を耕し

た際に土器が出ることでも知られていた遺跡である。発掘調査は、平成 5年に胆沢町教育員会により

実施され、住居跡 l棟と多数の土師器、須恵器が出土している。現時点で発掘調査報告書が未発刊で

あることから、過去の調査地点や調査結果の詳細はわからないものの、今回の調査区北部の西端と接

する宅地部分と考えられる。

3検 出 遺 構

今回の調査で検出した遺構は、縄文時代は陥し穴 2基、平安時代が竪穴住居跡 8棟・竪穴状遺構 1

棟・掘立柱建物跡 1棟・土坑21基 ・溝跡19条・焼土遺構 2基、古代を中心と考えられる柱穴状土坑

265基、近世の溝跡 1条、近世～現代の溝跡 1条、現代の上坑 1基である。

本節の記述に際して、位置の項では、調査区が細長いことから、調査区を便宜的に調査区西部・北

部・中央部 。東部の 4つに分け呼称し、記述に用いることとする。

(1)竪 穴 住 居 跡

1号竪穴住居跡 (第 28。 29図、写真図版14)

<位置・検出状況>調査区西部のB I f13～ h14グリッドに位置する。検出状況は、Ⅱ層及びⅣ層に

おいて黒褐色シルトによる南北に長い広がりとして把握した。

<重複関係・建替え>1号土坑に切られる。
<平面形・規模・長軸方向>遺構プランは調査区外東と西に続くことから、平面形・規模ともに不明

である。調査部分からは、南北の一辺は約 6mで、深さは約30伽 を測る。
<埋土>最上位の 1層は、黒褐色シルトで酸化鉄の集積がややみられる。明確には判別できなかった

が、現代より古い時代の水田耕作上、若しくは古代以降の何れの時代かの旧表上の可能性もある。 2

層系としたものが本遺構の主たる埋上である。埋土上～中位の2a層 は、厚さ3～ 8 cmの十和田 a火
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Ⅵ 作屋敷遺跡

山灰層である。埋土中位に堆積する2b層 は暗褐色粘土質土である。埋上下位には 2c・ 2d層暗褐

色シルト質粘土と4a層灰責褐色粘上が堆積する。これらは、自然堆積層と推定される。 3層 と4層

は貼 り床と考えられる。

第28図 には、調査区境東側の土層断面A― A′ と調査区境西側の土層断面 B― B/を 図化・掲載 し

ているが、 1・ 2a・ 2c,2d・ 4・ 4aな どはB一 B′ 土層断面にのみ認められる。従って、西

側と東側では堆積土層に若干の差異が看取される。併せて、 2a層 と命名した十和田 a火山灰層につ

いては、遺構全面に分布するではなく、西側にのみ局所的に広が りが認められる。

<床面・壁>床面はⅣ層責褐色粘土や灰責掲色砂質粘土層を中心に、一部貼 り床が施される。硬化面

は認められない。壁の残存する北壁と南壁の一部分は、Ⅳ層を壁 とし、ほぼ直立気味に立ち上がる。

<カ マ ド>検出されていない。今回の調査で検出された該期竪穴住居跡の中で、カマ ドが検出された

ものは全て東壁に構築されている。本遺構についても調査地外東側にカマ ドが存在する可能性は高

<柱穴・付属施設 >柱穴は 8個、住居内土坑は 7基を検出した。

主柱穴は、開口部の規模や深さからPP 5,PP 8な どが想定されるが、推定の域を出ない。

住居内土坑について、それらの埋土は全て人為堆積である。開口部の規模に反して深度が浅いもの

や、断面形が浅皿状のもの、底が平坦でないものがみられる。住居内土坑 3・ 4と 住居内土坑 5,7
は重複関係にあり、住居内土坑 3と 住居内土坑 5が新しい。

<遺物>(第61図 1～ 9、 写真図版39・ 44)出土遺物は土器類が10,329,77g、 焼成粘土塊24gが出土

した。土器類は、 1～ 6の上師器と7～ 9の須恵器を掲載 した。土師器は芥と甕で、ロクロ成形によ

る。これらの土器類は全て十和田 a火山灰降下時期より古いと考えられる。焼成粘土塊は掲載番号88

として写真・表掲載した。

<時期 >出土土器から9～ 10世紀と推定される。また、十和田 a火山灰が埋土中に確認されることか

らも10世紀前半より古いと捉えられ、土器の年代と矛盾しない。

2号竪穴住居跡 (第 29図、写真図版15)

<位置・検出状況 >調査区北部のA Ⅱ x23グ リッド付近に位置する。検出面はⅣ層中で、炭化材を含

む黒褐色シル ト質粘土による南北に長い方形プランとして把握 した。本遺構プランは西側と東側は調

査区外に延びる。検出状況から焼失住居と推定された。

<平面形 。規模 。長軸方向>南壁・北壁・西壁の一部を検出したが、全体の平面形は不明にある。検

出部からは方形基調と推定される。把握できた規模は、南北の一辺が4.9mを 測る。

<埋土>黒褐色シル ト質粘土による単層である。焼失に伴う責褐色粘土ブロック・炭化物・焼土を含

むが、埋上自体は自然堆積と考えられる。

<床面・壁 >Ⅳ層地山を床面とし、ほぼ平坦である。貼 り床は認められない。壁は外傾して立ち上が

る。検出面からの深さは約15cmである。

<カ マ ド>な し。

柱穴No 径 (cm) 深 さ (伽 ) 柱穴No 径 (cm) 深 さ

1号住PPl 22× 22 1号住 P P5 49× 44

1号住 PP2 (35× 20) 1号住 P P6 20× 20 7

1号住 PP3 20× 18 1号住 P P7 16× 16 11

1号住 PP4 30× 28 1号住 P P8 56× 55
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<柱穴・付属施設 >柱穴 5個検出した。柱配列は明確 には掴めないが、PP 2・ PP3・ PP 4な どに主

柱の可能性が窺える。

柱穴No 径 (cm) 深 さ (cm)

2号住 PPユ (24× 22)

2号住 PP2 40× 36

2号住 PP3 32× 30

2号住 PP4 38× 32

2号住PP5 38× 26

<遺物>(第 61・ 69図 10。 103～ 105、 写真図版39。 45)出土遺物は、土器類47655gと 鉄製品 4点が
出土した。10は須恵器甕である。鉄製品は 4点中 3点を掲載 した。1031ま刀子、104と 105は釘 ?であ

る。

<時期 >出土土器は 9世紀後半～10世紀と推定される。

<その他 >焼失家屋の可能性が高い。

3号竪穴住居跡 (第 30図 、写真図版16。 17)

<位置・検出状況 >調査区東部のB Ⅳ e16グ リッド付近に位置する。検出面はⅣ層中で、黒色シル ト

による方形プランとして把握した。プランは調査区タト西側に廷びる。

<重複関係・建替え>4号溝が本遺構を切る。
<平面形・規模 。長軸方向>平面形は方形を基調とするが、上述のとおり遺構の西側は調査区外に続

くことから不明にある。竪穴全体の半分程を調査 したと考えられる。把握できた規模は、南北の一辺

が3.lmである。深さは約35cmである。カマ ドが東壁に構築されていることから、長軸方向は東西と

推定される。

<埋土>第 30図 A― A′ 。B一 B′ ・C一 C′ 土層断面では11～ 15層 に分層した。なお、 1層 と2層

は、 4号溝跡に伴う埋上である (※土層注記は第30図 を参照いただきたい)。 11・ 12・ 12a。 13層 は

自然堆積層である。12b層 は貼 り床土、14・ 15層 は整地を意図した人為層と推定される。

<床面 。壁 >床面はほぼ平坦で、貼 り床 (※ 12b層 )が施され全体的に非常に硬い。この貼 り床は、

厚さ約10cmで全面にわたり施されている。壁は直立気味に立ち上がる。

<カ マ ド>東壁際よリカマ ド煙道部を検出した。煙道の天丼部は、第30図 a― a′ 断面で 1層 とした

暗褐色粘土質シル トに責褐色粘土を混ぜたものを構築土として使用している。そして、カマ ド本体の

構築土としては a― a′ 断面 2層にその可能性がある。 3層は煙道天丼部の崩落土と考えられ、炭化

物や焼土粒が微量含まれる。煙道の長さは約80伽、煙道幅は約12cm、 煙出し部の底が煙道部底面と比

較 して極端に深い構造を呈する。燃焼部が想定できるような焼土層は認められなかったが、住居内土

坑 2の北側付近と考えられよう。袖部は未検出である。

<柱穴・付属施設>床面で 2個の柱穴と、貼 り床を除去 した段階で土坑 3基を検出した。

土坑は、北東隅、南東隅、及びカマ ド前付近の 3箇所に設けられており、断面形は何れも浅皿状で

床面から約18cmの深さにある。何れのものも貼 り床上の下位に15層 とした整地層が確認されることか

ら、貼床を施す前に埋め戻していると判断される。
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柱穴No 径 (cm) 深さ (cm)

3号住 PPl 40× 38

3号住 PP2 20X17

<遺物>(第 61図 11～ 16、 写真図版39)出土遺物は、土器類1,64647gが出上した。11～ 13が土師器

で、11が杯、12,13が甕で、何れもロクロ成形による。14～ 16が須恵器で、14が杯、15は甕 ?、 16が

壷の胴部である。これらの内、カマ ドの構築土や貼 り床より下から出土 したのが12で、貼 り床上と貼

り床下出上の部位同士が接合関係を示 したのが、13・ 14な どである。

<時期 >出土土器から9世紀後半～10世紀前半と推定される。

4号竪穴住居跡 (第 31図、写真図版17)

<位置・検出状況 >調査区西部のA I t22グ リッド付近に位置する。検出面はⅣ層で、黒褐色シル ト

による不整形のプランとして把握した。

<重複関係・建替え>2号溝跡、 1号焼土遺構、 5号土坑に切られる。
<平面形・規模 >平面形・規模ともに不明である。

<埋土>第31図 E― E′ 断面の 2層 。4層が本遺構に伴う堆積土である。埋土上位の 2層は黒褐色シ

ルト質粘土を主体とする。埋上下位にみられる 4層は、暗褐色シルト質粘上で、焼土粒などを少量含

む。 2層 。4層 ともに混入物の在 り方からは、人為が介在 した土層と判断されるが、堆積様相は自然

堆積と考えられる。

<床面・壁 >Ⅳ層を床面とし、やや凹凸が見られる。貼 り床は認められない。壁は直立気味に立ち上

がる。壁高は15～ 22例 である。

<カ マ ド>な し。

<柱穴・付属施設 >柱穴は 1個検出した。

<遺物>(第 62図 17、 写真図版39)出土遺物は土器類8976gが 出土した。17の上師器郭を掲載 した。
ロクロ成形で、底部は回転糸切 りによる。

<時期 >出土土器から9世紀後半～10世紀前半と推定される。

5号竪穴住居跡 (第 32・ 33図、写真図版18)

<位置 。検出状況 >調査区北部のAⅡ j17グ リッド付近に位置する。検出面はⅣ層中で、黒褐色シル

トによる方形プランとして把握した。南側は調査区外に延びる。

<平面形・規模・長軸方向>平面形は隅丸方形を基調とするが、遺構プランは調査地外南に続 くこと

から、明確にはわからない。規模は、調査部分からは東西の一辺は約4.6mを測る。壁高は22～ 28cm

である。カマ ドが東壁に構築されていることから、長軸方向は東―西と捉えられる。

<埋土>1～ 8層 に細分した。 1層は現代の水田耕作土などである。埋土の主体を占める 2層黒ttB色

粘土質土は、少量ではあるが炭化物や焼土粒を含むことから、人為の介在が推定される土層であるが、

堆積様相自体は自然堆積と判断された。 3～ 6層はカマ ド構築に関わる土層と判断した。その中で、

5層・ 5a層 ・ 6層は煙道構築上の崩壊土と推定した。 7層は煙出し部の堆積土層で、自然堆積 と推

定される。 8層は床下土坑 1・ 2を覆う貼 り床上である。

<床面・壁 >床面はⅣ層地山中で、上記した床下土坑部分以外只占り床は施されていない。ほぼ平坦で

ある。床面には比較的多くの土器片が散らばるような様子で見つかり、また床面のわずか上で鉄製の

鋤先が出土した。
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<カ マ ド>東壁に構築されている。調査区境の断面で検出された。平面的には調査ができなかったが、

礫が集中的にみられる部分が土層断面から見て取れる。この礫の集中する部分が、袖部～カマド天丼

部付近であった可能性が高い。煙道部の長さは約 2mで、今!り 抜き式なのかどうかはわかない。燃焼
部は未検出にある。

<柱穴・付属施設>柱穴 5個 と住居内土坑 3基を検出した。

柱穴は、規模的な観点からPP 3と PP 4は主柱穴の可能性が考えられよう。住居内土坑は3基検出

したが、その内住居内土坑 1・ 2は上記のとおり貼り床で覆われている。住居内土坑 3は、位置的に

みてカマド燃焼部の掘り方の可能性もある。

柱穴No 径 (cm) 深さ (cm)

5号住 PPユ 22)(17

5号住 PP2 (18× 10)

5号住 PP3 40× 38

5号住 PP4 36× 32

5号住 PP5 20× 18

<遺物 >(第 62～ 64図 18～ 31・ 98。 106、 写真図版40,44・ 45)出土遺物は土器類5,551.25g、 焼成粘
土塊7.lg、 陶磁器類 1点、鉄製品 1点が出土 した。土器類は、18～ 25の上師器と26～ 31の須恵器を

掲載した。21～ 24と 26は 、カマ ド煙道部に伴う 5層 より出土した。この 5層 は、カマ ド煙道部の天丼

の構築土が崩落した土層若しくはカマ ド廃絶後に埋め戻した廃棄土層の何れかと捉えられ、自然堆積

なのか人為堆積なのか明確には判断できない。しかしながら、土器類自体は意図的に廃棄 したものと

捉えられる。89は焼成粘土塊で掲載番号89と して写真・表掲載した。98は青磁椀の破片である。外面

に蓮弁文がみられる。時期は明確ではないが15世紀前半の可能性がある。異時期の混入であろうか。

106は床面直上出上の鋤先である。

<時期 >出土土器から9世紀後半～10世紀前半と推定される。

6号竪穴住居跡 (第 33～ 35図、写真図版 19・ 20)

<位置・検出状況 >調査区中央部のB Ⅳ bll～ d13グ リッドに位置する。検出面はⅣ層で、十和田 a

火山灰を少量含む黒掲色シル トによる方形気味のプランとして把握した。プランの西側は調査区外西

側に続 く。

<重複関係・建替え>13号溝と14号溝に切られている。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は隅九方形 と判断される。規模は、南一北で約5.4mで ある。
東―西は半分以上が調査区外西側に続 くことから不明にある。壁高は10～ 16cmである。カマ ドが東壁

に構築されていることから、長軸方向は東一西と推定される。

<埋土 >埋土は 1～ 4層に区分した。竪穴本体は、 1層黒褐色シルトによるほぼ単層で、十和田 a火

山灰が少量混入する。この 1層 は自然堆積層である。 la層は調査区境で検出したPP 3の堆積層で、
1層 を切る関係にある。しかしながら、土色や土質は 1層 と類似する。 lb層 は、住居内土坑 5にみ
られる褐色粘上の地山ブロック上である。 lc層は住居内土坑 5に伴う黒褐色シル トに責褐色粘土が

多量に入るブロック層である。この lb層・ lc層はともに人為層で、自然堆積層である 1層中に覆
われ、住居内土坑 1・ 5に伴うが、これらlb層 。lc層の下位には3層 とした人為の整地層がある。
2層・ 3層 ・ 4層は人為層で、その内 2層・ 2a層 は貼 り床と捉えられる。 3層・ 4層 はそれぞれ土
坑の中～下位付近を中心にみられる整地層である。土坑の中～下位のみの整地を意図しているのか、
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若しくは土坑底面の嵩上げ的な行為なのか、判断が難しい。

上記の土層堆積様相から考えて、土坑 1・ 5と 命名 したものは、土坑 5が柱穴、土坑 1が柱の建て替

えに伴う柱抜き取り痕の可能性が示唆されようか。なお、この両土坑からは、須恵器や土師器が一定

量出土している。

<床面・壁 >Ⅳ層地山を床面とする部分と、 2層や 2a層 の貼 り床が施されている部分とがある。全

般に硬 く、やや凹凸がある。壁は、ややタト傾気味にわずかに立ち上がる。

<カ マ ド>燃焼部に関連すると思われる焼土層がみられる。この焼土層は、東壁中央付近のPP12と

PP13の 間付近から、西にある住居内土坑 2付近にかけて広がり、この部分付近はやや凹む (床面よ

り標高が下がる)。 焼土層の厚さは最大10cmで発達がみられる。また、周辺には焼土粒 も顕著にみら

れる。煙道部や袖部の残存はないが、13号溝跡や14号溝跡に破壊された可能性が高い。

<柱穴・付属施設>柱穴16個 と住居内土坑を 5基検出した。床面の上で検出されたものと只占り床の下

から検出されたものがあり、本竪穴住居跡は柱穴や床面施設の作 り替えが行われていることが窺える。

従って、少なくても新旧 2時期の変遷が考えられる。古段階を第33図 に、新段階を第34図 に明示 し

た。

貼 り床の下から見つかった古い段階の柱穴・施設としては、PP10。 11・ 12・ 13・ 15、 住居内土坑

4がある。

貼 り床上で見つかった新 しい段階の施設は、PP l・ 2・ 3・ 4・ 5,6,7・ 8・ 9。 14・ 16、

住居内土坑 1・ 2・ 3・ 5がある。

柱穴No 径 深さ (cm) 柱穴No 径 (cm) 深 さ (伽 )

6号住 PPl 46× 32 6号住 PP9 46× 40

6号住 PP2 32× 26 6号住 P P10 31× 28

6号住 PP3 (15× 8) 17 6号住 P Pll 24× 21

6号住 PP4 (20× 20) 6号住 P P12 38× 30

6号住 PP5 42× 38 6号住 P P13 44× 28

6号住 PP6 50× 37 6号住 P P14 24× 20

6号住PP7 19× 17 6号住 P P15 26× 24

6号住 PP8 (21× 10) 6号住 P P16 56× 45

<遺物>(第 64・ 69図32～ 39・ 90・ 107、 写真図版40,41・ 44。 45)出土遺物は、土器類10,780.46g、

土製品 1点、焼成粘土塊18.8g、 鉄製品 1点である。土器類は32～ 36の土師器と37～ 39の須恵器を掲

載 した。29の須恵器は、本遺構の埋土と約150m離れた20号土坑の埋土出上の破片同士が遺構間接合

を示した資料である。38は住居内土坑 3か ら一括出土 した須恵器大甕の破片である。90は土錘、焼成

粘土塊は掲載番号91と して写真・表掲載した。107は刀子の破片である。

<時期 >出土土器から9世紀後半～10世紀前半と推定される。合せて、十和田 a火山灰の降下時期よ

り古ヤ再と半J断される。

7号竪穴住居跡 (第 35図、写真図版21)

<位置 。検出状況 >調査区中央部のBⅣ h10～ i12グ リッド付近に位置する。検出面はⅣ層で、暗褐

色シル トによる方形プランとして把握した。本遺構の北側と南側は調査区外に続 く。

<重複関係・建替え>本遺構下位から8号竪穴住居跡を検出した。

<平面形・規模 。長軸方向>平面形は方形基調と考えられるが、上述のとおり北側と南側が調査区外
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に続 くことから、詳細はわからない。規模は東一西の一辺は約6.3mで、深さは10～ 15cmである。カ

マ ドが東壁に構築されていることから、長軸方向は東―西と推定される。

<埋土>埋土は 1層暗褐色シル トによる単層である。硬 く締まり、また黄褐色粘土小ブロックや炭化

物を少量含む。人為堆積と推定されるが明確ではない。 2・ 3層 は貼 り床である。

<床面・壁 >床面は、下位の 8号竪穴住居跡を覆う部分については貼 り床が施され硬い。それ以外は

地山Ⅳ層を床面とする。全体的にはやや凹凸がある。壁は緩 く外傾 して立ち上がる。

<カ マ ド>東壁際で南調査区境の上層断面において、煙道部を検出した。袖部や燃焼部は検出されて

いない。住居内土坑 3と したものからは、略完形の土師器郭が出上しているが、位置から推定してカ

マ ドに関係する施設である可能性 もある。

<柱穴・付属施設>柱穴 4個、住居内土坑 3基、壁溝 1条 を検出した。何れの柱穴も、竪穴の規模に

反して開口部径20cm以下の小形のものである。住居内土坑は、 3基検出した。埋土の様相から、住居

内土坑 1,3は 、竪穴廃絶時に開口していたと考えられ、住居内土坑 2は貼 り床されている。壁溝は、

東壁～北壁の一部に認められた。幅約25cm、 深さ5～ 10cmである。

柱穴No 径 (cm) 深さ (cm)

7号住 PPl 24× 19

7号住 PP2 (18× 8)

7号住 PP3 22× 20 14

7号住 PP4 20× 20

<遺物 >(第 65図 40～ 45、 写真図版41・ 44)出土遺物は土器類1,39354gと 焼成粘土塊22gで ある。
土器類は傾向として須恵器郭の破片が多 く出上している。40の上師器郭と41の須恵器郭は、埋土中よ

り出土した部位とカマ ド付近の貼床下から出土した部位が接合関係を示 したものである。44の須恵器

杯や掲載番号92と して写真・表掲載した焼成粘土塊も同様にカマ ド付近の貼床下から出土していてい

る。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀と推定される。

8号竪穴住居跡 (第 36図、写真図版22)

<位置・検出状況>調査区中央部のBⅣ i10～ i12グ リッド付近に位置する。検出状況は、 7号竪穴

住居跡の床下 (貼 り床下)よ り検出した。大部分が調査区外南側に続 く。 7号竪穴住居跡と軸方向が

同じで、規模的には一回り小形にある。状況から、本遺構を建て直したのが 7号竪穴住居跡と考えら

れる。

<重複関係・建替え>7号竪穴住居跡より古い。
<平面形・規模 。長軸方向>平面形は方形基調と考えられるが、上述のとお り南側が調査区外 |こ続 く

ことから、詳細はわからない。規模は東一西の一辺が約 5m強 と推定される。深さは 5～ 10cmである。

長軸方向は東―西方向と推定される。

<埋土 >褐色粘土質シルトを主体に責褐色粘上が多量に混入する。人為堆積で、合わせて 7号住居跡

を構築する際に本遺構を覆った貼 り床と判断される。

<床面・壁 >Ⅳ層地山を床面とする。貼 り床は認められない。やや凹凸がある。 7号竪穴住居跡との

床面の高低差は、本遺構の床面が約10cm低 い。

<カ マ ド>未検出にある。

<柱穴・付属施設>柱穴 4個、住居内土坑 1基、壁溝 1条 を検出した。柱穴の規模は、PP lが開口
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部径約40cmと やや大きく、他の 3個 20cm以下である。住居内土坑 1は断面形が浅皿状を呈するもので、

深度の観点から土坑と判断した。しかしながら、位置的にみて柱穴である可能性もある。壁溝は、北

西隅の一端のみ検出された。

柱穴No 径 (cm) 深 さ

8号住PPl 44× 44 8

8号住PP2 24× 20 7

8号住 PP3 20× 18

8号住 PP4 24× 21

<遺物 >な し。

<時期 >重複遺構との関係から9世紀後半～10世紀若しくはそれよりやや古い可能性がある。

(2)竪 束 状 遺 構

1号竪穴状遺構 (第 36図、写真図版22)

<位置・検出状況 >調査区中央部やや北のAⅣ i10～ j llグ リッド付近に位置する。表土除去後、Ⅳ

層中で黒褐色シルトによる長方形気味の広が りとして把握 した。西狽1と東側は調査区外に延びる。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は長方形と判断される。規模は、長軸 3m以上、短軸2.2mで あ
る。深さは12～ 30cmである。主軸方向は東―西方向である。

<埋土>1層黒褐色シル トによる単層である。自然堆積と判断されたが、明確ではない。
<床面・壁 >底面は凹凸が顕著で、特に東側では中央が丸底状をみる。壁はタト傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >不明にある。埋土の様相からは、今回の調査で顕著に検出されている 9世紀後半～10世紀前

半の遺構に類似する。古代と推定しておきたい。

(3)掘 立 柱 建 物 跡

掘立柱建物跡は 1棟認知 した。それ以外に今回の調査では265個 の柱穴状土坑を検出した。それら

柱穴状土坑は、3個以上が等間隔で並ぶグループを抽出するなどして掘立柱建物跡の復元に努めたが、

調査区の幅が狭いこともあり、建物のは復元できなかった。従って、柱穴状土坑については、柱穴状

土坑群として、(8)の柱穴状土坑に調査区毎に記述し、その中で掘立柱建物跡を構成する可能性が

あるグループについて、若干取 り上げることとする。

1号掘立柱建物跡 (第 37・ 38図、写真図版23・ 24)

<位置・検出状況 >調査区中央部のAⅣ yll～ B Ⅳ b13グ リッド付近に位置する。検出状況はⅣ層に

おいて、先に黒褐色シルトによる方形基調のプランを確認した。この方形基調のプランは、結果とし

て付属土坑としたもので、当初は単独の土坑として精査に着手した経緯がある。この付属土坑を少 し

掘 り下げた段階で多量の遺物が包含されていることがわかり、合わせて付属土坑プランの北西隅と北

東隅より大形の柱穴を検出した。検出時は付属土坑が新しと判断されたが、新旧関係を把握するため、

付属土坑とPP lを 通した土層断面を設定 した (第 37図 B― B/)。 土層観察の結果、付属土坑の 1層

とPP lの 1層は同じ土層と判断され、また出土土器も付属土坑出土と柱穴出土で接合するものがあ

る。従って、両者は同時に埋め戻されていることが判明した。その後、周辺からPP lや PP 2に類似

する深度を持ったPP 3・ PP 4・ PP 5。 PP 6の柱穴が検出されたことから、その配列を鑑みて、付属
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土坑を持つ掘立柱建物跡と判断した。

<重複関係 。建替え>13号溝跡と21号土坑に切られている。

<柱穴>6個の柱穴を検出、確知 した。
<埋土>柱穴の埋土は、人為堆積なのがPP l・ PP 3の埋土上位にみられる 1層黒褐色シル トと、PP

lの 5層 、PP 2の 1層・ 2層、PP 4の 1層・ 2層、PP 5の 1層 。3層がそれぞれ挙げられる。総じ

て、中位や下位に暗掲色シル ト質粘土が堆積 し、所々に黄褐色粘土ブロックと炭化材が少量混入する。

やや不明確なのが、PP 5の 2層であるが、あるいは柱痕跡 (ア タリ)か もしれない。

<建物方位 >調査から推定される主軸 (桁行)は 、ほぼ南一北方向である。

<平面形式>掘立柱建物である。規模は、桁行530(16尺 )cm、 梁間210cm(63尺 )である。ただし、

調査区の関係で梁間と捉えた東西方向については、調査区外に延びる可能性は残る。

<柱間寸法>桁行の柱間寸法は、PP lと PP 3では180cm(約 6尺 )、 PP 3と PP 5では340cm(112.6尺 )、

PP 2と PP 4で は220cm(約 7.3尺 )、 PP 4と PP 6で は290cm(96尺 )である。梁間の柱聞寸法はPP l

とPP 2では200cm(66尺 )、 PP 3と PP 4で は220cm(73尺 )、 PP 5と PP 6で は210cm(7尺 )で、基

準寸法は 7尺 と推定しておきたい。

<付属土坑 >建物の北端で方形基調の土坑を検出した。規模は、長径200cm強、短径140cm、 深さ約20

cmである。埋土は全て人為堆積層である。 1層は埋め戻し的な行為に伴う堆積層と判断される。併せ

てこの 1層からは多量の土師器・須恵器片が出土したが、これらについても廃棄されたものと推定さ

れる。 2層 と3層 は、土坑底面より下で検出された 2個の副穴を覆う整地層である。やや硬い。

<出土遺物>(第 65。 66図46～ 62、 写真図版41,42,44)出 土遺物は、土器類5,615.21g、 焼成粘土

塊7.2が出土 した。出土遺物のほとんどは付属土坑からで、柱穴からは土器類が少量出上 した。46～

48は土師器必、49は土師器小型甕、50は耳皿、51・ 52は須恵器郭、53～ 55は須恵器大甕、56は須恵器

甕、57～ 62は須恵器壷である。傾向としては、土師器より須恵器が多いことが看取される。93の焼成

粘土塊は写真・表掲載のみ行った。

<時期 >出土土器から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

(4)土 坑

土坑は21基検出した。その中で13号土坑としたものは炭窯と考えられる。また、 2～ 5。 10号土坑

は、何らかの作業に伴う下部構造の痕跡である可能性もある。時期的には現代の可能性がある17号土

坑を除けば、概ね古代 (大半は平安時代)と捉えられる。

1号土坑 (第 38図 、写真図版24)

<位置 。検出状況>調査区西部のB I f13グ リッドに位置する。検出状況は、東側調査区境に入れた

サブトレンチの上層断面において、 1号竪穴住居跡を切るプランを検出し、確知した。

<重複関係・建替え>1号竪穴住居跡を切る。
<平面形・規模 >平面形は不整円形を呈する。規模は、調査区境東側においては、100～ 225cm、 深さ

は最大で約60cmである。

<埋土>1～ 5層 に分層 した。埋土上位が 1層黒褐色シルト、埋土中～下位が 2,3層 黒褐色シル ト

質粘上で、色調はほとんど同じにあるものの、土質が異なる特徴が看取される。最下位の 4層は黒色

泥質粘土質上でやや湿 り気がある。北壁際にみられる 5層褐色粘土は壁の崩壊土と考えられる。全て

自然堆積層と考えられる。
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<底面・壁>底面は平坦ではなく、凹凸が顕著である。壁は外傾気味に立ち上がる。

<遺物>(第 66図 63・ 64、 写真図版42・ 43)遺物は土器類2,128.04gが出上 した。63が土師器甕、64

が須恵器大甕である。

<時期 >出土遺物は 9世紀後半～10世紀である。ただし、重複遺構である 1号竪穴住居跡の埋土には

十和田 a火山灰を含むが、本遺構はそれを切つている。従って、10世紀前半より新 しい可能性もあ

る。

2号土坑 (第 39図、写真図版24・ 25)

<位置 。検出状況 >調査区西部のA I t22グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シルトの精円形

の広がりとして、10号土坑と共に検出した。

<重複関係・建替え>本遺構の東側で重複する10号土坑を切つていると捉えた。

<平面形・規模 >平面形は楕円形を呈する。開田部径は265× 84cm、 深さは35～ 40cmで ある。

<埋土>黒褐色シルトを主体とする。自然堆積 と判断したが明確ではない。

<底面・壁 >底面は平坦基調であるが、緩 く波打つ。壁は外傾して立ち上がる。

<遺物>(第66図 65、 写真図版42・ 44)出土遺物は、土器類264.55g、 焼成粘土塊96gである。65は
土師器甕の口縁部片である。焼成粘土塊は掲載番号94と して写真・表掲載した。

<時期 >出土遺物からは 9世紀後半～10世紀前半と推定される。

3号土坑 (第 31図、写真図版25)

<位置・検出状況 >調査区西部のA I t23グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で、焼土を含む暗褐色シ

ル トの半円形のプランを検出した。調査区タト東側に続く。

<重複関係・建替え>1号柱穴状土坑に切られる。
<平面形・規模 >平面形は楕円形と推定される。開田部径は南北の一辺が約100cm、 深さは約18cmで

ある。

<埋土>埋土上位に 1層明褐色焼土みられ、炭化物を顕著に含む。この焼土は、現地性と判断される

ことから、 1層上面で火が焚かれたと判断できよう。埋土中～下位に 2層暗褐色シルト粘上が堆積す

るが各所に責褐色粘土プロックが混入する。 1・ 2層共に整地を意図した人為堆積 と考えられる。従

って、 1層上面は、火を焚 く行為に関係 した作業面であることが想起できる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁は緩 くタト傾若しくは外反気味に立ち上がる。

<遺物>(写真図版45)出土遺物は、土器類129.28gと 焼成粘土塊36.5gが 出土 した。土器類は土師
器小片で不掲載とした。焼成粘土塊は掲載番号95と して写真・表掲載した。

<時期 >出土遺物からは 9世紀後半～10世紀前半と推定される。

4号土坑 (第 31図、写真図版25)

<位置・検出状況 >調査区西部のA I t23グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で、黒褐色シル トの広が

りとして 5号土坑や 1号焼土遺構と共に検出した。調査区外東側に続 く。

<重複関係・建替え>5号土坑を切る。しかしながら、セットの関係にある遺構の可能性が高い。
<平面形・規模 >平面形は楕円形と推定されるが、プランの大部分が調査区外東側に続 くことから、

明確にはわからない。規模は、南北の一辺が約100cm、 深さは約25cmで ある。

<埋土 >11～ 13層の 3つ に細分 した。黒掲色シルトを主体とし、焼土粒・炭化物・黄褐色粘土粒が少
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量混入する。人為の行為が窺われる土層ではあるが、堆積様相としては自然堆積層である。

<底面・壁 >底面は平坦で、壁は外反して立ち上がる。深さは約28cmである。

<遺物 >な し。

<時期>重複遺構 との関係から9世紀後半～10世紀前半より新 しい可能性が考えられる。しかしなが

ら、 5号土坑や 1号焼土遺構、及び 3号土坑などとはセット関係にある施設と考えられる。従って、

それらと同時期の遺構 としておきたい。

5号土坑 (第 31図、写真図版25)

<位置・検出状況>調査区西部のA I t23グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で、黒褐色シルトの広が

りとして 4号土坑や 1号焼土遺構 と共に検出した。

<重複関係・建替え>4号土坑に切られる。また、 1号焼土遺構 との関係については同時性の遺構と

判断される。

<平面形・規模 >平面形は楕円形を呈する。規模は、南北の一辺が92cmで ある。東側が 4号土坑に破

壊されている ?ため、東西は不明とした。深さは32例である。

<埋土>第 31図 C― C′ の 1・ 2・ 6層が本遺構の埋土である。埋土上位に堆積する 1層黒色シル ト

と2層暗褐色シル ト質粘土層は、責褐色粘土粒を多量に含み、炭化物粒・焼土粒・土器片を少量含む。

なお、この 1・ 2層は 1号焼土遺構 も覆うことから、本遺構 と 1号焼土遺構は同時性の遺構の可能性

が高く、合わせて何らかの作業面であった可能性もある。 6層 は黒褐色シル ト質粘土で、黄褐色粘土

ブロックを15%含む。これらは、全て人為による整地層と考えられ、全般に硬い。特に 1層は非常に

硬い (硬化面的である)。

<底面・壁>底面はほぼ平坦である。壁は外傾 して立ち上がる。

<遺物>(第66～ 68図 66～ 77・ 99、 写真図版42・ 43)出土遺物は、土器類4,517.06g、 陶磁器類 1点
が出土した。土器類は須恵器が圧倒的に多い。66が土師器杯、67・ 68が土師器甕、69～ 71が須恵器杯、

72～ 74が須恵器大甕、75,76が須恵器壼、77が須恵器甕である。99は東美濃産の緑釉陶器稜椀で、10

世紀前半黒笹90式である。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

<その他>4号土坑や 1号焼土遺構、及び 3号土坑などとは、セット関係にある施設と考えたい。

6号土坑 (第 39図、写真図版26)

<位置・検出状況>調査区東部のBⅣ f16グ リッドに位置する。検出状況は、Ⅳ層中において、 1号

陥し穴と共に検出した。

<重複関係・建替え>1号陥し穴状遺構を切る。
<平面形・規模 >平面形は長楕円形を呈する。規模は、開口部径145× 65cm、 深さ16cmである。

<埋土>黒褐色シル トに単層である。堆積様相から自然堆積ではないかと考えられる。

<底面・壁 >底面は、一部分は重複関係にある 1号陥し穴の埋上が底面となる。その他はⅣ層黄褐色

粘土層でほぼ平坦である。壁はタト傾して立ち上がる。

<遺物>(第 68図 78、 写真図版43)出土遺物は78の須恵器芥 1点 (21235g)が 出土した。
<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀と考えられる。
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7号土坑 (第 39図 )

<位置・検出状況 >調査区中央部のB Ⅵ a12グ リッド付近に位置する。検出状況は、Ⅵ層中で黒褐色

シルトの円形の広がりとして検出した。

<重複関係・建替え>本遺構の西側は、13号溝跡に切られている。

<平面形・規模 >平面形は楕円形を呈する。規模は、開口部径で長軸長82cmで ある。短軸長は上記の

とおり、西側が13号溝跡に破壊され不明である。深さは約10cmである。

<埋土>黒褐色シル トによる単層である。堆積様オロから自然堆積ではないかと考えられる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁はタト傾気味に立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は、土器類1428gが出土した。小片であることから全て不掲載とした。

<時期>詳細な時期は不明であるが、出土遺物から9世紀後半～10世紀 と考えられる。

8号土坑 (第 44・ 45図、写真図版26)

<位置・検出状況>調査区北部のA1125グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で、黒褐色シル ト質粘土

や黒色シル トの広がりとして認知した。遺構プランは調査区外南側に延びる。

<重複関係・建替え>14号土坑に切られる。

<平面形・規模 >平面形は楕円形を呈する。規模は、開田部径165cm以上×140cm、 深さは約25cmであ

る。

<埋土>第44図 A一 大
/断
面の 1層 は、本遺構の他に14号土坑、 6・ 8号溝跡も覆う。本遺構の埋土

と認知されるのは、21～ 23層 である。21層黒褐色シルト質粘土が埋土上位に、22・ 23層 の黒色シル ト

が中位～下位に堆積する。堆積様相からは自然堆積と判断されたが明確ではない。

<底面・壁>床面はほぼ平坦である。壁は直立気味～やや外傾に立ち上がる。

<遺物>(第 68～ 70図 79。 100。 108、 写真図版44～ 46)出土遺物は、土器類83486g、 焼成粘土塊
13.9g、 緑釉陶器 1点、石器 1点が出上した。79は小形の土師器甕である。ロクロ成形で、底部は回

転糸切 りによる。焼成粘土塊は掲載番号96と して写真・表掲載 した。100の緑釉陶器は、猿投産の綾

椀で、内面に陰刻花文が描かれる。 9世紀後半と考えられる。108は磨 り石で、表面と裏面の両面に

磨 り痕がある。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀と考えられる。

9号土坑 (第 39図、写真図版26)

<位置・検出状況>調査区西部のA I n22グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シル ト質粘上の

広がりとして検出した。プランの半分以上は調査区外西側に廷びる。

<平面形・規模 >平面形は長楕円形と想定を呈する。規模は、開口部径200cm以上×60伽で、深さは

約26cmである。

<埋土 >黒褐色シル ト質粘土による単層で、責褐色粘土粒が 5%程混入する。自然堆積 と考えられ

る。

<底面・壁 >底面は北西方向に向かってやや傾斜する。壁は、南壁や東壁は直立気味にタト傾 し、北壁

や西壁では緩 く外傾して立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類44.42gである。何れも小片のため不掲載とした。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀と考えられる。
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10号土坑 (第 39図、写真図版24・ 25)

<位置・検出状況>調査区西部のA I t23グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黄褐色粘土を含む黒色

シルトの広がりとして、 2号土坑と共に検出した。

<重複関係・建替え>2号土坑に切られると捉えた。ただし、セット関係にある土坑の可能性も考え
られることを付記しておきたい。

<平面形・規模 >大部分が調査区外東側に延びることから、全の形状は不明にある。ただ、楕円形若

しくは円形の可能性はある。規模は南北の一辺が約190cmで ある。深さは、30～ 38cmである。

<埋土>最上位の11層黒褐色シル トは、責褐色粘上が少量含まれる。自然堆積層の可能性もあるが、

明確にはわからない。12層 は人為による整地層で、明黄褐色粘土粒や焼土粒が多 く混入し、非常に硬

い。13・ 14層 は明確には判別できないが、人為堆積層の可能性が高い。

<底面 。壁 >底面はほぼ平坦である。壁は外傾 して立ち上がるが、北壁が南壁と比較 して急傾を呈す

る特徴が看取される。

<遺物 >出土遺物は土器類7.22gが出土 した。小片のため不掲載とした。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

11号土坑 (第 40図、写真図版26)

<位置・検出状況>調査区西部A I p23グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シルト質粘上の広

がりとして検出した。本遺構の東側は調査区外東側に続 く。

<平面形・規模 >平面形は方形基調である。規模は、南北の開口部径が65cmで あるが東西方向では不

明にある。深さは北側の最深部で17伽、南側の最深部で13cmである。

<埋土>北側が黒褐色シル ト、南側で責褐色シル トが堆積する。人為堆積の可能性が考えられる。

<底面・壁 >底面は中央部が約22cmマ ウンド状に盛 り上が り、そこから壁際にかけて凹凸が激しい。

壁は、外傾気味に立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明である。埋土の様相からは古代の可能性がある。

12号土坑 (第 40図、写真図版26)

<位置 。検出状況>調査区北部のAⅡ k4グ リッド付近に位置する。検出状況はⅣ層で黒褐色シル ト
の広がりとして認知 した。大部分は調査区外南側に延びる。

<平面形・規模 >平面形は不整形である。規模は、東西の開田部径270cm以上、深さは37cmである。

<埋土 >責褐色粘土ブロックが100/O混入する黒褐色シル ト質粘土を主体にする。暗褐色砂質上が東壁

側に堆積する。人為堆積 と判断されたが、明確ではない。

<底面・壁>底面はやや丸底気味である。壁は緩 く外傾 しながら立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は、土器類25.67gである。小片のため不掲載とした。

<時期>詳細な時期は不明であるが、出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

13号土坑 (第 40図、写真図版27)

<位置・検出状況>調査区北部のAⅡ k9グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で焼土粒や炭化物を含む

黒色シルトによる方形プランとして把握 した。

<平面形・規模 >平面形は長方形を呈する。規模は、開口部径は172× 90cm、 深さ50釦 を測る。
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<埋土>1～ 4層 に分層した。全般的に焼土粒と炭化物が顕著にみられる人為層であるが、堆積様相
としては、自然埋没 したものと捉えられる。埋土上～中位にかけて厚 く堆積する 1層黒色シル トは、

焼土粒と炭化物を少量含む。埋土中位の 2層 は焼土層で炭化材を多量に含む。2a層黒褐色シル ト層

は、主に壁際にみられ、焼土粒を多量に含む。埋上下位の主体を占める 3層は、黒色シル ト層で 1層

と類似する。 4層は褐色粘土質シル トで、壁の地山崩壊土と判断される。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁は急傾斜で立ち上がる。

<遺物>(第 68図 80・ 81、 写真図版44)出土遺物は、土器類550.51gと 鉄津 1点が出上した。
<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

<性格・用途>2層 を中心にみられる多量の炭化材の在 り方から、本遺構は炭窯と推定される。

14号土坑 (第 44・ 45図、写真図版27)

<位置・検出状況 >調査区北部のA1123グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で暗褐色シル トの楕円形
の広がりとして検出した。本遺構の南側プランは、調査区外南側に廷びる。

<重複関係・建替え>本遺構の西側で重複する 8号土坑を切る。また、東側で重複する 8号溝跡との

新旧関係は、第44図 A― A′ 断面においては本遺構が 8号溝跡を切つて (新 しく)図示している。た

だ、本遺構と8号溝跡は同時期存在で、併せて本遺構が 8号滞跡の何らかの付属施設である可能性も

ある。

<平面形・規模 >平面形は楕円形である。規模は、長軸長92cm以上、短軸長80cm、 深さは最深で42cm

である。

<埋土 >第 44図断面A一 A′ の 1層 は、本遺構の他に8号土坑・ 6号溝跡・ 8号溝跡も覆う。本遺構

の埋土と認知されるのは31～ 33層である。埋土上位に薄く堆積する31層 は暗褐色シル ト層である。埋

土上～中位には32層黒色シル トが堆積する。埋上下位には、黒色シル トが少量混入する33層褐色粘土

質上が堆積する。何れの土層もレンズ状の堆積を示し、混入物も少ないことから、自然堆積と捉えら

れる。

<底面 。壁 >底面はす り鉢状に九底である。壁は外傾して立ち上がるが、西壁が東壁 と比較してより

急傾にある。

<遺物 >な し。

<時期 >出土遺物はないが、重複遺構 との関係から9世紀後半～10世紀前半若しくはそれより若千新

しい時期の可能性が考えられる。また、調査区境の上層断面の観察結果からは、十和田 a火山灰降下

時期より新しい可能性が高い。

15号土坑 (第40図、写真図版27)

<位置・検出状況>調査区西部のA1122グ リッドに位置する。検出状況は、Ⅳ層で黒褐色ンル トの

広がりとして検出した。本遺構の西側は、調査区外西側に延びる。

<平面形・規模 >平面形は不整形で、ランダムに掘られた様相である。規模は、検出部においては南

北長280cm以上、東西長75cm以上で、深さは北側で20cm、 南側で25cmで ある。

<埋土>1層黒褐色シルトを主体とし、黄褐色粘土ブロックや焼土粒を含む。この 1層は、比較的多
くの上器を包含するが、土器は人為により投棄されたと判断される。ただ、埋土自体は自然堆積と捉

えた。2層 は底面付近において所々にみられ、責掲色粘土 (地山土)に黒掲色シル トが少量混入する。

地山の再堆積土と考えられるが、地山そのもので掘 り過ぎの可能性もある。
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<底面・壁 >底面はⅣ層地山中まで掘 り込まれており、凹凸が激しい。本遺構付近の地山は、基本的

には黄褐色粘土層であるが、底面は礫混じりの粘土層が顕著にみられる。従って、凹凸が激しいこと

は、地山の土質にも起因するものかもしれない。壁は緩 くタト傾する。

<付属施設>副穴 1個 を検出した。径約17cmの 円形である。深さは約20cmで ある。

<遺物>(第 68図 82～ 84、 写真図版44)出土遺物は土器類1,78500gで ある。82・ 83は須恵器必で、
84は須恵器大甕の胴部である。接合作業の結果、何れも完形にはならないことから、壊れた状態のも

のを廃棄したと考えられる。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

16号土坑 (第 40図、写真図版28)

<位置 。検出状況>調査区北部のAⅡ j15グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色粘土質土の長楕

円形気味の広が りとして検出した。

<平面形・規模 >平面形は長楕円形を呈する。規模は、開口部径は200× 98cm、 深さ48cmを測る。

<埋土>1層黒褐色粘土質土を主体とする。この 1層中には黄褐色粘土粒が 50/O程含まれ、また酸化
鉄の集積がみられる。自然堆積と考えられる。西底面付近にみられる2層は、地山壁の崩壊土と判断

される。

<底面・壁 >底面は平坦を基調とする。壁は外傾 して立ち上がるが、西壁が東壁と比較してより急傾

にある。

<付属施設>北側に溝状の張 り出しが伴う。幅は約60cm、 深さ約25cmである。当初は重複遺構 と捉え

たが、土層断面の観察の結果からは同じ埋土 (1層 )が堆積することから、付属施設と判断した。

<遺物 >な し。

<時期>詳細な時期は不明である。埋上の様相からは古代の可能性が高い。

17号土坑 (第 46図、写真図版28)

<位置・検出状況 >調査区北部のAⅡ i22グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒褐色粘土質土による溝

跡と推定されるプラン (10号溝跡)と 、不整円形気味のプラン (本遺構)を確認した。調査区境にサ

ブトレンチを入れ、土層断面の観察から、10号溝跡を切る本遺構を認知した。南側は調査区タト南側ヘ

廷びる。

<重複関係 。建替え>10号溝跡を切る。

<平面形・規模 >平面形は不整形である。規模は、検出部において東西では355cm以 上であることが

わかる。深さは最深部で約40cmで ある。

<埋土>第46図 B一 B′ 断面の 1層が本遺構に伴う。黒褐色シル ト質粘土を主体とする。南東方向か

ら斜めに 1層 を切る撹乱層がみられる。当初この撹乱層は、人為による古代層の可能性で捉えたが、

調査区境の上層断面の再観察を行った結果、現代の撹乱層の可能性が高いと判断された。明確ではな

いものの、本遺構は現代の可能性もある。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類 9gである。磨減した土師器小片 1点である。

<時期 >重複遺構との関係から古代より新しい。また、撹乱層と捉えた土層が現代であれば、本遺構

も現代となる。出土遺物は、上記のとおり磨滅した土師器小片 1点が出土しているが、異時期の混入

の可能性が高い。

-74-



Ⅵ 作屋敷遣跡

18号土坑 (第 41図、写真図版28)

<位置・検出状況 >調査区中央部のB Ⅳ e12グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒色シルトによる楕円

形のプランとして把握 した。

<重複関係・建替え>179号柱穴状土坑に切られる。また、180号柱穴状土坑との新旧関係は明確には

掴めなかったが、本遺構が新 しいと捉えた。

<平面形・規模 >平面形は楕円形である。規模は、開田部径148× 120cm、 深さ28cmを測る。

<埋土>1層黒色シル トを主体とする。この 1層には炭化物が微量含まれる。 2層褐色粘土は地山ブ
ロック層で、壁の地山崩壊土と判断される。自然堆積と考えられる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁は外傾気味に立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類29,76gである。古代の上師器小片である。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

19号土坑 (第41図、写真図版28)

<位置 。検出状況>調査区北部のAⅡ j16グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒褐色シルトの楕円形の

プランとして才巴握した。

<平面形・規模 >平面形は楕円形である。規模は、開田部径70× 55cm、 深さ30cmで ある。

<埋土 >黒褐色シル トによる単層である。自然堆積と判断される。

<底面・壁 >底面は凹凸が激 しく、平坦ではない。壁は、外傾 した後、一部内傾気味となり、さらに

外傾に立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類5286g出 上している。古代の上師器小片である。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

20号土坑 (第41図、写真図版29)

<位置・検出状況>調査区中央部のAⅣ y12グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒褐色粘土質シル トの

広がりとして検出した。西側は調査区外西側へ延びる。

<平面形・規模 >平面形は検出部からは楕円形と推定される。規模は、南北長が146cm、 深さは32cm

である。

<埋土 >黒掲色粘土質シル トを主体とし、底面や底面壁際においてにぶい黄橙色粘土がみられる。自

然堆積層と考えられるが、明確には判断できない。

<底面 。壁 >底面はほぼ平坦である。壁は外傾 して立ち上がる。

<遺物>(第 68図 85、 写真図版44)出土遺物は土器類859.53gである。85の須恵器甕を掲載した。
<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

21号土坑 (第 41図、写真図版28)

<位置・検出状況>調査区中央部のB Ⅳ a12グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒褐色シル トの楕円形

の広がりとして検出した。半裁した結果、柱穴状土坑とするには掘削深度が浅いと判断し、土坑とし

て遺構登録した。

<平面形・規模 >平面形は楕円形を呈する。規模は、開口部径は88× 54伽、深さ約10釦 を測る。
<埋土>褐灰色シル トによる単層である。責褐色粘土ブロック、焼土粒、炭化物の混入具合から人為
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堆積層と判断した。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。壁は、外傾気味にわずかに立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類1605gで ある。土師器小片である。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

22号土坑 (第 41図 )

<位置 。検出状況>調査区中央部のA Ⅳ w12グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒色シルトの広が りと

して検出した。大部分は調査区外東側に延びる。

<平面形・規模 >平面形は不明にある。規模は、検出部で南北が82cm、 深さは最深で13cmを 測る。

<埋土>黒褐色シル トの単層である。人為堆積なのか自然堆積なのか判断できなかった。

<底面・壁 >底面は北から南へ向かって傾斜する。壁は南側では外傾するが、北側ではほとんど立た

ない。

<遺物 >出土遺物は土器類1605gで ある。土師器小片で不掲載とした。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

(5)溝   跡

溝跡は21条検出した。古代18条、中世～近世 1条、近代～現代 1条、現代 1条である。底面・壁の

項においては、溝底の標高値を参考に水が流れる方向について推定し記述した。本遺跡の地形は平坦

を基調とし、微地形的には西から東へ、そして南から北に向かって高度を減じる。底面の標高値から

も、基本的には、上記の方向に水が流れると推定されるものが多い。しかしながら、 1節の遺跡の位

置で記述したとおり、作屋敷遺跡は周囲よりやや高い微高地に立地していることで、上記に反する方

向に流れる可能性があるものも散見された。

1号清跡 (第42、 写真図版29)

<位置・検出状況 >調査区西部のB I h13～ i14グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒色シル トによ

る溝】犬のプランとして検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。検出部での長

さは315cmで ある。溝幅が24～ 36cm、 深さ最深で20cmを波1る 。主軸方向は北東―南西方向に延びる。

<埋土>黒色シル トと黒掲色シルトに大別される。自然堆積と考えられるが、明確ではない。

<底面・壁 >底面は、全体的には平坦を基調とするが、やや凹凸がある。水が流れていたと仮定する

と、溝底の標高からは南西→北東に緩 く下る。壁はややタト傾しながら立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類3.92gで ある。土師器小片である。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。また、埋上の様相からも古代の遺構 と

推定される。

2号溝跡 (第 42図、写真図版29)

<位置 。検出状況 >調査区西部のA I r23グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シル トの楕円形

の広が りとして検出した。溝の両端は調査区外に延びる。

<重複関係・建替え>4号竪穴住居跡を切る。
<平面形・規模 。主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。検出部での長
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さは約 6mである。溝幅30～ 44cm、 深さ12～ 18cmを測る。主軸方向は北東―南西方向に直線的に延び

た後、やや西側に曲がる。

<埋土>黒褐色シル トによる単層である。自然堆積と判断される。

<底面・壁 >底面はやや丸底気味を呈する。水が流れていたと仮定すると、溝底の標高からは南西→

北東に緩 く下る。壁は外傾して立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類465,03gで ある。

<時期 >出土遺物は 9世紀後半～10世紀前半である。周辺の遺構変遷からは、それよりやや新 しい時

期の可能性もある。

3号清跡 (第 43図、写真図版29)

<位置・検出状況>調査区東部の大Ⅳ p15グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒褐色砂質シル トの溝状

プランとして検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅70～ 88cm、

深さ16～ 25cmを 測る。主軸方向は東―西方向に延びる。

<埋土 >黒褐色砂質シル トによる単層である。明確ではないが自然堆積と考えられる。

<底面・壁 >底面は凹凸が激しく、平坦ではない。水が流れていたと仮定すると、溝底の標高からは

西→東に下る可能性がある。壁は外傾しながら立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類6292gである。磨滅 した小片で不掲載とした。

<時期 >出土遣物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。また、本遺構の連続性として、現道を

挟み西側に直線的に辿っていくと、調査区中央部で検出された18号溝跡若しくは19号溝跡のどちらか

に繁がる可能性が高い。

4号溝跡 (第 43図、写真図版30)

<位置 。検出状況>調査区東部のBⅣ b16～ e17グ リッドに位置する。Ⅳ層中で黒褐色シル トの広が

りを検出した。調査区境にサブトレンチを入れ、土層断面の観察を行った結果、南北の長さが14m以

上であることがわかった。厳密には滞跡であるものか不明確にあるが、後述する14号溝跡の関係など

を考慮し、溝跡として遺構登録した。

<重複関係・建替え>3号竪穴住居跡を切る。
<平面形・規模・主軸方向>面的な調査ができなかったことから溝の長さや溝幅は不明である。検出

部での長さは約14m、 深さは最深で12～25cmを 測る。主軸方向は北一南に延びる。

<埋土>黒褐色シル トを主体とするが、責掲色粘上の混入の割合比で含有率の高い方を 1層、低い方

を2層 とした。 1層が埋土上位に、2層が埋上下位に堆積する。両層ともに自然堆積と判断されたが、

明確ではない。

<底面・壁 >平面的な検出部がほとんどなく、底面や壁の状況は不明にある。水が流れていたと仮定

すると、調査区境の上層観察から溝底を判断すると、緩 く南→北に下る可能性もある。

<遺物 >出土遺物は土器類52.31gである。磨滅 した土師器小片で、併せて酸化鉄の集積が付着 して

いるものもある。土器の残存率を鑑みて、全て不掲載とした。

<時期 >出土遺物は 9世紀後半～10世紀前半と考えられる。しかしながら、遺構の重複関係からは 3

号竪穴住居跡より新 しいことが確実であり、 9世紀後半～10世紀前半の年代よりやや新しい可能性 も

ある。また、本遺構の連続性として、現道を挟み西側に延びると想定した場合、調査区中央部で検出
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された14号溝跡に繋がる可能性が高い。この14号溝跡についても、十和田 a火山灰 を埋土 に含む 6号

竪穴住居跡 より新 しいことを確認できる。従って、上述 した 9世紀後半～10世紀前半より新 しい可能

性については整合 1生がある。

5号溝跡 (第44図、写真図版30)

<位置 。検出状況>調査区北部の大Ⅱklグ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シル トや責灰色
粘土質砂質土の非常に大きな広がりを検出した。調査区北境に幅50cm程のサブトレンチを設定し掘削

したところ、幅が10m前後、深さ lm以上の溝跡であることが半J明 した。
<平面形・規模 。主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が、開口

部径約99m、 底部径約77m、 深さ最深で約1.3mである。主軸方向は北一南方向に延びる。

<埋土>1～ 15層 に分け、さらに2層系は 2層 と2a層 に、 5層系は 5層 と5a層 に細分 した。埋土
上～下位にいたるまで黄褐色や褐灰色の砂質土若 しくは砂質粘土を主体とする。全て自然堆積層であ

り、合わせて水成堆積と判断される。その中で、壁際に近い埋土中位の 8層が十和田 a火山灰層であ

る。この 8層 は、プライマリな火山灰層ではなく、水成作用による二次堆積と判断される。十和田 a

火山灰は、 8層以外には 8層の直下に堆積する13層 にぶい責掲色砂質粘土中に、小ブロックが少量混

入するものの、他層には認められない。遺物は、埋土最下位～底面直上に厚 く堆積する15層灰掲色砂

質粘土から土師器小片と須恵器片が少量出土しているが、他の層から認められない。なお、15層出土

の土器類は流れ込みによるものと判断される。また、 3層 と14層 は、他とは土色・土質が異なる黒色

泥炭土がみられるが、近接する同時期・同種の遺構 と考えられる 6号溝跡などには認められない。従

って、水成作用が強い溝底などに形成されている (溜 まりやすい ?)と考えたい。上記の内容に土層

堆積様相を加味して拡大解釈すると、本溝跡は概ね 3単位 (時期 ?)の堆積土により構成されている

可能性もある。具体的には古い方から、①第 1段階の堆積土が15層、②第 2段階の堆積土が 4・ 5・

5a・ 6,7・ 8・ 8a。 9,10。 11・ 12・ 13。 14層、③第 3段階の堆積上が 1・ 2・ 3層の、 3つ
の単位が想定される。また、第 2段階とした堆積土はさらに、細分可能性かもしれない。なお、上記

した内容が流路の変遷に結び付けられるかは検討を要する。

<底面・壁>底面はほぼ平坦と思われたが、精査時は湧水が顕著で底面の状況把握はやや不明確にあ

る。水が流れていたと仮定すると、周辺地形の標高からは南→北に下る可能性が高い。壁はタト傾しな

がら立ち上がる。

<遺物>(第 68図 86、 写真図版44)出土遺物は土器類18797gである。86の須恵器甕を掲載した。遺
物は全て、埋土下位～底面に堆積する15層から出土した。この15層 は、埋上の頂で上記した第 1段階

の堆積上である。従って、これら15層出上の上器類は、第 2段階の堆積土にみられる8層十和田 a火

山灰降下時期より古い可能性が極めて高い資料と言えよう。

<時期>出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。また、本溝跡にみられる十和田 a火山

灰は二次堆積ではあるが、出土土器類の年代から考えて降下時期と大差ない時期と判断される。した

がって、十和田 a火山灰降下時には埋没が始まっていたと捉えられるが、完全には埋まりきっていな

かつたと判断できよう。

6号溝跡 (第44。 45図、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区北部のA I k24グ リッドに位置する。Ⅳ層中で黒褐色シルトの大きな広が

りを検出した。精査当初は竪穴住居跡なのか溝跡なのか判別できなかったことから、調査区北境に幅
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50cm程のサブ トレンチを設定 し掘削 したところ、幅 4mを超える溝跡 と判明 した。

<重複関係・建替え>14号土坑や 8号溝跡 と重複する。新旧関係は、土層断面の観察から本遺構が14

号土坑に切られ (古 く)、 8号土坑を覆う (新 しい)と 捉えた。しかしながら、本遺構 と14号土坑・

8号溝は、新旧関係にある遺構ではなく、セットの関係にある同時期遺構の可能性もある。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が、開口

部径約42m、 底部径約0.28m、 深さ最深で約096mで ある。主軸方向は北―南方向に廷びる。

<埋土>第44・ 45図 A一 A′ ・B一 B′ 土層断面では、本遺構の埋土を 1～ 8層、 8号溝跡の埋土を

11層、 8号土坑の埋土を21～ 23層 、14号土坑を31～ 33層 に命名し示 した。本遺構の埋土は、上記のと

おり1～ 8層 に分層し、さらに2層系は 2・ 2a。 2b層 に、 3層系は 3・ 3a・ 3b層 に、 4層系

は 4・ 4a'4b・ 4c層 に、 5層系は 5。 5a・ 5b層 に細分 した。埋土上位は、 1層黒色シル ト

を主体とし、その直下に2層系とした十和田 a火山灰が混入する土層がみられる。埋土中位付近には、

3層系～ 5層系とした褐色や暗褐色を基調とした砂質土が主体的にみられる。壁際にのみ 6層黒褐色

泥質粘土質土がみられる。埋上下位～底面付近には 7層黒褐色粘土質土を中心とし、北側調査区境で

は 7層直下でさらに 8層黄掲色粘上がみられる。全て自然堆積層である。合わせて基本的には水成堆

積 と判断される。ただし、 5号溝跡の埋土と比較 した場合、 6号溝跡の埋土は全体的に水に長時間浸

った土質とは捉え難く、水成作用が弱かった可能性が窺える。

<底面・壁 >底面は調査区北境ではU字状にやや丸底に、調査区南境では平坦気味にある。水が流れ

ていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは南→北に下る可能性が高い。壁はタト傾 しながら立

ち上がる。全体の断面形は逆台形に近い形状で、いわゆる薬研堀と判断される。

<遺物 >出土遺物は土器類1117gが出上 している。 9世紀後半～10世紀前半の上師器で、 3層 。3

a層から出土 している。月ヽ破片なため不掲載とした。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。また、本溝跡にみられる十和田 a火山

灰は二次堆積ではあるが、出土土器類の年代から考えて降下時期と大差ない時期と判断される。また、

十和田 a火山灰降下時には既に埋没に近い状態であったことが想定される。

7号清跡 (第45図、写真図版31)

<位置・検出状況 >調査区北部のAⅡ k6～ k9グ リッドに位置する。Ⅳ層で黒褐色シル トの溝状プ

ランとして検出した。

<重複関係・建替え>57・ 59・ 60,61・ 62・ 65,70号柱穴状土坑に切られている。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。検出部での長

さ約1lmである。溝幅が15～ 55cm、 深さは 4～ 6 cmである。深さから判断して、溝の上部は削平され、

底付近が残存 していたと考えられる。主軸方向は南西―北東方向に、ほぼ直線的に延びる。なお、南

西端では真南方向に変わる。

<埋土 >黒褐色シル ト質粘土による単層である。自然堆積と考えられるが明確には判断できない。

<底面・壁 >底面はやや凹凸がある。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは南

西→北東に下る可能性が高い。壁はタト傾気味にあるが、非常に浅く判断できない。

<遺物 >出土遺物は土器類181.39gで ある。 9世紀後半～10世紀前半の上師器である。小破片なため

不掲載とした。

<時期 >出土遺物は 9世紀後半～10世紀前半である。
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8号清跡 (第 44・ 45図、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区北部のA I k24グ リッドに位置する。 6号溝跡の中場付近の下位から検出
した。

<重複関係・建替え>6号溝跡より古いと判断した。しかしながら、埋上の類似性などから判断して、
大差ない時期か若しくは 6号溝跡に付属する遺構である可能性がある。

<平面形・規模 。主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が、開口

部径約80cm、 底部径約45cm、 深さは最深で約20cmである。主軸方向は北―南方向に廷びる。

<埋土>第44・ 45図 A― A夕 ・B― B′ 土層断面で11層 としたのが、本遺構に伴う埋土である。灰責
褐色砂質土による単層である。この11層 は、色調や土質が 6号溝跡の 2a・ 3a・ 5層などに類似す
る。自然堆積である。

<底面・壁 >底面は平坦気味にある。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは南
→北に下る可能性が高い。壁は外傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >重複遺構 との関係からは、時期の下限は 9世紀後半～10世紀前半より古い。併せて、相対的
に十和田 a火山灰降下期より古い。出土遺物がなく、時期の上限は推定できないが、埋上の類似性な

どの観点から6号溝跡と同時期の遺構か若しくは 6号溝跡に付属する遺構である可能性が高い。

9号溝跡 (第 46図、写真図版31)

<位置 。検出状況>調査区北部のAⅡ i21～ j22グリッドに位置する。Ⅳ層中で黒褐色シルト質粘土
の溝状プランとして検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。検出部での長
さ270cm以 上である。溝幅が18～ 34cm、 深さ8～ 12cmを測る。主軸方向は南東―北西方向に直線的に

延びる。

<埋土 >黒色シル ト質粘上の単層である。自然堆積と考えられるが明確には判断できない。
<底面・壁 >底面は凹凸が激 しく、南から北に向かって階段状に下がる様子にもみえる。水が流れて
いたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは南東→北西に下る可能性が高い。壁は外傾 しながら

立ち上がる。

<遺物 >出土遺物は土器類10.88gである。 9世紀後半～10世紀前半の上師器で、小破片なため不掲

載とした。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

10号清跡 (第 46図、写真図版31)

<位置・検出状況>調査区北部のAⅡ i21～ j22グ リッドに位置する。Ⅳ層で黒褐色粘土質土による

溝跡と推定されるプランと、不整円形気味のプランを確認した。調査区境に入れたサブトレンチの土

層断面において、不整円形気味 (17号土坑)の プランに切られる本溝跡を認知した。
<重複関係・建替え>17号土坑に切られる。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が、開口

部径約10m、 底部径約0.25～ 0.35m、 深さは最深で約0.25mである。主軸方向は南東―北西方向に延

びる。

<埋土>埋土上位に11層黒褐色シル ト、中～下位に12・ 12a層 の責褐色粘土ブロックが混入する黒褐
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色粘土質土が堆積する。明確には判断できないが、自然堆積の可能性がある。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは南

東→北西に下る可能性が高い。壁は外傾気味に立ち上がる。検出部からの長さ2.2m以上である。

<遺物 >出土遺物は土器類10.51gで ある。 9世紀後半～10世紀前半の土師器で、小破片なため不掲

載とした。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。

11号溝跡 (第46図、写真図版32)

<位置・検出状況 >調査区北部のAⅡ i24グ リッドに位置する。Ⅳ層で黒褐色シル ト質粘土の溝状プ

ランとして検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が64～ 75

cm、 深さ15cmである。主軸方向は南東一北西方向に直線的に廷びる。

<埋土>黒褐色シル ト質粘土による単層である。自然堆積なのか人為堆積なのか判断が難しいが、前

者と捉えたい。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦で、南側はやや九底気味を呈する。水が流れていたと仮定すると、溝底

や周辺地形の標高からは南東→北西に下る可能性が高い。壁はタト傾 しながら立ち上がる。

<遺物>な し。

<時期 >出土遺物がなく時期は特定できない。埋土の様相からは、古代 と推定しておきたい。

12号溝跡 (第47図、写真図版32)

<位置・検出状況>調査区中央部の大Ⅳwll～ x12グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒色粘土質シ

ル トの溝状プランとして検出した。溝跡の両端が調査区外に続 く

<平面形・規模・主軸方向>検出部での長さ250cm以 上である。溝幅が46～ 60cm、 深さ3～ 12cmを測

る。主軸方向は西一東方向に直線的に延びる。

<埋土>黒色粘土質シル トによる単層である。自然堆積と判断したが明確ではない。

<底面・壁 >底面は凹凸がある。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは西→東

に下る可能性が高い。溝上部は削平されていると思われ、壁はわずかに立ち上がるだけで壁形はわか

らない。

<遺物>(第69図 101、 写真図版45)出土遺物は101の陶磁器類 1点 (22.78g)で ある。中世～近世
と推定される瀬戸・美濃産碗の破片である。

<時期 >出土遺物から中世～近世と考えられる。

13号清跡 (第47図、写真図版32)

<位置・検出状況>調査区中央部のAⅣ x12～ B Ⅳ d13グ リッド付近に位置する。Ⅳ層で黒褐色シル

ト質粘土による溝状のプランとして検出した。溝跡の両端が調査区外に続 く。

<重複関係・建替え>6号竪穴住居跡、14号溝跡を切る。
<平面形・規模・主軸方向>長さは不明にある。溝幅は、開口部径30～ 40cm、 底部径20～ 35cm、 深さ

は 5～ 12帥である。主軸方向は南一北方向にかけて、弧状に廷びる。

<埋土 >黒褐色シル ト質粘土による単層である。自然堆積と推定される。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。水が流れていたと仮定すると、溝底の標高はわずかではあるが
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北が高く南が低い。また、周辺地形の標高はほぼ平らにある。従って、北→南に下る可能性が考えら

れものの、明確にはわからない。壁は緩 く外傾 して立ち上がるが、溝上部は削平されていることから、

本来の壁形はわからない。

<遺物 >出土遺物は土器類781.27gが出上した。 9世紀後半～10世紀前半の上師器で、小破片なため

不掲載とした。

<時期>出土遺物は 9世紀後半～10世紀前半と考えられる。しかしながら、遺構の重複関係からは、

十和田 a火山灰降下時期より確実に新しい。埋上の様相からは、中世～近世と捉えられる12号溝跡に

類似する。総括すると時期の上限は10世紀前半より新 しいが、時期の下限は不明にある。

14号溝跡 (第 48図、写真図版32)

<位置・検出状況>調査区中央部のBⅣ a12～ d13グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シル ト

や褐灰色砂質上の不整形の広が りとして検出したが、平面プランは明瞭にはなく、また本遺構西側に

位置する 6号竪穴住居跡と重複関係にあることは想定されたが、新旧関係は不明確にあった。従って、

調査区東境にサブ トレンチを入れ、また本遺構と6号竪穴住居跡を網羅するように東西方向に土層べ

ル トを設定した上でベル ト沿いにサブトレンチを入れ、土層断面から遺構検出に努めた。

<重複関係・建替え>13号溝跡に切られ、 6号竪穴住居跡を切る。

<平面形・規模 。主軸方向>平面形は馬蹄形気味を呈するが、平面的な検出部が少なく詳細はわから

ない。溝幅が、開口部径約 2m、 底部径約 1.2m、 深さは最深で約 lmである。主軸方向は北から南

に延びた後、北西から南東方向に曲がる。

<埋土>1～ 3層 に分層した。埋土上位の 1層黒褐色シル トは約 6 cmの厚さで堆積し、硬 く締まる。
2層黒褐色シル トは、色調や土質は 1層に類似するが、やや柔らかい特徴がある。 3層掲灰色砂質土

は 2層 よりさらに柔らかく、各所に黒色泥炭上が多 く混じり、底面付近では人頭大の角礫が多 く出土

した。これらの角礫は、角がやや自然摩耗されている。 1～ 3層 は明確ではないが、全て自然堆積 と

判断しておきたい。ただし、埋土上位の 1層は人為により踏み固められている可能性もある。また、

3層に混入する黒色泥炭土の在 り方からは、水成作用があった土層と判断できようか。

<底面・壁 >底面は凹凸があり、全体的には西から東若しくは北から南にやや下る。水が流れていた

と仮定すると、溝底の標高からは北西側が高く南東側が低いことから、北西→南東に曲流し下る可能

性が考えられる。しかしながら、周辺地形はほぼ平らにあり、調査地タト東側の情報がない現状におい

て、言及は難しい。

<遺物 >出土遺物は土器類388.52gである。 9世紀後半～10世紀前半の土師器で、小破片なため不掲

載とした。

<時期 >出土遺物は 9世紀後半～10世紀前半と考えられる。 しかしながら、遺構の重複関係からは、

十和田 a火山灰降下時期より確実に新 しい。従って、10世紀前半以降の遺構 と考えられる。

15号溝跡 (第 48図、写真図版33)

<位置・検出状況>調査区北部のAⅣ fl～ glグ リッドに位置する。Ⅳ層で黒褐色シル ト質粘上に
よる溝状プランとして検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が約50cm、

深さは最深で12cmで ある。主軸方向は南―北方向にほぼ直線的に廷びる。

<埋土>黒褐色シル ト質粘土による単層である。自然堆積と考えられるが明確には判断できない。
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<底面・壁 >底面はやや凹凸があるものの、平坦を基調とする。水が流れていたと仮定すると、溝底

や周辺地形の標高からは南→北に下る可能性が高い。壁は直立気味に立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >出土遺物がなく時期は特定できない。埋上の様相からは、古代と推定 しておきたい。

16号溝跡 (第 49図、写真図版33)

<位置・検出状況 >調査区中央部西部のAⅣ vllグ リッドで検出した溝跡と、現道を挟んで東側に位

置する調査区東部のAⅣ v15～ v19グ リッド付近で検出した溝跡が同じ溝跡と特定された。検出状況

は、表土を除去 した段階で、調査区中央部ではオリーブ黒色シル ト質粘土の、調査区東部では責灰色

粘土質上による溝状のプランを検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にあるものの、今回の

調査では全長35m以上であることがわかる。溝幅が、開口部径09～ 2m、 底部径05～ 08m、 深さ最

深で約0.35mで ある。主軸方向は西―東の方向に直線的に延びる。

<埋土>埋土は調査区中央部側 (※第49図 A― A/断面)と 調査区東部側 (※ B― B′ 断面)と で埋
土の色調や土質が若千異なる。調査区中央部側は、埋土上位に la層 オリーブ黒色シルト質粘上、埋

土下位に2層黒褐色シル トが堆積する。 2層からは現代遺物の他、自然木や何らかの部材と思われる

木片が出土している。 la。 2層 ともに酸化鉄の集積が顕著で、湿つぽい土層なことから、随時水の

流れがあった可能性は言及できないまでも、水の作用があつたことは想定できる。対して、調査区東

部側は、坦土上位に 1層黄灰色粘土質土、埋土下位に 3層暗灰黄色砂質粘土質土が堆積する。 3層か

らは現代遺物、土師器片、何らかの部材と思われる木片が出土している。 1・ 3層 ともに、酸化鉄の

集積が顕著なことと、全てではないが泥つぽい土が各所に認められることから、調査区中央部側と同

様に水の作用が想定できる。調査区中央部側において埋土下位にみられる2層 と、調査区東部側の埋

上下位 3層 は、色調や土質には若干の差異が看取されるものの、出土遺物などの類似性からは同時期

の堆積層と判断される。 1層 とla層 についても酸化鉄の集積具合などから同様に、同時期の堆積層
の可能性は考えられる。これらが、自然堆積なのか人為堆積なのか明確には判断はできなかった。た

だ、地山粘土ブロックなどの混入はほとんど認められないことと、埋土上位も下位も層を成して堆積

している様相であることから、自然堆積の可能性がある。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは西
→東に下ると捉えられる。壁は外傾気味に立ち上がる。

<遺物>(第68図 87、 写真図版44)出土遺物は土器類1,822.95gで ある。その他に自然木や何らかの

木片、一升瓶の破片などの近代～現代と考えられる遺物が出土 している。87の須恵器大甕の口縁部片

を掲載したが、この須恵器は異時期の流れ込みである。

<時期 >出土遺物から近代～現代に廃絶されたと考えられる。また、埋土から出た木片などの遺存状

態からもそれを支持できよう。ただ、出土遺物には明らかに昭和の年代を推定できるものが含まれな

い。いつの時代まで遡れるのか不明にある。調査区東部の地権者の方にこの溝についてご教示いただ

いたが、地権者の方が生まれた昭和20年代中頃には、既にこのような溝はなかったらしい。また、地

元でさらに高齢の方にもお話をうかがってみたが、子供の頃溝があった記憶はないとの情報を得た。

従って、廃絶時期は、遺物から判断して古 くても明治と推定しておきたい。合わせて時期の下限は昭

和20年代よりは確実に古いことも言及できよう。
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17号溝跡 (第50図、写真図版33)

<位置・検出状況 >調査区中央部のBⅣ il～ j4グ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒褐色シルト

の溝状プランを検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が、開口

部径約3.7m、 底部径約31m、 深さ最深で約1lmである。主軸方向は北西―南東の方向に直線的に延

びる。

<埋土>埋土上位に 1層黒褐色シル トが10～ 40cmで堆積する。この 1層は乾いた土質で、水成的な作

用は窺えない。埋土中～下位に 2層暗オリーブ褐色粘土質砂質土、埋上の最下位に3層 ・3a層褐色

灰砂質土が薄く堆積する。この 2・ 3・ 3a層は、ややグライ化した様相の土で、水成作用が関係し

た土層と推定される。 4層責褐色砂礫土は、地山なのか地山上の再堆積土なのか明確には判断できな

かったことから図化 した。地山の可能性が極めて高いと思われる。これらは自然堆積か人為堆積なの

か明確には判断できなかったが、状況から人為堆積の可能性が高い。

<底面 。壁 >底面は凹凸がある。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からはどちら

に流れていたのかわからない。推測としては北西→南東の可能性が高いと思われる。壁はタト傾 しなが

ら立ち上がる。検出面からの深さは約50cmで ある。

<遺物 >出土遺物は、ビンや肥料袋などの現代遺物と土器類29.65gである。

<時期 >出土遺物から現代と考えられる。正確にはわからなかったが、地元の方の話によると、昭和

後半頃まで使われていた用水路跡である可能性がある。

18号溝跡 (第 51図、写真図版34)

<位置・検出状況 >調査区中央部のAⅣ p10～ p llグ リッドに位置する。Ⅳ層中で黒褐色砂質粘土の

溝状プランを検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が、開口

部径60～ 85cm、 底部径18～ 30cm、 深さは最深で約20cmで ある。主軸方向は西一東に直線的に延びる。

<埋土>黒褐色砂質シルトによる単層である。自然堆積と判断した。

<底面・壁 >底面は均―ではなく、やや凹凸がある。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形

の標高からは西→東に下る可能性が高い。壁は外傾に立ち上がる壁形を基本とするが、所々崩落 して

いる。また、所々杭穴が認められるが、溝使用当時の痕跡なのか、現代の水田耕作に伴う馳穴なのか

わからなかったことから、図化・明示することとした。

<遺物 >出土遺物は土器類5691gである。 9世紀後半～10世紀前半の土師器で、小破片なため不掲

載とした。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。また、本遺構の連続性として、現道を

挟み東側に直線的に辿っていくと、調査区東部で検出された 3号溝跡に繁がる可能性がある。

19号溝跡 (第 51図、写真図版34)

<位置 。検出状況>調査区中央部のAⅣ p10～ p llグ リッドに位置する。Ⅳ層中で黒褐色砂質粘土の

溝】犬プランを検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。溝幅が、開口

部径48～ 60cm、 底部径25～ 35cm、 深さは最深で約10cmである。主軸方向は西―東に直線的に延びる。

<埋土 >黒褐色砂質シル トによる単層である。自然堆積と判断した。
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Ⅵ 作屋敷遺跡

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは西
→東に下る可能性が高い。壁は緩 くタト傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >出土遺物がなく、重複遺構 もないことから時期は不明にある。埋土の様相からは近接する18

号溝跡に類似することから、9世紀後半～10世紀前半の可能性がある。また、本遺構の連続性として、

現道を挟み東側に直線的に辿っていくと、調査区東部で検出された 3号溝跡に繁がる可能性がある。

20号溝跡 (第 51図、写真図版34)

<位置・検出状況>調査区東部の大Ⅳ d24～ d25グ リッドに位置する。Ⅲ～Ⅳ層中で黒褐色シル ト質

粘土の溝状プランを検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。幅が35～ 48cm、

深さ最深で38cmで ある。主軸方向は南東一北西方向に直線的に延びる。

<埋土>埋土上位に 1層黒褐色シルト質粘土、埋土下位に 2層黒褐色粘土質土が堆積する。基本層序

Ⅲ層に由来する可能性がある。自然堆積と考えられる。また、水成の作用が窺えない。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。水が流れていたと仮定すると、溝底や周辺地形の標高からは南

東→北西に下る可能性が高い。壁は外傾 して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期 >出土遺物がなく、重複遺構 もないことから時期は不明にある。埋上の様オロからは古代と推定

しておきたい。

21号清跡 (第 51図、写真図版34)

<位置・検出状況 >調査区東部のAⅣ dlグ リッドに位置する。Ⅳ層中で黒褐色シルト質粘土の溝状
プランを検出した。

<平面形・規模・主軸方向>溝跡の両端が調査区外に続 くことから長さは不明にある。幅が60～ 70cm、

深さ最深で約40cmで ある。主軸方向は南東―北西方向に直線的に延びる。

<埋土>黒褐色粘土質土による単層である。基本層序Ⅲ層に由来する可能性がある。自然堆積と考え

られる。

<底面・壁 >底面はほぼ平坦である。水が流れていたと仮定すると、滞底や周辺地形の標高からは南

東→北西に下る可能性が高い。壁は外傾 して立ち上がる。

<遺物>な し。

<時期 >出土遺物がなく、重複遺構もないことから時期は不明にある。埋土の様相からは古代と推定

しておきたい。

(6)焼 土 遺 構

1号焼土遺構 (第31図、写真図版25。 35)

<位置・検出状況 >調査区西部のA I t23グ リッドに位置する。表土を除去 した段階で、幾つかの黒
～黒褐色シルトのシミを検出したが、その黒色シルトの上に焼土粒が顕著に認められたことから、焼

土遺構として認知することとした。

<重複関係・建替え>4号竪穴住居跡を切る。 5号土坑とは、新旧関係ではなく、一連のセット関係
にある遺構と捉えられる。
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3 検出遺構

<平面形・規模 >平面形は楕円形で、北西から南東に広がる。焼土粒の広がる範囲は92× 54cm、 焼土

粒の混じる土層の厚さは 5 cm前後である。また、全面ではないが一部焼土層として認められる部分も

ある。

<焼土の様相 >検出面付近は、 1層黒色シル トに焼土粒として混じる様相で、一部黒色シル トが焼土

化している部分がある。炭化物も多量に混入する。焼上の色調は明赤褐色で、現地性焼上で焼成状態

はやや良好である。なお、この 1層黒色シル トは人為による整地層と判断され、非常に硬い。

<地下構造 >精査結果から下部上坑が検出された。規模は、開口部径88× 66cm、 深さ44cmである。精

査の手順を記述すると、 1層 を掘 り下げると、 2層暗褐色シル ト層が覆う。この 2層は炭化物・焼土

粒・土器片を少量含み、また重複する 5号土坑も覆う。 2層下位には厚さ約25cmの焼土層が表れ、最

下位には褐色粘土質土がみられる。これらは、全て人為による整地層と判断される。

<出土遺物 >(写真図版44)出土遺物は土器類50021g、 焼成粘土塊9,8gが出上した。土器類は、 9
世紀後半～10世紀前半の上師器片と須恵器片で、割合としては須恵器片が多い。ただ、取 り上げ時に

5号土坑の出土土器類と多少混在した可能性があり、本遺構出土としては不掲載とした。焼成粘土塊

は 3層 中から出土したもので、掲載番号91と して写真・表掲載した。

<時期 >出土遺物から9世紀後半～10世紀前半と考えられる。なお、各所で記述してきたとおり、本

遺構と3。 4・ 5号土坑はセット関係にある遺構の可能性が高い。これについては、まとめで取 り上

げることとする。

2号焼土遺構 (第 52図、写真図版35)

<位置・検出状況 >調査区中央部のBⅣ d12グ リッドに位置する。Ⅳ層で ドーナツ状に広がる焼土を

検出した。

<重複関係・建替え>264号柱穴状土坑に切られる。

<平面形・規模 >焼上の広がりは上記のとおリドーナツ状にみられる。焼土範囲は75× 65cmで、厚さ

は10cm平均である。

<焼土の様相 >明赤褐色の色調を呈する焼土である。現地性で、焼成具合は非常に良好にある。

<地下構造 >焼土層を掘 り下げたところ、下部から暗褐色シル トに責褐色粘土が多量に混入する人為

層がみられ、さらにその下位より焼土層を検出した。この焼土層を下げると、炭化材が敷 き詰められ

たような層が表れる。状況からカマ ドの煙出部と、煙道部の一部と判断される。

<付属施設>焼土層の東側に円形の小穴が伴う。

<出土遺物 >出土遺物は土器類0.24gである。古代の土器と推定されるが細片でわからない。

<時期 >古代のカマ ドと推定される。今回の調査では南壁にカマ ドを持つ竪穴住居跡が認められない

ことから、竪穴住居跡に伴うものではない、単独のカマ ド状遺構の可能性もある。

(7)陥 し穴 状 遺 構

1号陥し穴状遺構 (第 52図、写真図版36)

<位置・検出状況 >調査区東部のBⅣ f17～ g17グ リッドに位置する。Ⅳ層上面で黒色シル トの溝状

のプランとそれを切る楕円形のプラン (6号土坑)を検出した。

<重複関係・建替え>6号土坑に切られる。
<平面形・規模・主軸方向>平面形は溝状を呈する。規模は、開田部径は270× 30cm、 底部径は255×

10cm、 深さは最深で85cmを 測る。主軸方向は北西一南東をみる。
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<埋土>埋土上～中位にかけて、 1層黒色シル トが40～ 60cmで厚 く堆積する。この 1層は基本層序Ⅲ

層に出来する土層と判断される。埋土下位には地山上の再堆積層である 2層責褐色粘土層が堆積する。

この 2層は壁などの崩壊土と推定される。全て自然堆積である。

<底面・壁 >底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

<遺物 >な し。

<時期>6号土坑より新しいことから、 9世紀後半～10世紀前半より古いことは確実である。詳細な

時期は不明であるが縄文時代と推定される。

2号陥し穴状遺構 (第 52図、写真図版36)

<位置・検出状況 >調査区中央部のAⅣ ollグ リッド付近に位置する。Ⅳ層中で黒色シル トの溝状の

プランとして検出した。

<平面形・規模・主軸方向>平面形は溝状を呈する。規模は、開口部径は320× 75cm、 底部径290× 10

～20cm、 深さは最深で約130cmを 測る。主軸方向は南一北である。

<埋土>埋土上位には 1層黒色シルトが40～ 50cmで堆積する。この 1層は基本層序Ⅲ層に由来する土

層と判断される。埋土中位には 2層明黄褐色粘土と、明黄褐色粘上が多量に混入する 3層黒色シル ト

が堆積する。 2層は壁の地山崩壊上で、 3層は 1層 と地山土の混合上である。埋上下位には地山上の

再堆積層である4層明責褐色粘土層が堆積する。この 4層 は壁などの崩壊土と推定される。全て自然

堆積である。

<底面 。壁 >底面はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。深さは約18cmである。

<遺物 >な し。

<時期 >詳細な時期は不明である。埋上の様相から縄文時代と考えられる。

(8)柱 宍 群

柱穴状土坑は265イ固検出した。本来は掘立柱建物跡を構成する柱穴も含まれていると思われるが、

掘立柱建物跡として認知できなかったことから、ここで一括して扱うこととする。柱穴番号は、通し

番号になっているが、調査区の総延長が750mに も及ぶことから、調査区を西部・北部 。中央部・東

部の4つに分け、その調査区毎の柱穴群として明示する。

調査区西部柱穴群 (第 53図 )

<位置 。検出状況>調査区西部で検出した柱穴状土坑を一括する。第53図 には以下の① ,②の 2つの

エリアに分害」して示した。おおよそA I n22～ y24グ リッドに位置する。全てⅣ層中で検出した。

①△I n22～ q22グ リッドに位置するもの。

②A I t23～ y23グ リッドに位置するもの。

<柱穴番号>1～ 7,40～ 44号柱穴状土坑で12個である。①と②のエリア毎に示す。

① l～ 7・ 40～ 42号柱穴状土坑で10個である。

②43・ 44号柱穴状土坑で 2個である。

<重複関係>重複関係にある遺構は、 3号土坑を1号柱穴状土坑が切る。

<規模>規模は20～ 40cmの範囲にある。

<埋土>黒褐色シルトによる単層のものが多い。

<柱穴配置>比較的まとまりがあるのが、南端で検出された2～ 7号柱穴状土坑の 6個である。ただ
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し、配置に明確な規則性は看取されない。

<出土遺物 >出土遺物は、 1号柱穴状土坑より上器類20.41g、 2号柱穴状土坑より上器類10.2g、 5
号柱穴状土坑より上器類1205g、 44号柱穴状土坑より上器類33.25gが出土した。全て小破片なこと

から、不掲載としたが、古代の上師器を中心とする。

<時期 >詳細な時期は不明であるが、埋上の様相から古代と推定しておきたい。

調査区北部桂穴群 (第 54・ 55図 )

<位置・検出状況>調査区北部で検出した柱穴状土坑を一括する。第54・ 55図 には以下の①～④の4
つのエリアに分割して示した。おおよそ△Ⅱk3～ j13グ リッドに位置する。仝てⅥ層中で検出し
た。

①AⅡ k3～ 17グ リッドに位置するもの。

②AⅡ j8～ j13グ リッドに位置するもの。

③A Ⅱ j14～ j19グ リッドに位置するもの。

④A Ⅱ i21～ i24グ リッドに位置するもの。

<柱穴番号>調査区北部では91個である。①～④のエリア毎に示す。

①45～ 62・ 64～ 70号柱穴状土坑で25個である。

②63・ 71～ 100号柱穴状土坑で31個である。

③101～ 120・ 127～ 135号柱穴状土坑で29個である。

④121～ 126号柱穴状土坑で6個である。

<重複関係>重複関係にある遺構は、12号土坑を53号柱穴状土坑が、 7号溝跡を57。 59・ 60・ 61・

62・ 65,70号柱穴状土坑が、13号土坑を63号柱穴状土坑がそれぞれ切る。

<規模>柱穴状土坑の規模については、18～ 70cmの範囲にある。

<埋土>黒褐色シルトによる単層のものが多い。

<柱穴配置>比較的まとまりがあるのが、AⅡ k3グ リッド付近、AⅡ k5グ リッド付近、AⅡ k7
グリッド付近、AⅡ j10グ リッド付近、AⅡ j12～ j13グ リッド付近である。比較的等間隔で並び掘

立柱建物跡を構成する可能性があるグループとして、AⅡ j12グ リッド付近に位置する83・ 87・ 88・

90号柱穴状土坑を挙げておく。他は配置に明確な規則性は看取されない。

<出土遺物>出土遺物は30個の柱穴状土坑より上器類が総量で535.43g出 土した。全て小破片なこと

から、不掲載としたが、古代の上師器を中心とする。最も多くの上器類が出土したのが②のエリアに

所在する95号柱穴状土坑で20307gである。

<時期>詳細な時期は不明であるが、埋上の様相から古代と推定しておきたい。

調査区中央部柱穴群 (第 56・ 57図 )

<位置・検出状況>調査区中央部で検出した柱穴状土坑を一括する。第56・ 57図には以下の①～⑤の

5つのエリアに分割して示した。

①AⅣ f4～ f5グリッドに位置するもの。

②AⅣ f10～ g10グ リッドに位置するもの。

③BⅣ h7～ i10グ リッドに位置するもの。

④AⅣ wll～ B Ⅳ b12グ リッドに位置するもの。

⑤B Ⅳ c12～ g13グ リッドに位置するもの。
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検出状況は、①は一部Ⅲ層で検出したものも含まれるが、他は全てⅣ層中で検出した。

<柱穴番号>調査区中央部では105個ある。①～⑤のエリア毎に示す。

①137・ 138号柱穴状土坑で2個である。

②139。 223・ 224・ 226～ 229。 234～ 237号柱穴状土坑で11個である。

③175,190・ 225,254～ 257・ 259～ 263,265号柱穴状土坑で13個である。

④136・ 142～ 156・ 230～ 233・ 240～ 253・ 258号柱穴状土坑で35個である。

③140・ 141。 157～ 174・ 176～ 189,191～ 199・ 264号柱穴状土坑で44個である。

<重複関係>重複関係にある遺構は、④・⑤のエリアで18号土坑、14号溝跡、2号焼土遺構などをそ

れぞれ切る柱穴状土坑がある。

<規模>各柱穴状土坑の規模については、第23。 24表を参照戴きたい。

<埋土>黒褐色シルトによる単層のものが多い。

<柱穴配置>比較的等間隔で並び掘立柱建物跡を構成する可能性があるグループとして、②のエリア

にある226・ 227・ 236・ 237号柱穴状土坑、⑤のエリアにある159。 179,189,196号 柱穴状土坑の2つ

のグループを挙げておく。他は配置に明確な規則性は看取されない。

<出土遺物>(第 69図 102、 写真図版45)出土遺物は17個の柱穴状土坑より、土器類が総量で30402
g出土した。全て小破片なことから不掲載としたが、古代の土師器を中心とする。最も多くの上器類

が出土したのが④のエリアに所在する242号柱穴状土坑で88.28g、 次いで157号柱穴状土坑の8073g

である。土器類以外では、167号柱穴状土坑より102の近世と推定される鉢の破片 1点出上した。

<時期>詳細な時期は不明であるが、埋上の様相から古代と推定しておきたい。

調査区東部柱穴群 (第 58～ 60図 )

<位置 。検出状況>調査区中央部で検出した柱穴状土坑を一括する。第58～ 60図には以下の①～⑥の

6つのエリアに分割して示した。

①AⅣ h14～ 114グ リッドに位置するもの。

②AⅣ n14～ p15グ リッドに位置するもの。

③AⅣ w15～ B、 a16グ リッドに位置するもの。

④B Ⅳ b16～ f16グ リッドに位置するもの。

⑤☆V u19～ t24グ リッドに位置するもの。

⑥AVs3～ s4グ リッドに位置するもの。
検出状況は全てⅣ層中で検出した。

<柱穴番号>調査区束部では57個ある。①～⑥のエリア毎に示す。

①8～ 20・ 238・ 239号柱穴状土坑で15個である。

②21～ 24号柱穴状土坑で4個である。

③25～ 32,38号柱穴状土坑で9個である。

④33～ 37・ 39号柱穴状土坑で6個である。

⑤200～218号柱穴状土坑で19個である。

⑥219～222号柱穴状土坑で4個である。

<重複関係>重複関係にある遺構は、④のエリアで3号竪穴住居跡を36号柱穴状土坑が、 6号土坑を
39号柱穴状土坑がそれぞれ切る。

<規模>各柱穴状土坑の規模については、第23・ 24表を参照戴きたい。
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4 出土遺物

<埋土>黒褐色シルトによる単層のものが多い。

<柱穴配置>3個以上の柱穴状土坑が比較的等間隔で並び、掘立柱建物跡を構成する可能性があるも
のを模索したが、明確な規則性は看取されない。

<出土遺物>出土遺物は 5個の柱穴状土坑より、土器類が総量で77.4g出土した。全て小破片なこと

から、不掲載としたが、古代の上師器を中心とする。最も多くの上器類が出上したのが④のエリアに

所在する34号柱穴状土坑で5735gである。

<時期>詳細な時期は不明であるが、埋上の様相から古代と推定しておきたい。

4出 土 遺 物

今回の調査では、大コンテナ (40cm× 30cm× 30cm)で約 5箱分の遺物が出土した。土器類は土師

器・須恵器合わせて約35箱分、土製品 1点、焼成粘土塊 9サ ンプル、陶磁器類12点、鉄製品 7点、

石器35点、チップ・フレークが少量である。

(1)古 代 の 土 器

土器類 (土師器・須恵器)は、総重量で56,615,02gが出上した。遺構内が52,983.82g、 遺構外出土

分が3,6312gである。また、今回の調査で出土した土器類は、全て古代であり、縄文時代や弥生時代

などは含まれない。上師器と須恵器に分け、記述することとする。なお、酸化炎焼成で内面無調整の

土器は、ここでは土師器に一括して考えている。

<土師器>
杯、高台郭、耳皿、奏、小型甕がある。製作方法は基本的にロクロ成形であるが、土師器の奏にお

いては、ロクロ成形と非ロクロ成形のものがある。

杯 :16点掲載した。①底部から内湾気味に立ちあがり体部は外傾してそのまま口縁部にいたるもの、

②底部から内湾気味に立ちあがり体部は外傾して口縁部が軽く外反するもの、③底部から外傾して立

ち上がりそのまま口縁部にいたるもの、の 3種類に分けることができる。また、内面または内タト面に

黒色処理を施すものと施さないものがある。底部調整は、回転糸切り無調整のものと、回転糸切り後

ヘラケズリ再調整をするものがある。

① 3・ 11・ 18,32・ 40。 47・ 48・ 66・ 80の 9点ある。

内外面黒色処理 (47・ 66・ 80):47は体部下端と底部の一部に手持ちヘラケズリ調整が施されている。

66・ 80は底部が欠損している。80は 口径に対する器高の割合が大きいやや深めの杯である。

内面黒色処理 (11・ 18,32・ 40,48):11・ 40は体部 (も しくは体部下端)か ら底部にかけて手持ち
ヘラケズリ調整が施されている。18・ 32・ 48に は調整はみられない。18は、底部脇がやや屈曲する。

48は底部が欠損している。

非黒色処理 (3):3は、体部下端に手持ちヘラケズリ調整が施されている。やや深めの郭である。

②19。 33・ 34。 46の 3点ある。内外面ともに黒色処理は施されていない。底部調整は、19は底部が

欠損しているため不明である。33・ 34は、回転糸切りであるが、33は一部ヘラケズリ調整をしている

と思われる。46は体部外面から底部の一部にかけて、手持ちヘラケズリ調整をしている。

③ l。 2・ 17の 3点ある。内外面ともに黒色処理は施されていない。底部調整は、 3点すべて回転

糸切り無調整である。 1・ 2は底径が推定 7 cm以上と大きめで、 2は底径に対して器高の割合が小さ

い低めの郭である。

高台郭 :1点掲載した。底部から高台部分までの破片である。内面は放射状のヘラミガキが施され、
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Ⅵ 作屋敷遺跡

黒色処理されている。体部タト面下端は、手持ちヘラケズリ調整をしている。高台はやや高めでハの字

形に開く (20)。

耳皿 :1点出上し掲載 した。両面に黒色処理を施している。外面は、体部から底部にかけて手持ちヘ

ラケズリ調整で整えた後ヘラミガキ調整をしており、内面も丁寧に磨かれた後、黒色処理されている

(50)。

甕 :15点掲載 した。完形の個体がほとんどないため、口径が15cm以上のものを甕とした。すべてロク

ロ成形の長胴奏である。

口縁部が外反するもの (6)、 口縁部が外反し端部を上方にひきあげるもので外面に調整のあるもの

(5。 22・ 23・ 24・ 35,36・ 63・ 67)と ないもの (10。 12・ 13・ 68)、 回縁部が外反し端部が上下に肥

厚するもの (25・ 65)がある。外面に施される調整は、ほとんどがヘラケズリ調整であるが、 5はロ

クロの下地にタタキロがみられ、外面に粘上を貼 りつけている。

小型甕 :5点ある。口径が15cm以下のものを小型甕とした。ロクロ成形のものと非ロクロ成形のも

のがある。

ロクロ成形のものは、79・ 81の 2点である。79は 、口縁部が外反し軽 く上方にひきあげられ、体部

下半に回転ヘラケズリ再調整が施されている。81は 、口縁部が外反している。

非ロクロ成形のものは、 4・ 21・ 49の 3点である。 4は体部下半から底部までしか残っていないが、

底径 と器形から小型甕とした。21・ 49は 口縁部が軽 く外反し、外面にヘラケズリ調整が施されてい

る。

<須恵器>

郭、壼・瓶類、鉢、甕がある。杯以外は破片のものが多く、全容をうかがい知れるものは少ないが、

残された器形や調整技法などから器種を特定 した。

杯 :16点掲載した。底部から内湾気味に立ちあがるもので回縁部が外反するもの (14。 43・ 51)と そ

のまま口縁部にいたるもの (26・ 27・ 42・ 52・ 69,70,82)、 底部から外傾 して立ちあがりそのまま

口縁部にいたるもの (41,78・ 83)、 口縁部が残存 していないが内湾気味のもの (7・ 44)と 外傾 し

ているもの (71)がある。そのなかに、底部下端に手持ちヘラケズリ調整を施すもの (7,44,70・

78)、 墨書のあるもの (42)も ある。

壺・瓶類 :9点掲載した。16・ 61・ 75は いずれも体部の破片である。29,31は 内外面ともにロクロナ

デ、76はタト面にヘラケズリ調整が施されている。57は小壼の口縁都片と思われる。60・ 62は壺の破片

で、62の外面には黒色付着物がみられる。

鉢 :2点ある。 8・ 30と もに、外面にヘラケズリ調整が施されている。 8は、底部から内湾して立ち

上がり、口縁部が軽 く外反する。

甕 。大甕 :21点掲載した。すべて口縁部片や容部破片で全容が分かるものは皆無である。ここでは便

宜的に口径の大きさや調整技法で甕と大甕に分けた。甕としたもののうち、15は外面に平行タタキの

木目圧痕が残る薄手のものである。45・ 59は頸部にタタキロを残す。内面または内外面にカキメがみ

られるもの (39・ 58)、 内タト面ともにロクロナデのもの (55,77・ 87)があり、87は頸部に波状文が

みられる。大甕の口縁部片は、 9。 37・ 38(37・ 38は 同一個体)の 2点でいずれも外面に平行のタタ

キの痕跡がみられる。さらに 9は、内面に同心円文当て具痕を残す。大甕の体部破片と思われるもの

は、11点あり外面に平行タタキ、内面に同心円文当て具痕を残すもの (28・ 72・ 84)、 内外面平行の

タタキのもの (53・ 64・ 73)、 タト面にのみ平行タタキを残すもの (54・ 56・ 74・ 85・ 86)がある。
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4 出土遺物

(2)土 製 品

土錘 1点が出土した。また、土器焼成時の失敗品の可能性がある焼成粘土塊1489gが出土したが、

これらについても、土製品としてここで扱うこととする。

90の上錘は、 6号竪穴住居跡PP 9か ら出土した。長径4 6cm、 短径2 1cm、 孔の規模約0.4cmである。

出土状況としては、土師器片と共に出土したが、特殊性は看取できない。帰属時期は、 9世紀後半～

10世紀前半と考えられる。

焼成粘土塊は、写真と表掲載のみ行った。出土遺構は、何れも平安時代で、 1・ 5。 6・ 7号竪穴

住居跡、 1号掘立柱建物跡付属土坑、 2・ 3・ 8号土坑、 1号焼土遺構から出土している。各塊は 1

～ 4 cmほ どで、出土地点毎に 1サ ンプルとし、88・ 89,91～ 97の掲載番号付 した。

(3)陶磁器類 (緑釉、灰釉陶器、中・近世陶磁器 )

陶磁器類は12点 出土 した。その中で、近代より古いと捉えられた98～ 102の 5点を掲載 したが、こ

れら掲載した 5点は全て遺構内出土である。

98は 5号竪穴住居跡の埋土中から出土した青磁椀である。外面に連弁文がみられる。年代は、中世

前半15世紀と推定される。従って、 5号竪穴住居跡とは異時期であり、後世における流れ込みと考え

られる。

99と 100は緑釉陶器である。99は 5号土坑の埋土上位から出上した東美濃産の稜椀で、内面の屈曲

部に沈線がみられる。10世紀前半黒笹90式 と考えられる。100は 8号土坑の埋土中から出土した猿投

産の稜椀で、内面に陰刻花文がみられる。 9世紀後半と考えられる。1011よ 12号溝跡から出土した瀬

戸・美濃産の碗で、中世～近世の時期幅で捉えられる。102は 167号柱穴状土坑から出土した産地不明

の鉢である。近世と考えられる。

(4)鉄 製 品

鉄製品は 7点出土した。出土地は 2号竪穴住居跡より4点、 5号竪穴住居跡から1点、 6号竪穴住

居跡から2点で、全て平安時代の竪穴住居跡からの出上である。このことから、帰属時期は平安時代

9世紀後半～10世紀前半と推定される。器種の内訳は、刀子 2点、釘 ?2点、鋤先 1点、器種不明 2

点である。器種不明 2点 を除く103～ 107の 5点を掲載した。なお、掲載 した 5点は、整理期間の関係

もあり保存処理前の段階で実測・遺物写真撮影を行っていること補足 しておく。

(5)石   器

石器は35点 出土した。内訳は、磨石31点、砥石 2点、機種不明 2点である。

108は 、 8号土坑から出上した磨石で、石材は安山岩である。全面にわたり被熱を受けている。また、

胴部の途中から破損している。全面に磨面が形成されているが、表面は緩 くマウンド状に盛 り上がり、

裏面は平坦な状態にあり、また磨面は裏面が明瞭である。この状況からは、作業面が裏面の可能性と、

若しくは台石のように設置に関係 して平坦な作 りに仕上げられている可能性で考えられる。この上坑

からは他に磨石 5点 と器種不明の石器 2点が一括出上している。また75の上師器甕が共伴出上してい

ることから、帰属時期は平安時代と考えられる。109は遺構外出土で、平面の形状は斧状を呈 し、全

面に砥痕がみられる。石材は砂岩である。胴部から先端にかけて、断面形】犬がやや先細にある。用途

は砥石と推定される。所見的であるが、かなり使い込んでいる様子が窺える。

なお、磨石として登録 したものは、108の 1点 を除き不掲載としたが、何れも平安時代若しくは古

代と推定される遺構から出土している。ここで不掲載としたものについて補足すると、自然磨耗なの
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か人為による磨痕なのか判断できなかったものが大部分を占める。形状や大きさは様々であるが、①

扁平な形状を呈し裏面にのみ磨面が形成されているもの、②多面体に平坦面がありその内の3複数面

に磨面 (自然磨耗 ?)がみられるもの、③全体が球状を呈するもの、④細長い台石状の形状を呈し複

数面に磨面があるもの、⑤磨痕は明瞭ではないが板状を呈するもの、などの5種類に大別される。こ

れらは、完形品は少なく、多くは破損している。そして、被熱を受けていると思われるものも幾つか

含まれる。

今回の調査で検出した遺構は、縄文時代の陥し穴 2基、平安時代の竪穴住居跡 8棟・竪穴状遺構 1

棟・掘立柱建物跡 1棟・土坑21基 ・溝跡19条・焼土遺構 2基、古代中心と考えられる柱穴状土坑265

基、近世の溝跡 1条、近世～現代の溝跡 1条、現代の上坑 1基である。ここでは、遺構と遺物に分け

総括 してみる。

(1)遺 構

ここでは、古代の竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑・溝跡・焼土遺構 と縄文時代の陥し穴状遺構を

取 り上げる。

竪穴住居跡は 8棟を検出した。出土土器から、平安時代 9世紀後半～10世紀前半の時期幅で推定さ

れる。また、十和田 a火山灰を伴うものが 2棟ある。ここでは、調査で判明した内容の中から、規模、

カマ ド、付属土坑についてまとめてみる。規模について、調査区の幅などに起因して竪穴住居跡全体

を検出・調査できたものがなく、従って平面形や床面積などの全てを把握できていない。しかしなが

ら、 8棟中 7棟において一辺の長さを把握できた。それをみると、31～ 6.3mの範疇にあり、平均的

には 5m前後を基本とする様相で捉えられる。カマ ドを検出した竪穴住居跡は 4棟である。それらは、

煙道天丼部が削平されているため、到 り貫き式なのか掘 り込み式なのかはわからない。燃焼部は 6号

竪穴住居跡以外に明瞭ではなく、また袖部を検出したものはない。 4棟何れも東壁際に煙道が構築さ

れている共通点が看取される。本遺跡は南西～北東方向に緩 く下る地形にあるが、勾配を感じるほど

の傾斜地ではなく、カマ ド構築に際して地形的な制約は受けないものと捉えられる。風向は西風が多

く、煙道とは逆方向となるため、煙を屋外に排出することを鑑みればカマ ド煙道が東に付 くのは有意

にあると考えられる。ただし、本遺跡周辺の平安期の竪穴住居跡を検出した小十文字遺跡や牡丹野遺

跡 (※岩手県教育員会 :2008)を 見る限り、該期竪穴住居跡は本遺跡同様に東カマ ドであることから、

地形や気象などの要因ではなく、政治的な制約と考えられようか。付属土坑は 6棟で認められた。傾

向としては、貼 り床を除去 した段階で検出されたものが多い。また、埋め戻されているものが多く、

非常に硬 く整地が施されているものもある。このことから、所見を述べると、付属土坑全てではない

にしても、鍛冶など何らかの作業に関連した施設が含まれている可能性がある。

掘立柱建物跡は、平安時代 1棟を検出した。 6本の柱で構成され、規模は桁行530cm(16尺 )、 梁間

210cm(6.3尺 )を測る。柱間寸法は、桁行に多少のバラツキがあるものの、梁間はおおよそ210cm

(7尺)を測る。建物の面積は約50ポである。ただし、調査区外東側に建物跡が延びる可能性 もある。

特記事項として、この掘立柱建物跡からは200cm強 ×140cmの付属土坑を伴う。この上坑は人為堆積さ

れており、土師器や須恵器の破片が多量に出土した。

土坑は22基検出した。時期別の内訳は21基が古代、 1基が現代と考えられる。ここでは古代の土坑

について取 り上げてまとめてみる。古代の上坑は21基検出され、その内19基が 9世紀後半～10世紀前

括総

-93-



5 総括

半と推定される。全体的な傾向としては、平面形は楕円形が多い。規模は、最も小さい11号土坑で65

cm(※ 開口部径 )、 最も大きい15号土坑で280cmで ある。深さは最も浅いもので10cm、 最も深いもので

60cmである。埋土は自然堆積 と人為堆積がほぼ同じ割合でみられる。規模などの観点から何らかの傾

向を導 くのは難しいが、 7・ 11・ 14・ 21・ 22号土坑などは、最大長80～ 90cmで、深さ10cm前後と、浅

い共通点がある。

溝跡は21条検出した。時期毎の内訳は、古代18条、中世～近世 1条、近代～現代 1条、現代 1条で

ある。古代と判断した溝跡14条 については、出土遺物、十和田 a火山灰、遺構同士の重複関係などか

ら9世紀後半～10世紀前半の可能性がある。これらの溝跡は全て自然堆積と推定された。ここでは、

溝幅が突出して大きい 5'6号 溝跡と、平面形が特異な14号溝跡を取 り上げる。 5。 6号溝跡は、長
軸方向は南―北で、位置的にも調査区北部で近接 した関係にある。規模は、 5号溝跡が開口部径990

cmで深さ130cm、 6号溝跡は開口部径420cmで 深さ96cmを 測る。埋土には十和田 a火山灰が認められる

が、 5号溝跡は埋土中位に、 6号溝跡は埋土上位に堆積する。 5号溝跡は埋没途中で、 6号溝跡は埋

まりきる直前段階で、それぞれ十和田 a火山灰が降下した可能性を有する。これら十和田 a火山灰は

水成作用による二次堆積 と考えられるものの、異時期の再堆積ではなく、ある程度降下時期を反映し

ていると推定される。14号溝跡は、仝容は明らかではないが平面形が方形基調あるいは馬蹄形を呈す

る可能性を有する。現道を挟んで東側で検出された 4号溝跡に繁がる可能性が考えられるが、何れ直

線的な形状の溝ではないことが窺える。

焼土遺構は 2基検出した。 l号焼土遺構の周 りからは、それを取 り囲むように 3・ 4号土坑が検出

され、また 1号焼土遺構 と5号土坑は重複関係にある。合わせて、 1号焼土遺構 と4・ 5号土坑は同
時に埋められていることもわかった。このことから、 3号土坑を含め、これらはセットの関係にある

と考えられる。この 1号焼土遺構と3～ 5号土坑の配置関係について、類例を模索 してみると、前沢

区白山の川前遺跡で検出された「鍛冶炉状遺構」と類似性が高い。ただ、 1号焼土遺構や 3～ 5号土

坑を、鉄に関係する遺構 とするには、鉄淳などの出上がなく、推定の域を出ない。ただ、今回の調査

で鉄に関係する可能性が窺える遺構として、木炭を焼いた炭窯と考えられる13号土坑が検出されてい

る。この炭窯 (13号土坑)は 、 1号焼土遺構や 3～ 5号土坑から約100m離れた地点にある。この13

号土坑からは、多量の炭化材と共に、土師器の破片数点と鉄淳 1点が出土している。2号焼土遺構は、

焼土層が ドーナツ状を呈する産状で検出され、調査区外東側に続 く。調査の結果、いわゆるカマ ドの

煙出部と沿道部と考えられる。ただ、本遺跡にみられる竪穴住居跡のカマ ドは各所で記述してきたと

おり、東向きに作られているのに対 して、本遺構は西向きをみる相違点が看取される。従って、本遺

構は竪穴住居跡に伴うカマ ドではなく、屋外 |こ作られた単独のカマ ド状遺構である可能性も考えられ

る。

1号陥し穴状遺構は 2基検出した。何れも溝状の形態を呈する。 1号陥し穴状遺構は規模が270×

30cmで深さ85cm、 2号陥し穴状遺構は320× 75cmで深さ130cmで ある。この形態を有する陥し穴状遺構

は、従来から縄文時代中期や後期と推定されてきている。近年胆沢区では、中位段丘を中心に縄文時

代の陥し穴の検出例が急増 していることは注目され、大清水遺跡 (佐藤 :2001)や宮沢原下遺跡 (戸

根 :2007、 濱田・吉田・菊池 :2008ほか)の報告書中において平面形・断面形の形態や、火山灰混入

の有無などから精力的な考察が試みられている。これらの中には、十和田 a火山灰や十和田中諏火山

灰などを含むものも見られ、前期前半より古期や、古代に帰属する陥し穴の存在が明らかになりつつ

あり、本県における陥し穴研究に一石を投 じるものと期待される。
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Ⅵ 作屋敷遺跡

(2)遺 物

土器類は土師器・須恵器合わせて約3.5箱分、土製品 1点、焼成粘土塊 9サ ンプル、陶磁器類12点、

鉄製品 7点、石器35点、チップ・フレークが少量である。

土器は、土師器郭・高台郭・耳皿・甕・小型甕と須恵器郭・壺・瓶類・鉢・甕が出土 している。は

じめに、年代を考える上で指標となっている土師器郭を中心に検討 し、補足的に須恵器杯についても

考えていきたい。

土師器郭の製作技法は、すべてロクロ成形である。内湾嗜好のものが多 くみられ、底径が 5～ 6 cm

前後のものが主体を占める。ロクロ成形のITxの 器形は、逆台形から椀形へと変化し、それが顕著にみ

られるようになるのは 9世紀中葉以降であり、そのころから底形の縮小化もみられるようになる (村

田 :1995)。 また、体部が内湾するもので口縁部が短く外反するものがあるが、このような特徴は9世

紀後半にみられるようである (八木 :1993)。 さらに、椀形のものから、椀形で口縁部が外反するも

の、底部脇が屈曲するものへと器形が変化すると考えられており (西澤 :2005)、 今回出土した土器

にも、若干ではあるがこのような器形がみられた。底部調整については、回転糸切 り無調整のものが

多く、再調整が施されている場合は手持ちヘラケズリによるものがほとんどである。内面調整は、放

射状のヘラミガキが施されるものが多い。また、 9世紀後半からみられるようになる高台郭や耳皿も

少量ではあるがみられる。

次に、須恵器郭についてみていくと、土師器郭と同様に内湾する器形のものがほとんどである。底

部調整は回転糸切 り無調整のものが主体を占め、タト面調整もあまりみられない。底径は 5～ 6 cm前後

のものが多い。須恵器杯も時代が下るにつれ底径の縮小化がみられ、また底部調整に関してはヘラ切

りから糸切 りへと変化する傾向がある。

これらのことから土器の年代を考えると、非黒色処理の上師器のなかにも黒色処理が施されている土

師器や須恵器が一定量あること、土師器・須恵器ともに器形が内湾気味で口縁部が外反するものがみ

られ、底部調整が回転糸切 り無調整のものが多いことなどから、 9世紀後半から10世紀前半にみられ

る特徴であると考えられる。

また、一定量の上器が出上した遺構についてみてみると、 1号竪穴住居跡と6号竪穴住居跡は、埋

土に十和田 a火山灰が堆積 しており、その下層から土器が出土 している。さらに 1号竪穴住居跡にお

いては、黒色処理の施された土師器を含まない。 6号竪穴住居跡では、内面黒色処理の上師器杯と酸

化炎焼成で内面無調整の上師器杯が共存する。これらの遺構は、土器の特徴と十和田 a火山灰との関

係から9世紀後半から10世紀前半の年代幅でとらえることができる。 5号竪穴住居跡や 1号掘立柱建

物跡では、十和田 a火山灰は検出されなかったものの、内面黒色処理の上師器高台杯や両面黒色処理

が施された耳皿が出上しており、 9世紀後半以降の様相をうかがわせる。 5号土坑と8号土坑につい

ては、年代の指標となる緑釉陶器が出上している。 5号土坑からは東濃産の稜椀で大原 2窯式 (10世

紀前半)と されるもの、 8号土坑からは猿投産の稜椀で陰刻花文が施された黒笹90号窯式期 (9世紀

後半)と考えられている緑釉陶器がみつかっている。以上のことから、本遺跡から出土 した土器の傾

向から、年代は概ね 9世紀後半から10世紀前半の範疇でおさまるものとした。しかし、 9世紀代の上

器はバラエテイーに富んでおり、 9世紀初頭以外の時期、特に 9世紀中頃から後半にかけての上器は

細分しがたいというのが現状ではないかと思われる。今回の調査では、土器の出土点数が決して多く

なかったため詳細な検討は行わなかったが、9世紀中頃までのぼる土器もあるのかもしれない。

土製品は土錘 1点が出上した。帰属時期は、 6号竪穴住居跡PP9か ら出土 していることから、 9世

紀後半～10世紀前半の時期幅で推定される。
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焼成粘土塊は取 り上げ単位で 9サ ンプル、合わせて14898出土 した。出土遺構は、 1・ 5。 6。 7

号竪穴住居跡、 1号掘立柱建物跡付属土坑、 2・ 3・ 8号土坑、 1号焼土遺構である。個々の焼成粘
土塊をみると、土器などの失敗品と判断される薄手のものは無 く、またロクロ成形の痕跡が認められ

るものも無い。

陶磁器類は 9世紀後半～現代まで12点の陶磁器類が出土 した。99・ 100の平安時代の緑釉陶器が出
土しているが、岩手県内における緑釉陶器の搬入拠点として、村田淳は胆沢城跡を挙げているが (村

田 :2004)、 この内容を鑑みれば本遺跡についても胆沢城と何 らかの関係が示唆できようか。中世に

ついては、98。 101の 中世陶磁器 2点の出上に留まり、また遺構についても12号溝跡以外確実なもの

はない。ただし、本遺跡においてもなんらかの人的活動があったことは指摘できよう。102な どの近

世と推定される産地不明の陶器は、牡丹野遺跡などからも多数出上 しているが、その供給地 (窯元 )

の解明が課題と考えられる。

鉄製品は 7点出上した。刀子 2点、釘 ?2点、鋤先 1点、器種不明 2点である。全て竪穴住居跡か
らの出土であることから、帰属時期は 9世紀後半～10世紀前半と推定される。

石器は35点出土した。内訳は磨石31点、砥石 2点、機種不明 2点である。使用痕分析などを実施 し

ていないことから、肉眼観察からの所見となるが、これらは鉄製品に関連した研磨具の可能性が窺え

る。

(3)緑釉陶器について若干の考察

ここでは、緑釉陶器について取 り上げ、若干の考察を試みたい。緑釉陶器は、鉛ガラスを主成分と

する釉が施された焼き物で、銅を呈色剤とするため緑色に発色するようである。 7世紀後半代に朝鮮

半島の影響を受けて生産され始めたものの、一般的に生産されるようになるのは 8世紀後半からで11

世紀代には終焉を迎える。官衡や城柵、寺院、集落跡などで発見されており、岩手県では志波城跡や

胆沢城跡、国見山廃寺跡、北上川沿いの集落跡などから出上 している。

器種には、椀・皿・耳皿・鉢・水注・瓶・花瓶などがあり、時代あるいは各窯によって多様な器種

が作られていたようである。緑釉陶器は、はじめ金属器を模倣 して作られていたが、平安時代にはい

ると、越州窯系青磁を主体とする中国陶磁を志向した椀・皿類を主体とする新たな生産に大きく転換

した (齊藤 :2000)よ うである。

また、緑釉陶器が生産される窯はどこにでもあるわけではなく、現在確認されている場所として、

愛知県、岐阜県、滋賀県、京都府、山口県がある。なかでも、 9世紀前半から緑釉陶器の生産が開始

された愛知県の猿投窯は最大の生産地であったこともあり、緑釉陶器が出土している遺跡では、猿投

窯産の製品がよくみられる。猿投窯の他に同じ愛知県の美濃 (東濃)窯 。二川窯・尾北窯、京都府の

洛北窯・洛西窯などが生産の拠点であった。

岩手県内の緑釉陶器の出土状況をみてみると、その数は決して多くなく、完形で出土することは稀

である。本遺跡から出上した緑釉陶器 2点 も体部破片と、体部から底部の破片である。先述したよう

に、 1点は族投窯産の稜椀で陰刻花文が施された黒笹90号窯式期 (9世紀後半)の もの、もう 1点は
東濃窯産の稜椀で大原 2窯式期 (10世紀前半)と されるものである。

個々に特徴をみてみると、猿投窯産と考えられる稜椀は、体部中程の内外面で屈曲して稜を作 りだ

し、外傾して立ち上がるもので、口縁部は軽 く外反する。胎土は青灰色で、硬質である。また、猿投

窯製品の特徴として、印刻文様が挙げられる。特に、稜椀には陰刻花文が施されるものが比較的多 く

見受けられるようであり、本遺跡から出上したものもこれに相当する。
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東濃窯産と考えられる稜椀は、体部下半がやや内湾し、体部中程の内外面で屈曲し、外傾して立ち

上がる。口縁部は軽 く外反し、屈曲部の内面には沈線がみられる。胎土は灰白色である。

近隣で緑釉陶器が出土 した遺跡をみてみると、本遺跡から最も近い出土地は奥州市中半入遺跡であ

る。中半入遺跡からは、托・壼・椀などが出土しており、特に托は全国的にも出土数が少なく、貴重

なものである。この托は、猿投窯産で黒笹90窯式前後と考えられている。そして、県内で最も多 く緑

釉陶器が出上している胆沢城跡では、椀・皿・蓋・手付瓶・香炉などがあり、猿投窯産 (黒笹14窯式

～黒笹90窯式)の他にも畿内産の製品もみつかっている。

このほかの緑釉陶器出土遺跡の分布傾向をみてみると、出土遺跡は県中 。南部の令制六郡内にのみ

分布し、いずれも北上川流域あるいは古代東山道付近に位置してお り、県北部・沿岸地域には皆無で

あるという (村田 :2004)。 城柵や官衡と関連している可能性も考えられるであろうか。

緑釉陶器の用途については、祭祀や儀礼に使用されていた可能性 と、日常什器として使用されてい

た可能性が考えられている。本遺跡で出土した緑釉陶器は、土坑と竪穴住居跡からみつかっているが、

用途についての判断材料は少なくどちらともいえない。ただ、当時の人々にとって緑釉陶器が貴重品

であったことは確かであろう。そして、緑釉陶器が出土 している遺跡は決して多 くなく、地域が限ら

れていることも何か意味していると思われる。

以上、緑釉陶器について雑駁ではあるが述べてきた。本遺跡において僅かではあるが緑釉陶器が出

土したということは意味のあることだと考える。遺跡の位置からして本遺跡に暮らした人々と胆沢城

との関係を考えずにはいられないが、推測の域を出ない。今後の調査と、資料の増加に期待したい。

(4)調査区毎の遺構分布

ここでは、調査区毎に遺構分布についてまとめてみる。

① 調査区西部では、竪穴住居跡 3棟、土坑 9基、溝跡 2条、焼土遺構 1基、柱穴状土坑12個 を検出
した。全て古代に帰属する遺構 と考えられ、合わせて平安時代と推定される。 1号竪穴住呂跡よリー

定量の土器を得られたが、これらは 9世紀後半を中心とすることが窺え、合わせて十和田 a火山灰と

の関係から同テフラ降下時期より古い。次に、 1号焼土遺構 と3・ 4・ 5号土坑について、その配置

関係からは鍛冶に関連した作業が行われていた可能性が導かれる。

本遺跡における平安時代の集落域について、 1号竪穴住居跡は南北方向に走る現道直下に続 くこと

が↓巴握できるが、この内容から拡大解釈するならば、本遺跡の平安時代集落の西端は今回の調査区よ

りさらに西に広がる可能性も考えられる。

② 調査区北部では、竪穴住居跡 1棟、土坑 7基、溝跡 7条、柱穴状土坑91個 を検出した。全て古代
の遺構である。特記事項としては、突出して大形の溝跡である 5号溝跡と6号溝跡と、炭窯と考えら

れる13号土坑の検出が挙げられる。 5号溝跡と6号溝跡は、長軸方向はほぼ同じ (南 ―北)で、何れ

も十和田 a火山灰が埋土中に認められる。十和田 a火山灰の堆積様相としては両者ともに自然堆積で

あるが、 5号溝跡は壁際の埋土中位に堆積するのに対して、 6号溝跡は埋土上位に水平気味に堆積す

ることで相違が看取される。この堆積の違いは、若子の時期差を反映していることも考えられる。こ

れら大形の溝跡の性格については、平面的な連続性を把握できないことから不明と言わざるおえない

が、区画などを意図した溝跡ではなく、水路的な用途の可能性が高いと推定しておきたい。炭窯と推

定される13号土坑は、埋土中より多量の炭化材と、土器片と鉄津が出土している。

本遺跡における平安時代の集落域について、 5号竪穴住居跡の検出からは、本遺跡の平安時代集落

は、今回の調査区よりさらに北に広がる可能性も考えられる。
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5 総括

③ 調査区中央部では、竪穴住居跡 3棟、竪穴状遺構 1基、掘立柱建物跡 1棟、土坑 4基、溝跡 7条、
焼土遺構 1基、陥し穴状遺構 1基、柱穴状土坑105イ固を検出した。古代以外の時期の遺構として、縄

文時代の陥し穴状遺構、中世と推定される12号溝跡、近代～現代の16号溝跡、現代と推定される17号

溝跡を検出した。特記事項としては、土坑がセット関係にある 1号掘立柱建物跡や屋外カマドと考え

られる2号焼土遺構の検出が挙げられる。

本遺跡における平安時代の集落域について、 6・ 7・ 8号竪穴住居跡の検出から、本遺跡における

平安時代の集落域の南端付近である可能性も窺える。

④ 調査区東部では、竪穴住居跡 1棟、土坑 1基、溝跡 6条、陥し穴状遺構 1基、柱穴状土坑57個 を
検出した。古代以タトの遺構としては、調査区中央部から続く近代～現代の16号溝跡がある。

本遺跡における平安時代の集落域について、 3号竪穴住居跡を検出したことから、本遺跡における

平安時代の集落域の東端は、本調査区にまで確実に広がることが分かった。しかしながら、本調査区

は全体的に遺構密度が低く、特に北東端付近は皆無に近い状況にある。このことから、本遺跡におい

て平安の集落域は、東には大きく広がらないことも推定できようか。また、縄文時代の陥し穴状遺構

については、本調査区と調査区中央部から各 1基検出している状況からは、この周辺が当時の狩猟場

であったと理解できよう。

(5)全体の総括と課題など

今回の調査の結果、本遺跡は縄文時代には狩り場、平安時代には集落として営まれた場であること

がわかった。また、断片的な状況ではあるものの、中世～現代の溝跡が検出された。

① 縄文時代の狩り場については、調査区中央部～東部において、溝状の形状を呈する陥し穴状遺構
を検出した。胆沢区の過去の調査事例では、このような陥し穴状遺構は中位段丘を中心に発見例が多

い現状にあり、低位段丘にある本遺跡にまで縄文時代の狩猟域が広がることがわかったことは評価で

きよう。

② 平安時代の集落については、出土した土師器・須恵器の年代や十和田 a火山灰のあり方から、 9
世紀後半を中心に10世紀前半までの時間幅で捉えられよう。その集落範囲は、今回の調査成果から

300m四方以上に広がる可能性が考えられる。具体的には、今回の調査で用いた大グリッドでAI・

AⅡ ・BI・ BⅡ ・BⅢ・BⅣ区に相当する範囲が集落域と捉えられ、また集落の中心は今回の調査

地の内側付近と想定される。

最後に、今回の調査における課題などについて、③～⑥の内容を指摘しておきたい。

③ 陥し穴状遺構の時期について、今回検出された溝状の形態を呈する陥し穴は過去の調査事例から
縄文時代と推定されるが、土器などの出土遺物がなく詳細な時期は掴めない。また、調査区範囲にも

関連して、分布に関わる内容についても言及が難しい。

④ 竪穴住居跡の床下から土坑が顕著に発見されたが、これらは何のために作られたのか。今回の調
査で見つかった炭窯や焼土遺構の存在から仮説を述べるなら、遺跡内で鉄に関連する作業が行われて

いたことが考えられようか。また、床下土坑が見つかる竪穴住居跡についても、居住のためだけの住

居ではなく、鉄に関連する工房も兼ねていた可能性を視野に入れる必要があると思われる。作屋敷遺

跡から南に lkmの距離にある小十文字遺跡では、野鍛冶遺構と報告されている鉄の工房跡が見つか

っていることから (※ この遺構からは十和田 a火山灰も確認されている)、 本地域には鍛冶の技術を

持った工人が存在したことは想像に難くなく、今後の調査事例の増加に期待する。
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Ⅵ 作屋敷遺跡

⑤ 集落の生業に関わる内容が今回の調査からは不明にある。具体的には、750mに わたり調査した

にも関わらず、当時の水田や畑 (畝間状遺構などを含め)な どの生産遺構が未発見にある。水の供給

の在り方など、様々な側面から検討を行う必要があると考えられる。

⑥ 5号土坑出上の炭化材について、放射性炭素年代測定を実施したが、14c年代は1,200± 30yrBP、

暦年較正年代 (lσ )は、687～ 781AD(60,8%)・ 791～806AEl(7.4%)と いう結果が得られた。この

5号土坑は、各所で上述したとおり、鍛冶に関連する遺構の可能性が考えられる。年代測定で得られ

た年代は古墳時代～平安時代前半で、出土土器とは整合しない。
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第26図 調査区西部・北部遺構配置図
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第27図 調査区中央部 。東部遺構配置図
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Ⅵ 作屋敷遺跡

1号堅穴住居跡

A. L=95.700m

Ｗ溜“
Ｈ
隔ギ
ー

AI

Ｗ日的
日
いｒ
Ｔ
，

1号竪穴住居跡A― A′ ・ B一 B
10YR2/2黒褐色シル ト粘性中 締まり密 酸化鉄1%含む
25Y7/2灰 黄色砂質土 粘性弱 締まりやや密 黒掲色シル トプロック5%含む (To― a層 )
10VR3/4暗褐色シル ト質粘土質土 粘性やや強 締ま りやや密 黄褐色粘土ブロック (径1～ 10BIl)2%混 入
10YR3/3暗褐色シル ト質粘土質土 粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘上ブロック(径 1～8cm)3%混入
10YR3/3暗褐色シル ト質粘土質土 粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘土ブロック(径1～ 10ala)5%混 入
10YR5/4に ぶい黄褐色絡土質砂質土 粘性やや強 締まり中 焼土小ブロック20%・ 土器片少量混入
10YR4/6褐 色砂質粘土質土粘性 やや強 締まり中 酸化鉄 10%・ 炭化物2%混入
10YR4/2灰黄褐色砂質粘土質土 粘性中 締まりやや疎 酸化鉄7%含む  (※ 自然堆積 )

0        1 :50       2m

第28図  1号竪穴住居跡①
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上L=95。 100m・ユ

ウ

1号堅穴住居跡内土坑 lC― C´
1 7 5YR4/4褐 色シルト質粘土粘性やや強締まりやや疎酸化鉄Iのブロック嘉混入僚人為堆積)

1号堅穴住居跡内1土坑 5D一 D´

うt解:宏 羅騒坊ケ,詈遊圭雛串霧護執惑翫覇報編替賀離"“
み

0 10イR3/3暗褐色粘■質土粘性強締まり中酸化鉄凱・炭化物少量混入
4 10YR6/4にぷい黄橙毎粘上粘性強締まりやや密 酸化鉄5%混ハ

2号竪穴住居跡

2号堅穴住居跡A― A´
l mv磁ん繋銘3驚テ(機綽晟窺腕.焼■3X棘

E L=95,400m

0        1 :50        2m

荒I x24

北X y24

0        1:50       2m
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第29図  1号竪穴住居跡②、 2号竪穴住居跡



4号溝跡

3号堅穴住居跡

<吉段階>

Ⅵ 作屋敷遺跡

0        1 1 50       2m

3号竪穴住居跡

a L=92.600m

3号堅 穴住 居跡 カマ ドa― a´
1 10YR3/3暗 褐色粘土質シル ト粘性やや強 締まり密

にぶい黄褐色粘±20%混入 (※カマ ド天丼構築土 )
2 10YR5/4に ぶい黄褐色粘土質土 粘性強 締まりやや密

黒IPJ色シル ト10%・ 焼土粒1%混入
3 10YR2/2黒 褐色粘土質シル ト粘性やや強 締まり中

黄褐色粘± 10%・ 炭化物 1%・ 焼土粒1%混入

4 10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト粘性やや強 締まりやや疎
5 10VR4/6褐 色粘土質土 粘性強 締まり密

黒褐色シル ト2朗混入 (※貼 り床 )

<新段階>
4号濤跡

3号竪穴住 居跡 A― A´ ・ B― B′ ・ C― C′
11 10YR2/1黒 色シル ト粘性中 締まり密
12 25Y3/2黒褐色シル ト粘性やや強 締まり密

黄褐色粘土ブロック (径5～ 30mm1 7%・ 焼土粒 1%・ 炭化物2%混入

12a10YR5/4に ぶい黄褐色粘土質土 粘性強 締まりやや密  (※壁の崩壊土)
12b10YR6/6明 黄褐色粘土 粘性強 締まり密

黒褐色粘土質シル ト15%混入  (※貼 り床 )
13 10YR2/1黒 色シル ト質粘土 粘性強 締まりやや密

黄色褐色粘±5%混入
14 10YR6/6明 黄褐色粘土 粘性強 締まりやや密

黒褐色シル ト7%・ 炭化物1%混入
15 10YR5/8黄 褐色粘土 粘性強 締まり密

黒褐色シル ト質粘± 10%・ 炭化物2%混入 (※貼床下の整地上 )

a

L三92.600m L=93.000m

L=92.600m L=92.600m

第30図  3号竪穴住居跡
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4号堅穴住居跡、 3・ 4 5号土坑、 1号焼土遺構

4号住内土坑 1

4号住居跡

止 上
装
妻蓋豊務
が整表璽璽要ァ

井
エ

北I u24

3号土坑・ 4号土坑・ 刊号注 穴状 土坑 A― A´ ・ B― B
1 7 5YR5/8明褐色焼土 粘性弱 締まり密

(3号土坑※主に焼土粒・炭化粒で層を構成 )
2 10YR3/3 暗褐色シル ト質粘土 粘性中 締まり密

黄褐色ブロック5%混入 (3号土坑 )
11 10VR2/1黒 褐色シル ト粘性やや弱 締まり密

炭化粒 (径 1～20Hl)5%・ 焼土粒3%・

黄褐色粘土粒5%混入 (4号土坑 )
12 10YR2/2黒 褐色 粘性やや弱 締まり密

炭化粒 (径 1～ 20altl)15%・ 焼土粒2%・

黄褐色粘土粒3%混入 (4号土坑 )
13 10YR2/2黒 褐色シル ト質粘土 粘性中 締まりやや密

炭化粒 (径 1～ 20mln)3%・ 焼土粒 1%・

黄褐色粘土粒2%混入 (4号土坑 )
21 10YR2/2黒 褐色シル ト粘性中 締まり密

焼土粒 (径1～ 1011El)3%・ 炭化粒5%混入

(1号柱穴状土坑 )
22 10YR4/4褐 色シル ト質粘土 粘性中 締まりやや密

焼土粒 (径1～ 101tal)1%・ 炭化粒邪混入

(1号柱穴状土坑 )

5号上坑・ 1号焼 土遺構  C― C′ ・ D― Dタ

1 10YR2/1黒 色シル ト粘性弱 締まり密
炭化粒15%・ 焼土粒1鋭混入

2 10YR3/3暗 褐色シル ト質粘土 粘性中 締まり密
炭化粧 1%・ 焼土粒 1%・ 土器片少量・

黄褐色粘土粒ブロック15%混入

(1号焼上下部上坑・ 5号土坑 )
3 7 5YR5/8明 褐色土焼土 粘性やや弱 締まりやや密

焼土粒 15%・ 土器片少量・

黄褐色粘土粒 (径 10～ 30al)10%混 入

(1号焼上下都土坑 )
4 10YR2/2黒 褐色粘土質土 粘性やや強 締まりやや密

焼土粒 5%・ 黄褐色粘土プロック銘混入

(1号焼上下部上坑 )
5 10YR4/4褐 色粘土質土 粘性やや強 締まりやや密

焼土粒 3%・ 土器片少量混入 (1号焼上下部上坑 )
6 10YR2/2黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まりやや密

黄褐色粘土ブロック15%混入 (5号土坑 )

荒I t24

0         1 : 50        2m

4号土坑

止

3号土坑

北I u23

3号土坑
4号土坑

上・ L=95. 100m  工
1

E.L=95.500m
._」 三ど!

4号竪穴住居跡

4号竪 穴住居 跡 E― E′

1 10YR2/2黒 褐色シル ト冶性やや弱 絡まりやや密 焼土粒 2%・ 炭化粒 1朗混入
2 10YR2/3黒 褐色シル ト質粘土 粘性中 締まりやや密 黄褐色粘土 (径 1～ 5Dul)5%混入
3 10YR2/2黒 褐色シル ト粘性やや弱 締まりやや密 黄褐色粘土ブロック15%混入
4 10YR3/3 暗褐色シル ト質粘土 粘性中 締まり密 黄褐色粘土 (径 1～ 30dul)1齢・焼上粒5%混入

融
・

1号柱穴 3号土坑

1号焼土遺構
1号焼土遺構
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第31図  4号竪穴住居跡、 3～ 5号土坑、 1号焼土遺構



5号堅穴住居跡

<―吉段階>

七Ⅱ j17

~上
「Ⅱk17

<新段階>

北五j17

北Ⅱ j18

北Ⅱ X18

荒H血 8

Ⅵ 作屋敷遺跡

0       1:50       2m

ガ
マ
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つ

G｀蝶製品
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取
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荒亘k17

第32図  5号竪穴住居跡①
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B・
L=95.200m ,ェ上  F硫 紘 吼 を5弁 f贔 三諷 締まり密 魏 銚 難 跡豚

2 10YR2/3黒褐色粘土質土 粘性やや強 締まりやや密

表 土

黄褐色粘土粒 5%・ 炭化粒 3%・ 焼土粒1%混入 (※ 自然堆積 )
10YR4/6褐色粘土質土 粘性やや強 締まりやや密

黒褐色シル ト質粘±2%・ 土器片少量混入 (※カマ ド構築土 )
10YR2/3黒褐色シル ト質粘土 粘性中 締まり密

黄褐色粘土粒7%混入 (※煙道部構築土)
10YR3/3暗褐色シル ト質粘土 粘性中 締まりやや密

黄褐色粘土粒 5%・ 炭化粒 8%・ 焼土粒7%混入  (※煙道構築上の崩落土 )
10YR3/3暗褐色シル ト質粘土 粘性中 締まりやや密

黄褐色粘土粒 5%・ 炭化粒 1%・ 焼土粒2%混入 (※煙道構築上の崩落土)
10YR4/6褐色粘土質土 粘性やや強 締まりやや密

黄褐色粘土粒7%・ 炭化粒 2%・ 焼土粒1%混入  (※煙道構築上の崩落土 )
10YR3/4暗褐色粘土質土 粘性やや強 締まり中

黄褐色粘上粒 7%・ 焼土粒1%混入 (※煙出都堆積上、自然堆積 )
10YR2/3黒褐色粘土質土 粘性やや強 締まりやや密

黄褐色粘土プロック15%混入 (※人為堆積 )

6号堅穴住居跡

塩 n3

塩

0        1 :50       2m

0        1 : 50        2m

<古段階>

③

ＰＰ６

（

い

）

鏑

）

ＰＰ４
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6号堅穴住居跡

<新段階>

Ⅵ 作屋敷遺跡

塩 o13

A. L=93.200m

北IVd13

A'

6号竪 穴住 居 跡 A― A'・ B― B´
1 7 5YR3/1黒 褐色シル ト 粘性やや強 締まり中 To al%混入 (※ 6号住の埋上、自然堆積 )
la 10YR2/2 黒褐色シル ト粘性やや強 締まりやや密 (6号住PP 3の 埋土)
lb 10YR4/4褐 色粘土 粘性やや強 締まりやや密
ic 10YR2/2黒褐色シル ト粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘土ブロック20%混 入
2 10YR2/3黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まりやや密 焼土プロック1%未満混入  (※貼 り床 )
2a10YR2/3黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まりやや密 焼土ブロック1%混入  (※床面下位の人為層 )
3 10YR3/4暗褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まりやや疎 焼土プロンク3%・ 炭化物7%混入 (※ 6号住土坑 1・ 5の 下位の人為堆積層 )
4 10YR2/3黒褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘土プロック10%混入 (6号住土坑2下位の人為層 )

0        1 : 50        2m

第34図  6号竪穴住居跡②
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L=93.200m E. L=92.900m    ・二

0        1 :50       2m

6号堅穴住居跡PP12 C― C´

1 10YR3/2 黒褐色シルト質粘土 粘性やや強 締まり密 炭化物1%・ 焼土粒1%・ 黄褐色粘土粒5%混入
2 10YR4/6褐 色シルト質粘土 粘性やや強 締まり密 炭化物1%・ 焼土粒20%混入 (焼土層)

6号堅穴住居跡内土坑 3D― D″
1 10YR2/3黒 褐色シルト粘性中締まりやや密 黄褐色粘土ブロック5%・ To― aブロック 1%。 炭化物3%混入
2 10VR2/2黒 褐色シルト粘性やや強 締まり中 炭化物1%・ 須恵器片多量混入

6号堅穴住居跡内主坑 4E一 E′
1 10YR3/4暗 褐色シルト粘性中締まりやや密 黄褐色粘性ブロック5%・ 土器少量混入 (※人為層)
2 10YR3/3暗 褐色シルト粘性やや強 締まり中 炭化物1%・ 土器少量混入

7号堅穴住居跡

住居内土坑2

7号竪 穴住 居 跡  A一 A´ ・ B一 B´

1 10YR3/3暗 褐色シル ト粘性中 締まり密 黄褐色粘土ブロック (径 2～20mm1 5%,炭 化物1%混入
2 10YR5/6黄 褐色粘土 粘性強 締まり密 暗褐色シル ト20%混 入  (※貼床 )
3 10YR4/6褐 色シル ト質粘土 粘性強 締まり密 黄褐色粘土ブロック30%混入  (※貼 り床 )

B. L=92.600m BI

0        1 :50       2m

6号竪穴住居跡③、7号竪穴住居跡
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彎中d

的
人8号堅穴住居跡

1号堅六状遺構

いヤ

鵠 j10

0        1 :50        2躁

止          ■

1号堅穴状遺構A― Ar
l l繊乾/2黒褐色ジルト粘,生やや強締まりやや繕 芸鵠色粘上1鰯混入

0       1:50       2m

第36図  8号竪穴住居跡、 1号竪穴状遺構

-111-



1号掘立柱建物跡

】齢撮影を曇亀哲箸生雑離 η轟線毀簸偽
姓プロツク朗豚

3 10YR3/'晴 掲色シ″卜質粘土 粘性やや強 締まクやや密 炭化物IX混入 (※人為による整地層)
4 10YR2/3黒褐色シルト粘性やや強

―
縛まりな

5 10YR3/4暗 褐色粘上質シルト粘性やや強 締まり密 暗褐色シルト1眺混入
o 10YR3/3暗褐色ンルト質粘土 粘性やや強 締まり疎

Ａ
一

Ｆ
一
PP6

鵠 n3

鵠 Ы3

0        1 :50       2m

Lと92.800m

-112-

第37図 1号掘立柱建物跡①



L=92.900m  。工D

1号掘立柱建物跡PP4 D― D
10YR2/2黒 褐色シル ト粘性やや強 締まりやや密 炭化物1%混入
10YR3/3暗 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まり中 黄褐色粘土ブロック5%混入

E  L=92.800m .二 F

Ⅵ 作屋敷遺跡

L=93.100m  ・」

21号土坑

0        1 : 50        2m
号掘 立柱 建物跡 PP2 C― C′

10YR2/2黒褐色シル ト粘性やや強 締まりやや密
10YR2/3黒褐色シル ト粘性やや強 締まりやや疎

黄褐色粘上7%・ 炭化物1%混入

黄褐色粘±10%混入

1号掘 立柱 建 物跡 PP5 E一 E´

1 10YR2/2黒 褐色シル ト粘性やや強 締まりやや密
2 10YR1 7/1黒色シル ト粘性やや強 締まりやや疎
3 10YR3/3暗 褐色シル ト粘性やや強 締まりやや密
※柱穴状土坑か ?1、 2層 がアタリ、3層 が据え方土

炭化物 5%・ 黄褐色粘土ブロック (径 5allほ ど)5%混 入

黄褐色粘±20%混入

号掘立 柱 建物跡 PP6F― F′

10YR3/4暗褐色シル ト 粘性中 締まり密 黄褐色粘土ブロック1% 焼土ブロック2%混入  (※ 人為堆積 )
10YR2/3黒褐色シル ト 粘性中 締まりやや密 黄褐色粘土プロック5%混入
10YR5/6黄褐色粘土 粘性強 締まりやや密 暗褐色シル ト10%混入
10YR2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締ま り中

1号土坑

A. L=95.700m

1号土坑 A― A′

1 10VR2/2黒 褐色シル ト粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘土ブロック(径2～ 10Bul)2%混 入  (※ 自然堆積 )
2 10YR2/3黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まり中 黄褐色粘土プロック(径5～ 1504H)30%混 入  (※人為堆積 )
3 10YR2/2黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まり中 黄褐色雅性プロック(径5～ 20all)15%混 入  (※人為堆積 )
4 10YR2/1黒 色泥質粘土質土 粘性強 締まり中 (※ 自然堆積 )
5 10YR4/6褐 色粘土 冶性強 締まり密 黒褐色シル ト10%混入

Af

0        1 :50       2m

〕
Ｈ
∞

ｘ
ｍ

第38図  1号掘立柱建物跡②、 1号土坑

-113-



10号土坑

2号・10号土坑

2号土坑

Ｊ

一

Ｂ

一
Ａ
一 L=95.200m  `工

札Ⅳb乾

A. L=95.300m

A. L=92.800m ―望生

C L=95.200m げ
一ユ .

＞
ゃ

2号土坑・ 10号土坑  A― A´ ・ B― B´ ・ C― C´
1 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色粘土ブロック (径5～ 10EI)10%混 入
n 10YR2/1黒色シル ト 粘性やや弱 締ま り密 黄褐色粘土粒 (径 1～ 10aldl)3%混 入
12 10YR3/2黒 掲色シル 粘性やや弱 締まり密 明黄褐色土地土粒 (径1～ 10DIn)10%・ 赤褐色焼± 7%混入  (※整地層 )
13 10YR3/4暗 褐色シル ト質粘土 粘性中 締まり密 黒褐色シル ト7%混入
14 10YR2/1黒 色シル ト 粘性やや弱 締まり密 黄褐色粘土粒 (径 1～ 10nul)3%混 入

6号土坑 7号土坑

1号陥 し穴状遺格

W

―

―

―

―

―

‐

‐

A.L=92.700m           ―塑止

6号土坑A一 A′
1 10YR2/2黒 褐色シル ト 粘性やや強 締まりやや密

黄褐色粘土ブロック3%混入

9号土坑

tlo22

9号上坑 A― A′ ・ B― B′
1 10YR2/3黒褐色シルト質粘土 粘性中 締まりやや密

黄褐色粘土粒(1～ 30H l)5%混入

A' B         BI
L=95,300m

ウ

0        1 :50       2m

-114-
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Ⅵ 作屋敷遺跡

11号土坑 12号土坑

北I p23

止.L=95.100m北
Ⅱ15

11号土坑 A― A′
1 10YR2/3黒 褐色シルト質粘土 粘性中 締まり密
2 10YR5/8黄 褐色シルト粘性やや弱 締まり密

黄褐色粘土粒3%混入

(※地山か ?)

13号土坑 (炭窯 )

15号土坑

15号土坑 A― A´
1 10YR2/3黒 褐色シルト粘性やや強 締まりやや密

焼土粒1%・ 黄褐色粘土ブロック7%混入
2 10VR5/8黄 褐色粘土質土 粘性強 締まり密 黒褐色シルト10%混入

12号土坑 A― A′

1 10YR3/2黒 褐色シルト質粘土 粘性やや強 締まり密
黄褐色粘±10%混入

2 10YR3/4暗 褐色砂質土 粘性弱 締まりやや疎

13号土坑 (炭窯 )A一 A″
1 10YR2/1黒 色シル ト 粘性やや強 締ま りやや密

焼土粒 3%・ 炭化物1%未満混入
2 5YR5/8明 赤褐色焼土 粘性やや強 締まり中

炭化材1齢混入
2a 10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性やや強 締まりやや密

焼土粒2銚 ・炭化物1%混入
3 10YR2/2 黒褐色シル ト粘性やや強 締まりやや疎

焼土粒2%混入
4 10YR4/4褐 色粘土性シル ト粘性やや強 締まり中

焼土粒 3%・ 黄褐色粘土ブロックlo%・ 黒褐色シル ト10%混入

16号土坑

∬
一

Ａ

一 16号土坑 A― A´

1 10YR2/1黒 褐色粘土質土 粘性やや強 締まりやや密
黄褐色粘土粒 5%・ 酸化鉄7%混入

2 10YR6/2明 黄褐色粘土 粘性強 締まりやや密 締ま りやや密
黒褐色北土質土ブロック2%・ 酸化鉄3%混入

北Π H6

0        1 :50        2m

カヽ

第40図 11～ 13 15・ 16号土坑
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180号柱バ

18号土坑

tⅣ封3

レ 92.800m  ・
・

19号土坑

荒ⅡH7
■・L=941600m・工A  .

18号土坑A― A´

1 10YR2/1慕 色シルト粘性やや教締まり中炭花物囁混入
2 10VR4/6褐 色粘土 粘性強 締まり密 黒色シル ト1哨滉入

20号土坑

19号土坑A― A´
1 104〃 2黒褐色シル ト質進土 粘性中締まりやや密

黄褐色粘土e■7X・ 炭化粒lX混入

21号土坑

△

○

止鵠痺2

札ⅣЫ3

A. L=93.100m   .■

21号土坑A― A´
1 10TR4/1褐 灰色ちウト粘性中締まり中

黄褐色粘土プロック3X・ 焼±3%・ 炭化物郭混入 (※人為層)

22号土坑

襦�2

上.L=92.800m・■

ー

-     2

20号土坑A― A´
1 10YR3/1黒 櫛色猫土質シルト 粘性やや強 1締まりやや密

炭化物3X・ 黄褐色粘土プロック211混入
2 10YR6/4に ぶい黄橙色粘土 粘性強 締まリーやや密

黒褐色粘土質シルトSX混入

0       1:50      2m

ー
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北I』 5

を 解苺9サ;議き男
'詳

懲訣繁Y鞣まりや乾

Ⅵ 作屋敷遺跡

L=95.300m

V

0        1 : 50       2m

A. L=95,300m

L=95,300m

V

げ
一

ゴ
一

CＢ
一

2号 蒲 跡 A― A夕 ・ B― B夕 ・ G― C′

1 10YR2/2黒 褐色シルト粘性申 締まりやや密 黄褐色土粒(径 1～ 5rml郭含む

第42図 1・ 2号溝跡
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碍溝跡
七Ⅳ諄5 北Ⅳp16

止i卜9zttm J

3号溝跡A―

^´

・ B― B′

1 10YR,/2暴褐色砂質|シ″卜粘性中締まり中※土器片少量出土

上,L=92.800mエ

サ4号溝跡

0        1 :50        2m

止 .L-93.000m 。■

4号溝跡A一 A=
l Ю4γ2議雹継歩譜妃鰈鑑鵡入
2 10YR3/多 黒褐色シルト粘性中 縦ま,密

黄褐色粘土プロックla_10～ 5鋭⑪朗混入

0         1 : 50        2m

断面図

0           1 1100          5m

平面図

3・ 4号溝跡

-118-
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Ⅵ 作屋敷遺跡

5号溝跡

A

A

〕          1 : loo          5m

１

２
２ａ
３

４
５

５ａ
６
７

８

９
Ю

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

5号溝跡A一 A
10YR2/2黒褐色シル ト 粘性やや強 締まり中
25Y4/1黄 灰色粘土質砂質土 粘性やや強 締まり中 にぶい黄橙色砂質± 15%・ 黄褐色粘土ブロック (径 10～501un)10%・ 酸化鉄の集積15%混入
10YR3/3 暗褐色粘土質シル ト粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘±1齢混入
10YR1 71黒色泥質粘土質土 粘性やや強 締まりやや疎 黄褐色粘上ブロンク(径 10～50mm)10%混入
10YR5/2灰黄褐色砂質粘土 粘性やや強 締まりやや疎
10YR5/3に ぶい黄橙褐色砂質粘土 粘性やや強 締まりやや疎
10YR5/3に ぶい黄橙褐色粘土 粘性強 締ま りやや疎
10YR6/3に ぶい黄橙色砂質粘土 粘性中 締まりやや疎
10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質土 粘性中 締まり中
10YR7/2～ 7/3にぶい黄橙色テフラ 粘性やや弱 締まりやや疎 (※パウダー状のTo― a)
10YR4/1褐灰色粘土質砂質土 粘性やや強 締まりやや疎 黒色泥炭土層20%混入
10YR4/1褐 灰砂質土 粘性弱 締まりやや疎 黒色泥炭土層状に7%混入

10YR5/2灰黄褐色砂質土 粘性中 締まりやや疎
10YR4/1褐灰色粘土質土 粘性やや強 締まりやや疎
10YR5/3に 募い黄褐色砂質粘土 粘性中 締まりやや疎 To― a小プロック2%混入
10YR1 71黒色泥質粘土質土 粘性やや強 締まり中 (※ 3層 に類似する)
10YR5/2灰 黄褐色砂質粘土 粘性中 締まり中

8号・14号土坑、 6号・ 8号溝跡

A
=  A'

6号溝跡

0        1 :50       2m

14号土坑①、6・ 8号溝跡①

14号土坑

第44図 5号清跡、 8
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B

8号土 坑・ 14号土坑 ・ 6号溝跡・ 8号溝跡 A― A´ ・ B一 B′
1 10YR2/1黒色シル ト粘性やや強 締まりやや密
2 10YR4/4掲色粘土質シル ト粘性中 結まり中 にぶい黄橙色To一 al齢混入
2a 10YR6/2灰 黄褐色砂質土 粘性やや弱 締まりやや疎 To― al%以 上・黒褐色シル ト質粘±3%混入
2b 10YR5/3に ぶい黄褐色砂質土 粘性やや弱 締まりやや疎 To一 al%未 満混入
2c 10YR6/2灰 黄褐色砂質土 粘性やや弱 締まりやや疎 To― al%未満混入
3 10YR3/3暗褐色砂質シル ト粘性中 締まり中
3a 10YR4/1褐 灰色泥質砂質土 粘性やや強 締まり中
3b 10YR5/4に ぶい黄褐色砂質シル ト粘性やや弱 締まりやや疎
4 10YR4/4褐色砂質土 粘性やや弱 締まりやや疎 にぶい黄褐色砂質±15%混入
4a 10YR4/4褐 色砂質土 粘性やや弱 締まりやや疎
4b 10YR3/4暗 褐色粘土質土 粘性やや強 締まり中 (※やや湿っぽい)
4c 10YR4/4褐 色粘土質砂質土 粘性やや強 締まり中
5 10YR4/2灰黄褐色砂質土 粘性中 締まりやや疎  (※ 31層 とした8号溝跡埋土に類似する)
5a 10YR5/3に ぶい黄褐色砂質土 粘性やや強 締まりやや疎
5b 10YR5/2灰 黄褐色砂質土 粘性やや強 締まりやや疎
6 10YR3/2黒褐色泥質粘土質土 粘性やや強 締まりやや疎
7 10YR2/3黒褐色粘土質土 粘性やや強 締まり中 黄褐色粘±30%混入
8 10YR5/8黄褐色粘土 粘性強 締まりやや密 にぶい黄掲色砂質±10%混入
■  10YR4/2灰黄褐色砂質土 粘性中 締まりやや疎  (8号溝跡埋土)
21 10VR2/2黒褐色シル ト質粘土 粘性強 締まりやや密 黄褐色粘±10%混入  (8号 土坑埋土)
22 10YR2/1黒色シル ト粘性やや強 締まり中 (8号土坑埋土 )
23 10YR1 7/1黒 色ンル ト粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘±7%混入  (8号土坑埋土)
31 10VR3/4 暗褐色シル ト粘性強 締まりやや密  (14号土坑埋土)
32 10YR2/1黒色シル ト質粘土 粘性やや強 締まり中 (14号 土坑埋土)
33 10YR4/6褐色粘土質土 粘性強 締 まりやや密 黒褐色シル ト5%混入  (14号土坑理土)

B子

0        1 150       2m

7号溝跡

北Ⅱ H0

AL=94.900m A'
十

7号溝跡 A― A′ ・ B― B

B.L=94.900m_11

―

0           1 : 100          5m

平面図

0        1 : 50        2m

断面図

北Ⅱw

1  10YR3/2黒 褐色シル ト質粘土 粘性やや強 締まりやや密 黄褐色粘土粒3%混入
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第45図  8・ 14号土坑②、6・ 8号溝跡②、7号溝跡



17号土坑、9・ 10号溝跡

A. L=94.700m

L=94.700m

10号溝

17号土坑・ 9号溝 跡・ 10号溝跡 A一 A′ ・ B一 B´
1 10YR3/2黒 褐色シル ト質粘土 粘性中 締まり密 黄褐色粘土粒跳混入 (9号溝 )
11 10YR2/2黒 褐色シル ト質粘土 粘性中 締まりやや密 黄褐色粘土粒5%混入 (10号溝 )
12 10YR2/2黒 褐色粘土質土 粘性やや強 締ま り中 黄褐色粘土プロックlo%混入 (10号薄 )
12a 10YR2/3黒 褐色粘土質土 粘性やや強 締まり中 黄褐色粘土ブロック5%混入 (10号溝 )
21 10VR2/2黒褐色粘土質土 粘性やや強 締まり中 黄褐色粘土粒5%混入 (17号土坑 )

11号溝跡

Ⅵ 作屋敷遺跡

A'

上 L=94.500m     ・工

11号溝跡A― Aン .B_B´

1 10YR2/3黒 掲色シルト質粘土 粘性中締まりやや密
黄褐色粘土粒7%混入

0        1 :50       2m

∬

一

Ａ

一

北Ⅱ j25北Π j24

第46図 17号土坑、 9～ 11号溝跡
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12号溝跡

13号溝跡

A~=轟 ■― A'~L=92.900ni

ー12号溝跡A― Ar
l 中YR2/1轟
融競写茎箔とこ雛朧箕革

り密

0        1 150       2m

tⅣ■3

AL-92,800監
,

ヤ

ゴ 9熟 80牲

ー

0           1 : lo0          5m

平面回

0        1 :50       2m

断面図

13号溝跡 A― A々・ B一 B′

1 19YR3/2黒 褐色|ンルト質粘土 粘性やや密 締ま,やや密
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第47図 12・ 13号溝跡



13号溝跡

14号溝跡

_」 生 _.

14号溝跡

Ⅵ 作屋敷遺跡

0        1 :50        2m

BIVd13

14号溝跡 A一 A´

1 10YR2/3黒褐色シルト粘性やや強 締まりやや密
2 10YR2/3黒褐色シルト粘性やや強 締まり中
3 10YR4/1褐灰色砂質土 粘性やや強 締まりやや疎 黒褐色泥質±20%混入

0           1 : 100           5m

平面図

0        1 :50        2m

断面図

A. L=93.300m ・止

ー

表土

す

15号溝跡 A一 A′
1 10YR2/2黒 褐色シルト質粘土 粘性やや強 締まりやや密

黄掲色粘土プロック5%混入

北Ⅳg2

樵 血2

15号溝跡

第48図  14・ 15号溝跡
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17号溝跡

北IVk3

И 作屋敷遺跡

o          l 1 loo          5m

17号溝跡A― A´
1 10YR3/2黒褐色シルト粘性中締まりやや籍
2 'SY3/3暗 オケープ褐色粘土質砂質土お性中締まりやや疎

:占 !鮮艦冗糧優雹移憂圭驚笹軍韓護秩串
4 10VR3/6責褐色砂礫生 粘性中 1締まりやや密  蘇 lL山 |〉

0        1 150        2m

第50図  17号溝跡
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18・ 19号溝跡

20号溝跡 士Ⅳd25

18号溝跡

北Ⅳpヮ

北ⅣⅢ2

L=93.200m

19号濤跡

18号溝跡・ 19号溝跡 A一 A′
1 10YR2/3黒 褐色砂質粘土質土 粘性中締ま
H ЮYR2/1黒褐色粘土質土 粘性やや強 締ま

18号溝跡

り中 酸化物3%混入 (18号溝 )
りやや密 黄褐色粘土ブロック5%混入 (19号溝 )

21号溝跡

上.L=9夏を00m.止
上.L=9デ乱Om」

20号溝 跡 A― A´

1 10YR2/3黒 褐色シル ト質粘土
粘性やや強 締まりやや密

黄褐色粘土粒 (径1～ 5Hu)10%混 入
2 10YR2/2黒 褐色粘土質土

粘性やや強 締まりやや密

黄褐色粘土粒 3%混入

21号溝跡 A― A´
1 10YR2/2暴 褐色粘土質土

雅性やや強 締まりやや密
黄褐色粘土粒7%混入

0        1 :50        2m
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第51図  18～21号溝跡



Ⅵ 作屋敷遺跡

2号焼土遺構

北ⅣЛ3

1号陥し穴状遺構

A_二F92.600m Ai

1号陥し穴 A― Aタ

1 10YR2/1黒 色シルト粘性中締まりやや密
2 10YR5/8黄 褐色粘土 粘性強 締まりやや疎

2号焼 土遺 構 A一 A′
1 10YR5/8明 赤褐色焼土 粘性やや弱 締まり密
2 10YR2/3暗 褐色シル ト粘性やや強 締まり密

黄褐色粘±30%混入

(※人為層で合わせて意図的な整地層 と思われる)

3 5YR4/8赤褐色焼土 粘性やや強 締まりやや密

2号陥し穴状遺構

士Ⅳ。11

号 陥 し穴 A一 A´
10YR2/1黒色シル ト粘性中 締まり密
10YR6/6明 黄褐色粘土 粘性やや強 締まり密 (地山壁崩壊土)
10YR2/1黒色シル ト粘性中 締まり密 暗黄褐色粘±30%混入
10YR6/6明 黄褐色粘土 粘性やや強 締まり密  (地山壁崩壊土)

0        1 :50        2m

2号陥 し穴状遺構

∬
一

第52図  2号焼土遺構、 1
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西部柱穴群①
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第53図 調査区西部桂穴群①・②



Ⅵ 作屋敷遺跡
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第54図 調査区北部柱穴群①・②
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第55図 調査区北部柱穴群③ o④



Ⅵ 作屋敷遺跡
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第56図 調査区中央部桂穴群①・② o③
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第57図 調査区中央部柱穴群④ o⑤
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Ⅵ 作屋敷遺跡
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第59図 調査区東部桂穴群③・④
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第60図 調査区東部桂穴群⑤・⑥
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第17表 竪穴住居跡観察表
版

号

図

番

図

号
写
番 遺構名 時   期 位  圏 グリッド 規 模

(m)

一局

・，

壁

＜ｃ

埋 土 の

堆積状況
柱穴数

(個 )
付属施設 重複・ その他

29,30 14 1号竪穴住居跡 9～ 10世紀 西  部 B I f13 自 然 8 土坑 7
1号土坑に切 られる、
十和田 a火山灰

15 2号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀
西  部 A I x23 15 自 然 5 壁溝 1 焼失住居

16・ 17 3号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀前半
東 部 BⅣ e16 目  然 東壁際 2 土坑 3 4号溝に切 られる

17 4号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀前半
西  部 A It22 不  明 15-22 自然 ? l な  し

2号溝跡、1号焼土遺構、
5号土坑に切 られ る

33・ 34 5号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀前半
北 部 A Ⅱj17 22-28 目 然 束  壁 5 土坑 3

・35・ 31 19,20 6号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 B5「 bll 10～ 16 自 然 東 壁 16 上坑 5

13・ 14号溝に切 られ る、
十和田 a火山灰

21 7号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀
中央部 BⅣ h10 63 10～ 15 人為 ? 束壁際 4 土坑3・ 壁溝 1

8号竪穴住居跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 BⅣ■0 50強 5～ 10 人 為 4 土坑 1・ 壁満 1

第18表 竪穴状遺構観察表
版

号

図
番

写図

番号
遺 構  名 時   期 位  置 グリット 平面形 規 模

(長辺)In
規 模
(短辺)na

一局

ｉｌ，

壁

くｃｉ

埋 上 の

唯積状況
重複 。その他

1号竪穴状遺構 古    代 中央部 AⅣ i10 長方形 30以上 12-30 自然

第19表 掘立柱建物跡観察表
版

号

図

番
写図

番号
遺 構  名 時  期 位  置 グリンド 規 模

(桁行)m
規 模
(梁間)m

数

―

穴
個

柱

κ
付属施設 重複 。その他

38・ 39 23・ 24 1号掘立柱建物跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 AⅣ yll 6 土坑 1 13号溝跡、21号土坑に切 られる

第20表 土坑観察表
版

号

図

番

図

号
写
番

遺  構  名 時   期 位  置 グリッド 平面形
開口部径

(cm)

深

くｃ

の
況土甜

埋

唯 付属施設 重複 。その他

1号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
西 部 B I f13 不整円形 225× 100 自 然 な し 1号竪穴住居跡を切る

24・ 25 2号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
西 部 A I t22 楕円形 265× 84 3も-40 自然 ? な し 10号土坑を切 る

3号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
西 部 A I t23 楕円形 100× ? 人 為 な し 1号柱穴状土坑に切 られる

4号土坑
9世紀後半～

10世紀
西  部 A I t23 楕円形 100× ? 自然 ? な し 5号土坑を切る

5号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
西 部 A It23 楕円形 92× ? 人 為 な し 4号土坑に切 られる

6号土坑
9世紀後半～

10世紀
東 部 BⅣ f16 長楕円形 145× 65 自然 ? な し 1号陥 し穴状遺構を切る

7号土坑
9世紀後半～

10世紀
中央部 BⅣa12 楕円形 82X? 自然 ? な し 13号溝跡に切 られる

45・ 46 8号土坑
9世紀後半～

10世紀
北  部 A1125 惰円形

上

０

以

１４

６５
自然 ? な し 14号土坑に切 られ る

9号土坑
9世紀後半～

10世紀
西 部 A I n22 長楕円形 200× 60 自 然 な し

24・ 25 10号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
西  部 A It23 楕円形 ? 190× ? 30-38 卸聰

な し 2号土坑に切 られる

11号土坑 古    代 西 部 A X p23 方形基調 65X? 13～ 17 人為 ? な し

12号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
】ヒ 部 A Ik4 不整形 270× ? 人為 ? な し

13号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
北 部 A Ⅱk9 長方形 172X90 自然 ? な し 炭 窯

45・ 46 14号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
北 部 A X123 楕円形 92以上X80 自 然 な し 8号土坑を切 る

15号土坑
9世紀後半ヽ

10世紀前半
西 部 A H22 不整形

230以上 X

75以上
20-25 自 然 副穴 1

16号土坑 古   代 計ヒ 部 AⅡ ,15 長楕円形 200× 98 自 然 脚硼47 17号土坑 古代より新しい 】ヒ 部 A Ⅱi22 不整形 366以上X? 40 人 為 な し 10号薄跡を切る、現代 ?

18号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 BⅣ e12 楕 円形 148× 120 自 然 な し 179号柱穴状土坑

19号土坑
9世紀後半一

10世紀前半
北  部 AⅡ j16 楕円形 70× 55 自 然 な し

20号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 AⅣ y12 橋円形 146× ? 自然 ? な し

21号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 BWa12 楕円形 88× 54 人 為 な し

22号土坑
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 AⅣ w12 不 明 不  明 な し
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第21表 溝跡観察表
版

号

図

番
写図

番号
遺 構 名 時   期 位  置 グリッド 方  向

長 さ

(1主1)

幅

卿

深
価

埋 土 の

唯積状況
そ の 他

[号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
西 部 B I h13 】陳嘲羅 315以 上 24-36 自然 ?

2号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
西 部 A I r23 北東―南西 6以上 30-44 12～ 18 自 然 4号竪穴住居跡を切る

3号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
東  部 AⅣ p15 東―西 不  明 70-88 16～ 25 自然 ?

4号薄跡
9世紀後半～

10世紀前半
束 部 BⅣ b16 北―南 不  明 12-25 自然 ? 3号竪穴住居跡を切る

5号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
北  部 A Ⅱ kl 北一南 不  明 990 130 自 然 十和田 a火山灰

45,46 6号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
北  部 A I k24 】ヒー南 不  明 自 然 14号土坑、8号濤跡と重複する、十和日a火山灰

7号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
Jヒ 部 A I k6 爾 】陳 15～ 55 4～ 6 自然 ? 57・ 59～ 62・ 65・ 70号柱穴状土坑に切られる

45・ 46 8号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
引ヒ 部 A I k24 北―南 不明 自 然

9号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
北  部 A Ⅱi21 南環―】七西 27以上 18～ 3J 8～ 12 自然 ?

10号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
】ヒ 部 A Ⅱi21 疎 引囮 不  明 自然 ? 17号土坑に切 られる

11号溝跡 古  代 北  部 A Ⅱ124 諫 】廼 不 明 64-75 自然 ?

12号溝跡 中世～近世 中央部 AⅣwll 西―東 25以上 46´ψ60 自 然 6号竪穴住居跡、14号溝跡を切る

13号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 AⅣ x12 南―北 不  明 30～40 自 然 13号溝跡に切 られ、6号竪穴住居跡を切る

14号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 BⅣ a12 北―南 不  明 自然 ?

15号溝跡 古   代 中央部 AⅣ fl 南―北 不  明 自然 ?

16号溝跡 近代～現代 ?
央 部・

東部
AⅣ vll 西 ―東 35以上 90-200 人為 ?

17号溝跡 現  代 束部 BWil ‖価―藤 不 明 370 自 然

18号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 AⅣ p10 西―東 不 明 60～ 85 自 然

19号溝跡
9世紀後半～

10世紀前半
中央部 AⅣ p19 西―東 不  明 48-60 自 然

20号溝跡 吉  代 東 部 AⅣ d24 諫 】晒 不  明 35-48 自 然

21号溝跡 古  代 東  部 AVdl 藤 】囮 不  明 611-70

Ⅵ 作屋敷遺跡

第22表 焼土遺構観察表
版

号

図

番
図

号

写
番 遺 構 名 時   期 位  置 グリッド 平面形

焼土範囲

(C!ユ 1)

厚

くｃ
焼土の様相 備 考

25,35 1号焼土遺構
9世紀後半～

10世紀前半
西  部 A It23 楕円形 92× 54 5 現地性、やや良好 4号竪穴住居跡を切る

2号焼土遺構 古  代 中央部 BIVd12 サ
状

75× 65 現地性、非常に良好 264号柱穴状土坑に切 られる

第23表 陥し穴状遺構観察表
図版

番号

写図

番号
遺  構  名 時   期 位置 グリッド 方向 平面性

開日部径

(C章 1)

底部径

(α xl)

深
くｃ

埋 上 の

堆積状況
重複 。その他

1号陥し穴状遺構 縄文時代 東 部 BⅣ f17 耳晒 目原 庸  状 270× 30 255× 10 自 然 6号土坑に切られる

2号陥し穴状遺構 縄文時代 中央部 AⅣoll 南―北 溝 状 320× 75 2側 X10～20 自 然
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第24表 柱穴状土坑観察表①
柱穴No 径 (cn) 深 さにm) 調査区 柱穴No 径にm) 深 さ(cn) 調査区 柱穴No 径にm) 深 さにm) 調査区

1 41× 40 西部① 22× 18 北部① 5 30× 23 北部③

2 29× 24 西部① 19× 18 13 北部① 6 21× 20 23 北部③

3 56× 46 西部① 23× 20 14 北部① 7 40× 36 北部③

4 27× 26 西部① 34× 29 北部① 8 25× 22 北部③

5 36× 32 11 西部① (28× 24) 北部① 9 42× 34 31 北部③

6 27× 22 西部① 34× 32 21 北部② (39× 34) 北部③

7 (20× 20) 西部① 36× 26 北部① 21 30× 28 北部④

8 21× 20 6 束部① 32X18 15 北部① 32× 27 北部④

29× 24 束部① 22× 20 17 北部① 28× 26 北部④

(46× 38) 束部① (26× 20) 北部① 13X13 7 北部④

11 (20× 12) 束部① 22× 20 北部① 31× 30 北部④

12 20× 18 束部① 42× 40 31 北部① 28× 16 7 北部④

13 26× 26 東部① 32× 28 31 北部① 27 20× 18 北部③

14 24× 22 4 東部① 24× 21 5 北部② 23× 18 北部③

15 33× 21 束部① 30× 27 北部② 23× 21 9 北部③

19× 17 と3 束部① 24× 22 12 北部② 18× 18 5 北部③

17 28× 24 東部① 24× 20 北部② 20× 15 北部③

24× 23 東部① 29× 22 7 北部② 36× 34 北部③

19 39× 36 東部① 22× 18 2 北部② 30× 25 北部③

29× 22 5 東部① 28× 26 北部② (27× 20) 北部③

21 (23× 14) 東部② 33× 33 北部② (48X36) 北部③

32× 27 19 東部② 24× 22 13 北部② 32X18 中央部④

30× 26 東部② 18X15 3 北部② 37 34× 28 10 中央部①

(26× 24) 東部② 23× 20 16 北部② 24× 22 中央部①

52× 40 束部③ 20× 16 11 北部② 40× 40 中央部②

29× 24 9 束部③ (28× 20) 17 北部② 0 29× 26 中央部⑤

27 18× 17 東部③ 32× 30 北部② t (30× 28) 中央部⑤

19× 19 東部③ 26× 22 北部② 42 26× 26 中央部④

25× 20 9 東部③ 19× 19 9 北部② 3 (28× 24) と2 中央部④

16× 15 12 東部③ 26× 26 15 北部② 4 29× 24 14 中央部④

31 21× 21 東部③ 34X29 北部② 30× 25 21 中央部④

20× 18 19 東部③ 34× 27 北部② 30× 24 中央部④

22× 20 東部④ 28× 24 北部② 34X33 中央部④

24× 23 東部④ 21× 18 北部② 中央部④

24× 19 東部④ 28× 24 北部② 32× 20 中央部④

28× 19 東部④ 34× 32 北部② 37× 26 13 中央部④

22× 22 東部④ 27× 22 15 北部② 20× 19 中央部④

(46× 25) 12 東部③ 47× 43 47 北部② 27× 26 10 中央部④

53× 49 11 東部④ 24× 19 北部② 30× 25 中央部④

33× 26 西部① 76× 58 13 北部② 29× 22 中央部④

22× 21 西部① 34× 30 17 北部② 29× 27 中央部④

21× 20 8 西部① 30× 28 北部② 34× 28 中央部④

36× 32 西部② 26× 24 引ヒ部② 32× 26 中央部⑤

25× 22 14 西部② 33× 30 北部③ 32× 32 中央部⑥

28× 26 北部① (40× 18) 6 北部③ 36× 28 中央部⑤

(29× 20) 15 北部① 44× 40 北部③ 26× 22 15 中央部⑤

40× 35 北部① (44X33) 4 北部③ 24× 22 15 中央部⑤

32X30 北部① 45× 42 北部③ 20× 16 12 中央部⑤

54X44 北部① (22X16) 】ヒ部③ 24× 21 中央部⑤

54× 24 北部① (26× 24) 】ヒ部③ 35× 29 中央部⑤

33× 2J 8 北部① 15× 12 】ヒ部③ 21× 19 中央部⑤

54× 50 19 北部① 26× 23 11 北部③ 29× 21 中央部⑤

60× 3電 16 北部① 110 20× 18 北部③ 25× 20 83 中央部⑤

30× 26 北部① 19× 18 北部③ 30× 29 中央部⑤

25× 2コ 北部① 27× 2J 北部③ 18× 18 中央部⑤

29× 25 19 北部① 113 38× 28 北部③ 23× 21 中央部⑤

57 29× 25 18 北部① 24× 22 北部③ 171 28× 22 14 中央部⑤
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第25表 柱穴状土坑観察表②
柱穴No 径(rm) 深 さ(cm) 調査区 柱穴No 径〈cm) 深さにm) 調査区 柱穴No 径(cn) 深 さにm) 調査区

40X32 中央部⑤ 22× 18 10 東部⑤ 28× 27 9 中央部②

37× 29 中央部⑤ 24× 20 東部⑤ (34× 21) 中央部②

29× 22 中央部⑤ 19× 15 東部⑤ (34× 13) 束部①

22× 20 中央部③ 24× 21 東部⑤ 24× 23 14 束部①

20X14 9 中央部⑤ (30× 20) 6 東部⑤ 36× 32 中央部④

(25× 11) 中央部⑤ 22× 21 10 東部⑤ 48× 40 中央部④

(22× 7) 中央部⑤ 36× 28 75 東部⑤ 28× 22 中央部④

38× 34 中央部⑤ 29× 28 東部⑤ 28× 22 中央部④

(32X32) 中央部⑤ 19× 17 10 東部⑤ 18× 14 中央部④

(13 X ll) 中央部⑤ 25× 24 東部⑤ 17× 15 中央部④

38× 26 中央部⑤ 44× 28 束部⑤ 17× 16 中央部④

27× 25 中央部⑤ 25× 21 東部⑤ 23× 22 8 中央部④

28× 22 中央部⑤ 26× 22 束部⑤ 18× 15 中央部④

20× 16 中央部⑤ 27× 19 東部⑤ 32× 26 中央部④

38× 35 中央部⑤ 32× 24 東部⑤ 18× 14 14 中央部④

24× 20 15 中央部⑤ 19X15 5 束部⑥ 19× 17 中央部④

30× 27 中央部⑤ 18× 18 束部⑥ 36× 24 中央部④

(26× 22) 中央部⑤ 26× 18 14 束部⑥ 30× 24 中央部④

36× 27 17 中央部③ 18X16 東部⑥ 24× 22 8 中央部③

52X36 中央部⑤ 22× 16 中央部② 28× 23 27 中央部③

(26× 17) 中央部⑤ 21× 20 9 中央部② 26× 22 中央部③

24× 21 中央部⑤ 25× 23 中央部③ 36× 34 16 中央部⑥

29× 23 中央部⑤ 31× 24 中央部② 22× 21 中央部④

22× 20 中央部⑤ 36× 30 中央部② 35X35 中央部③

40× 33 中央部⑤ 18× 17 中央部② 24× 24 13 中央部③

28× 24 中央部⑤ 37X33 中央部② 23× 18 6 中央部③

23× 22 12 中央部⑤ 33× 23 中央部④ 262 (34× 13) 中央部③

16× 16 9 中央部⑤ 24× 19 中央部④ 31× 26 27 中央部③

20X19 11 東部⑤ 232 29× 27 中央部④ 27× 24 中央部⑤

24× 17 東部⑤ 233 41X34 中央部④ 40× 38 中央部③

20× 18 11 東部⑤ (31× 21) 中央部②

32× 24 東部⑤ 235 36× 31 中央部②

Ⅵ 作屋敷遺跡
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第61図 古代の上器 (1)
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第62図 古代の上器 (2)
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第64図 古代の上器 (4)
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第65図 古代の上器 (5)
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第66図 古代の上器 (6)
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第67図 古代の土器 (7)
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第68図 古代の上器 (8)
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第69図 土製品、陶磁器、鉄製品
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第
26
表
 
古
代
の
上
器
観
察
表
①

No
出
土
地
点

層
位

種
別

器
種
口
径
底
径
器
高
残
存
状
況

外
面
調
整

内
面
調
整

は
部
調
整

備
考

1
と 号
住

埋
土
中
位
～
下
位
(T
o 
aよ
り
下
層
)

土
師
器

邪
(1
73
)
(7
0)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
テ

回
転
糸
切
り

2
1号
住

1層
土
師
器

邪
(1
52
)

[/
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3
1号
住
南
壁
際
2b
層

土
師
器

ll
N
(1
64
)

1/
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
体
部
下
端
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

4
1号
住
南
壁
際
2b
層

土
師
器
小
型
甕

(5
7)
底
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

5
1号
住

①
埋
土
下
位
(3
層
)②
l号
住
内
土
坑
1埋
土
中

土
師
器

甕
(1
85
)

(1
24
)
回
～
体
部
上
斗
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ク
ク
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

外
面
の
一
部
に
粘
土
貼
付
け

6
1号
住
・
1号
土
ウ
①
l号
住
2b
層
②
l号
土
坑
埋
土
中
～
下
位
(4
a層

)
土
師
器

甕
(1
38
)
日
～
体
部
上
斗
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

7
1号
住

①
理
土
中
位
,②
埋
土
下
位

須
恵
器

郭
54

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

外
面
に
火
欅

8
と 号
住

①
埋
土
中
位
～
下
位
(T
o 
aよ
り
下
),
②
埋
土
中
位

,

③
埋
土
下
位
,④
床
直

須
恵
器

鉢
(2
24
)

(1
27
)
体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

9
と 号
住

埋
十
中
位
床
直
1号
十
坑
P4
埋
土
中
位

須
恵
器

大
甕
(5
82
)

日
～
頸
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
タ
タ
キ
同
心
円
文
当
て
具
痕

2号
住

埋
土
中
(撹
乱
層
り

土
師
器

甕
(2
22
)

回
～
体
部
上
斗
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

11
3号
住
北
側

床
面
直
上
(1
2層

)
土
師
器

琢
(1
37
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
体
部
下
端
手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
回
転
糸
切
り
→
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
再
調
整

3号
住
カ
マ
ド
カ
マ
ド
内

土
師
器

甕
(2
22
)

(7
3)
回
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

13
3号
住
北
側
①
床
面
直
上
o2
層
),
②
カ
マ
ド
付
近
,③
カ
マ
ド
貼

床
内

土
師
器

甕
(2
40
)

(1
51
)
回
～
体
部
上

半
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
テ

3号
住

①
北
側
床
面
直
上
(1
2層
I②
床
下
(1
3層

)
須
恵
器

邦
(1
54
)

1/
5

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

3号
住

12
層

須
恵
器

甕
体
部
上
半
格
子
目
状
の
ク
タ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

3号
住

】ヒ
側
床
面
直
上
(1
2層

)
須
恵
器

士 蔓
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ
→
カ
キ

メ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

4号
住

埋
土
上
位
(黒
褐
色
土
)

土
師
器

必
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
テ

回
転
糸
切
り

5号
住
居

カ
マ
ド
付
近
(2
層
)

土
師
器

郭
略
完
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ

放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
回
転
糸
切
り

5号
住

2層
土
師
器

郭
(1
54
)

日
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
住

2層
土
師
器

高
台
14
N

底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
底
部
付
近
手
持

ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
回
転
糸
切
り
→
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
再
調
整

5号
住
カ
マ
ド
5層
(煙
道
部
埋
土

土
師
器
小
型
甕
(1
45
)

(1
32
)

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

木
葉
痕

非
ロ
ク
ロ

5号
住
カ
マ
ド
5層
(煙
道
部
埋
土

土
師
器

甕
(2
20
)

(1
15
)
日
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

5号
住
カ
マ
ド
5層
(煙
道
部
埋
土

土
師
器

甕
(2
66
)

(1
32
)
回
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

5号
住
カ
マ
ド
5層
(煙
道
部
埋
土

土
師
器

甕
(2
00
)

(1
03
)
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

5号
住

検
出
面
(2
層
上
位

土
師
器

甕
(1
72
)

口
縁
部

gク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
住

5層
(煙
道
部
埋
土

須
恵
器

郭
(1
43
)

1/
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

5号
住

検
出
面
(2
層
上
位

須
恵
器

lI
N
(1
20
)

(3
3)
日
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
住

2層
煩
恵
器

大
甕

体
部

平
行
ク
タ
キ

同
心
円
文
当
て
具
痕

5号
住
・
20
号
土

坑
①
5号
住
埋
±
2層
・
北
壁
土
・
埋
土
下
位
,②
20
号

土
坑
埋
土
中

須
恵
器

一 霊
97
(1
41
)
体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

5号
住

埋
土
下
位

須
恵
器

鉢
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ナ
デ

5号
住

検
出
面
(黒
褐
色
土
)

須
恵
器

一 霊
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

6号
住
内
土
坑
3
土
坑
埋
±
2層

土
師
器

郭
(1
50
)
(5
9)

[/
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

回
転
糸
切
り

6号
住

①
床
直
、
②
住
内
4、
③
土
坑
1

土
師
器

郭
(1
36
)
(5
8)

[/
3

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
→
一
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
?

6号
仁

①
床
直
、
②
土
坑
1埋
上
中

土
師
器

郭
(1
36
)

1/
3

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
テ

回
転
糸
切
り

6号
住

①
6号
住
床
直
、
②
6号
住
内
土
坑
4底
面
直
上
、
③

6号
住
内
土
坑
4底
面
直
上
、
④
埋
土
中
、
⑤
15
7号

柱
穴
埋
土
中

土
師
器

賽
(2
14
)

(2
14
)
口
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

6号
住
PP
9

理
土
中

土
師
器

甕
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

6号
住
内
土
坑
3F
土
坑
埋
±
2層

須
恵
器

大
甕
(4
20
)

(3
23
)
口
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
イ子
ク
ク
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
指
頭
圧
痕

図
上
で
No
 3
8と
同
一
個
体

6号
住
内
土
坑
3F
土
坑
埋
±
2層

須
恵
器

太
餐
(4
20
)

(3
23
)
口
～
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
ク
ク
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
指
頭
圧
痕

図
上
で
No
 3
7と
同
一
個
体

6号
住

検
出
面

須
恵
器

餐
(1
86
)

口
～
体
部
上
封
CJ
ク
ロ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ
→
カ
キ
メ
カ
キ
メ

7号
住

①
l層
、
②
カ
マ
ド
内
貼
床
内

土
師
器

郭
(1
30
)

と /
3

Dク
ロ
ナ
デ
→
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
回
転
糸
切
り
→
子
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
再
調
墨



第
27
表
 
古
代
の
上
器
観
察
表
②

層
位

種
別

口
径
底
径
洛
高
吸
存
状
況

外
面
調
整

内
襴
整

傭
考

7号
仁

①
l層
、
じ
カ
マ
ド
付
ll
Tお
床
内

危
煮
栞

琢
1/
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

7号
仁

1)
曽

密
蕉
器

琢
(5
2)
口
縁
罰
`

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

体
部
外
面
に
墨
吾

7号
住

東
壁
付
1層

須
恵
器

抹
日
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

7号
住

カ
マ
ド
付
近
貼
床
内

須
恵
器

琳
(1
98
)

度
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

7号
住

1層
須
恵
器

餐
(1
85
)

回
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
タ
タ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

[号
掘
立
柱
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

土
師
器

郷
(1
28
)

1/
2

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ

ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
→
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
再
調
整

[号
掘
立
住
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

土
師
器

郭
(1
49
)

1/
3

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→

里
御
tl
L碑

放
射
状
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理
回
転
糸
切
り
→
手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ

リ
再
調
整

[号
穂
立
任
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

十
日而
緊

琢
(1
60
)

1/
3

ロ
ク
ロ
ナ
テ

肢
射
状
ヘ
ラ
ガ
キ
黒
色
処
理

と号
掘
黎ヽ
摩
物
跡
土
坑
埋
±
1層

土
帥
器

小
型
憂

7
路
年
形

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ヘ
ラ
ナ
デ

手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

非
ロ
ク
ロ
、
関
外
画
爆
何
盲

と 号
掘
立
住
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

土
師
器

耳
皿
(8
3)

(2
3)
完
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒

色
処
理

手
持
ち
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ

キ
?

1
I号
lI
立
任
建
物
跡
十
坑
輝
+1
層

須
恵
器

琢
(1
09
)

(3
5)
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

1号
樋
豆
任
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

娼
賣
采

琢
(1
40
)

(4
2)
口
縁
日
`

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
テ

1号
掘
立
柱
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

須
吏
器

夫
葎

体
n/
1`

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
ク
ク
キ

て
旦
痣

1号
掘
tt
L/
kI
物
跡
土
坑
埋
±
1層

須
恵
器

犬
審

体
部

平
行
ク
ク
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

1号
縄
●
tI
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

負
恵
器

饗
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ヘ
ラ
ナ
デ

1号
編
立
倖
建
物
跡
十
坑
埋
+1
層

太
蟹

体
部

鞘
イ千
ク
タ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

1号
編
寸
IT
建
物
跡
十
1n
~輝
+1
層

須
恵
器

一 霊
日
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

号
編
ヤ
IT
tt
IT
跡
十
坑
ナ 写
十
層

須
烹
器

墾
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
カ
キ
メ

1号
樋
立
種
建
物
跡
土
筑
lu
土
層

循
蕉
緊

簿
(2
05
)

口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ク
タ
■

ロ
ク
ロ
ナ
デ

1号
糊
立
種
建
物
跡
土
17
11
H土
盾

宏
息
益

蜘
畔
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

1号
掘
立
柱
建
物
跡
土
坑
埋
±
1層

須
恵
器

一 璽
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
タ
タ
キ
、
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ナ
デ

1号
掘
立
柱
建
物
跡
①
土
坑
埋
±
1層
②
PP
l埋
土
中
位

須
恵
器

一 蔓
(1
01
)
4不
罰
∫

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

伝
部
外
面
に
付
着
物
あ
り

1号
十
1n
~

岬
十
中
付

十
師
器

甕
(1
84

(5
1)
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

1号
十
坑

埋
十
中

菊
煮
器

大
審

体
部
上
半
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
半
4T
ク
ク
キ

半
行
当
て
具
な

2号
主
瓦

1層
十
日市
器

籍
(2
10
)

日
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
土
坑

2層
土
g�
器

郭
(1
60
)

口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→

黒
色
処
理

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

67
5号
土
坑

十
g而
器

審
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
土
坑

2耀
雪

土
母 市
器

甕
(1
98
)

(5
5)
□
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
土
坑

①
2層
②
2～
6層

須
恵
器

14
N

た
略
元
形

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

匠
糸
切
り

5号
十
坊

rl
a2
層
の
2～
6層

菊
蕉
栞

琢
14
6)

回
縁
那

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

1
5号
土
或

2層
須
恵
器

抹
(3
1)
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
t」
り

5号
土
勇

2層
須
息
器

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
ク
ク
キ

と、
円
文
当
て
具
痕

5号
土
坑

2層
須
恵
器

太
饗

体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
タ
ク
キ

平
行
当
て
具
痕

5号
土
坑

2拝
畳

須
恵
器

太
饗

イ本
罰
`

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
ク
タ
■

ヘ
ラ
ナ
デ

5号
十
坑

2層
術
煮
器

体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
土
現

2～
6層

須
恵
器

(7
1
体
部
下
半
ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ヘ
ラ
ナ
デ

77
5号
土
瓦

2た
雪

須
恵
器

餐
(2
43
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

6号
土
坑

床
画

須
恵
器

郭
(1
35
)
(4
7)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

8号
土
坑

理
土
上
位

土
師
器
小
型
甕
(1
46
)

(1
22
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
体
部
下
端
回
転

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

13
号
土
坑

1層
土
師
器

罫
(1
50
)

口
～
体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→

黒
色
処
理

ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
→
黒
色
処
理

13
号
土
坑

①
3層
,②
l層

土
師
器
小
型
甕
(1
35
)

口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
ハ
ケ
メ
?

ロ
ク
ロ
ナ
デ

15
号
土
坑

1層
須
恵
器

罫
(1
86
)

1/
3

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り
→
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
再
調

整
体
部
外
面
に
付
着
物
あ
り

15
号
土
玩

1層
須
息
器

郭
イ7
3】
37
1/
5

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

回
転
糸
切
り

15
号
十
坑

J言
須
恵
器

大
甕

体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
タ
ク
キ

同
′ ド
、 円
支
当
て
旦
痕

20
号
十
1n
~

I層
大
懇

体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
半
4丁
タ
タ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5号
唐

理
土
卜
位
(1
5層

)
須
恵
器

六
甕

体
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
→
平
行
ク
ク
キ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

16
号
溝

埋
土
中

須
恵
器

壽
口
縁
部

ロ
ク
ロ
ナ
テ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
波

ヨ 　 苓 脚 響 帥 堺

― 中 伽 牌 ―



第28表 土製品観察表

第29表 陶磁器観察表

No 出土地点 層 位 器 種
重量

1号住南壁際 2 層 焼成粘土塊

5号住 埋土上位 焼成粘土塊

6号住内pp9 埋土中 土 錘

6号住内土坑4 埋土中 焼成粘土塊

7号住カマ ド付近 貼床内 焼成粘土塊

1号掘立柱建物跡
付属土坑

埋土中 焼成粘土塊

2号土坑 埋土中 焼成粘土塊

3号土坑 哩土中位 焼成粘土塊

8号土坑 埋土上位 焼成粘土塊

1号焼土遺構 3層 (焼土 ) 焼成粘土塊

NO 出土地点 層  位 器  種 産  地 代 文  様 備 考

5号住 2層 椀 青 磁 中世前半 (15世紀?) 外面に蓮弁文

5号土坑 2 層 綾  椀 東美濃 10世紀前半 屈曲部内面に沈線 緑釉陶器、黒笹90式

8号土坑 埋土中 綾  椀 猿投 9世紀後半 内面に印刻華文
緑釉陶器 (旧4号住 )
※胆沢城に類例あり

12号溝 埋土中 椀 瀬戸・美濃 中世～近世

167号柱穴 埋土中 鉢 東北地方? 近  世

第30表 鉄製品観察表

No 出土地点 層  位 器 種 長径他1主→ 短径に1■ ) 厚さ01主→ 重量 (g)

2号住 理土上位 刀  子

2号住 哩土上位 釘  ?

2号住 床  直 釘 ? 360

5号住 床  直 鋤  先 1900 1500

6号住 床  直 刀  子 570

第31表 礫石器観察表

No 出土地点 層 位 器 種 石 質 産 地 時 代
長  さ 厚 さ 重 量

備 考
(cnl) (cm) (cm)

8号土坑 埋土中 磨  石 安山岩 奥羽山脈 新生代新第彗己 (115) (120) 10475 楕円球状

調査区東部 検出面 砥 石 砂 岩 奥羽山脈 新生代新第郵E 14 104 1
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Ⅶ 自然科 学分析

1 作屋敷遺跡における放射性炭素年代 (AMS測定)
(株)加速器分析研究所

l 測 定 対 象 試 料        
´

作屋敷遺跡は、岩手県奥州市胆沢区南都田字作屋敷487ほ か (北緯39° 07′ 57″ 、東経141° 04′

17〃 )に所在する。測定対象試料は、平安時代と考えられる5号土坑の埋土中位から出土した炭化材

(炭化材サンプル1:IAAA-82549)で ある。

2測 定 の 意 義
土坑の時期を推定する手掛かりとする。

3 化 学 処 理 工 程

(1)メ ス・ピンセットを使い、根 。土等の表面的な不純物を取 り除く。

(2)酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA:Acid AlkaL Acid)に より内面的な不純物を取り除く

最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性にな

るまで希釈する。アルカリ処理ではlNの水酸化ナ トリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間

処理する。なお、AAA処理において、アルカリ濃度がlN未満の場合、表中にAaAと 記載する。

その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて

数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。希釈の際には、遠心

分離機を使用する。

(3)試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切 り、500℃で30分、850℃で2時間加熱す

る。

(4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)

を精製する。

(5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを

作製する。

(6)グラファイトを内径lnlmの カソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

4測 定 方 法

測定機器は、3WIVタ ンデム加速器をベースとした
14c_AhlIS専用装置 (NEC PenetrOn 98DH-2)を 使

用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5算 出 方 法

(1)年代値の算出には、Libbyの 半減期 (5568年 )を使用する (Stuiver and Polash 1977)。

(2)“C年代 (Libby Age l yIBP)ィ よ、過去の大気中“C濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年を基準年 (OyrBP)と して遡る年代であるとこの値は、δおCによって補正された値で
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1 作屋敷遺跡における放射性炭素年代 (AlvIS測定)

ある。HC年代 と誤差は、1桁 目を四捨五入 して10年単位で表示 される。また、望C年代の誤差

(± lσ )は、試料のJC年代がその誤差範囲に入る確率が68.20/0であることを意味する。

(3)δ ttCは 、試料炭素の“C濃度 (EC′
2c)を
測定 し、基準試料からのずれを示 した値である。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 )で表される。測定には質量分析計

あるいは加速器を用いる。加速器により C`′
2cを
測定 した場合には表中に (AA4S)と 注記す

る。

(4)pMC(percent Modern Carbon)イ よ、標準現代炭素に対する試料炭素のユC濃度の割合であ

る。

(5)暦年較正年代 とは、年代が既知の試料のコC濃度 を元 に描かれた較正曲線 と照 らし合わせ、

過去の“C濃度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、
望C年代に

対応する較正曲線上の暦年代範囲であ り、1標準偏差 (lσ =68.20/。 )あ るいは2標準偏差 (2

σ=95.40/。 )で表示 される。暦年較正プログラムに入力 される値は、下一桁 を四捨五入 しな

い“C年代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新

される。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはそ

の種類 とバージョンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、lntCa104デ

ータベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv4.0較 正プログラム (Bronk Ramsey 1995

Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey,van der Phcht and Wellinger 2001)を 使用した。

6測 定 結 果

5号土坑の埋土中位から出土した炭化材の
yC年
代は、1250± 40yrBPで ある。暦年較正年代 (lσ )

は、687～ 781AD(608%)・ 791～ 806AD(7.4%)で ある。試料の炭素含有率は62.47%であり、化学

処理および波1定内容に問題は無く、妥当な年代と判断される。

測定番号 試料名 採取場所
試料

形態

処理

方法

δおC(%)
(州VIS)

δ BC補正あり

うlbby Age(brrBP) pMC(%)

I´u生A-82549 炭化材サンプル1 5号土坑 埋土中位 炭化材 AaA _2228」 L094 1,250こL40 8561=L038

[#2685〕

測定番号
δ EC補正なし 暦年較正用

(】BP)
lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

Age(yrBP) pMC(%)

I角 Aヽ-82549 1,200■ 30 8609=LO.34 1,247=L35
687畑 781AD管o8%)
791AD-806AD (74%) 679AD-873AD (9540/0)

[参考値〕
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Ⅵ 自然科学分析

参考文献

St�ver M and Polash H A 1977 Discussion:Report■ lg Of 14C data,Radlocttbon 19,355_363

Bronk ttamsey C 1995 Radiocarbon calibration and analb7sis of stratigraphy:the OxCal Prograrn,Radioc″ bon 37(2),425-430

Bronk narnsey C 2001 Development ofthe Radlocttbon Prograrn OxCal,Radlocarbon 43(2A),355-363

Bronk Rarnsey C,van der Phcht」 and Weninger B 2001 Wiggle Match� giradiOcarbon dates,Radiocarbon 43(2A),381-389

Remer,P」 et a1 2004 1ntCa104 terrestrial radiocarbon age cahbratlon,0-26cal kyr BP,Radlocarbon 46,1029_1058
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2 岩手県奥州市胆沢区作屋敷遺跡より採集されたテフラについて

2 岩手県奥州市胆沢区作屋敷遺跡より採集されたテフラについて

弘前大学大学院・理工学研究科

柴   正 敏

岩手県奥州市胆沢区作屋敷遺跡より採集された、火山ガラスを含むテフラサンプル 2試料について、

以下の観察・分析を行った。       
´

これら試料について、超音波洗浄器を用いて水洗し、粘土鉱物など数マイクロメiタ ー以下の粒子

を除去 した後、偏光顕微鏡を用いて、火山ガラスの有無、火山ガラスが存在する場合にはその形態、

構成鉱物の種類ね観察・記載した。その結果を表 1に示した。火山ガラスは、その形態、屈折率、化

学組成、共存鉱物などにより給源火山を推定することができる (町田 。新井、2003;青木・町田、

2006)。 火山ガラスの化学組成を決定する方法として、近年、電子プローブマイクロアナライザー

(以下EPMA)が用いられるようになってきた。本報告では、 2試料の火山ガラスについてEPW駄分析
を行った。使用 したEPMAは 弘前大学・機器分析センター所属の日本電子製」XA-8800RL、 使用条

件は加速電圧15 kV,試料電流8× 10。アンペアである。補正計算はZAFに従った。

本遺跡より採集されたテフラより見出された火山ガラス及びその形態、構成鉱物は以下の通りであ

る :

(1)テ フラ 1(5号 溝):火 山ガラス (軽石型、バブルウォール型 )、 褐色ガラス、斜長石、石英、
斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱。火山ガラスば主に軽石型よりなる。

(2)テ フラ2(6号溝):火山ガラス (軽石型、バブルウォール型)、 掲色ガラス、斜長石、石英、
斜方輝石、単斜輝石、鉄鉱。火山ガラスは主に軽石型よりなる。

プラントオパール、両錐石英、ホルンブレンド、OSTを含む。

ガラスのEPMA分析値 (表)か ら明らかなように、 9成分の含有量について、既存の十和田aテ フ

ラ起源のガラス組成 (青木・町田、2006)と 良く一致する。

これらを総合すると、両テフラともに、十和田aテ フラに帰属されると考えられる。テフラ2につい

ては、両錐石英、ホルンブレンド及びOSTを含むことから、他の堆積物の混入が考えられる。

(引用文献)

青木かおり。町田  洋  (2006) 日本に分布する第四紀後期広域テフラの主元素組成 一 K20_Ti02図 によるテフラの識
別.地質調査研究報告、第57巻、第 7/8号、239-258.

町田  洋・新井 房夫  (2003) 新編火山灰アトラス ー日本列島とその周辺―.東京大学出版会、pp 336
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写真図版 1 調査区全景航空写真
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尼
坂
遺
跡

南側調査区全景① (西から) 南側調査区全景② (西から)

西側調査区全景① (南から)                 西側調査区全景② (南から)

写真図版 2 南側・西側調査区全景
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尼
坂
遺
跡

調査区西部基本土層① (東から) 調査区西部基本土層② (西から)

調査風景① 調査風景②

調査風景③ 調査風景④

‰ ‰ 3鶴 4
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写真図版 3 調査風景、陶磁器 (S=1:2)
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遺跡全景 (上が北 )

調査区全景 (上が西)

写真図版 4 遺跡全景
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1号竪穴住居跡平面 (南から)

1号竪穴住居跡断面 (南から)

1号竪穴住居跡断面 (西から)

写真図版 5 1号竪穴住居跡
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1号竪穴状遺構断面 (北から)

2号竪穴住居跡、 1号竪穴状遺構
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2号竪穴住居跡断面 (北から)

=I Iを

2号竪穴住居跡煙道部断面 (西から)

1簸ijll
警Ⅲギ路 :1転

1号竪穴状遺構平面 (北から)

写真図版 6
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牡
丹
野
遺
跡

1号土坑平面 (南から) 1号土坑断面 (南から)

2号土坑平面 (南から) 2号土坑断面 (南から)

3号土坑平面 (南から) 3号土坑断面 (南から)

4号土坑平面 (南から) 4号土坑断面 (西から)
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写真図版 7 1～ 4号土坑
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丹
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跡

1号溝跡平面 (東から) 1号溝跡断面 (東から)

2号溝跡平面 (西から)

||'■  ●:lil :■|.I=
2号溝跡断面 (南から)

3号溝跡平面 (南から) 3号清跡断面 (北から)

4号溝跡平面 (南から) 1号溝跡調査状況

写真図版 8 1～ 4号溝跡
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牡
丹
野
遺
跡

1号旧河道断面 (西から) 2号旧河道平面 (西から)

3号旧河道断面 (東から) 4号旧河道断面 (南から)

作業風景① 作業風景②

作業風景③

写真図版 9

作業風景④

4号旧河道、作業風景1～
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写真図版10 古代の上器 (1)(S-1:3)
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写真図版11 古代の上器 (2)、 弥生土器、陶磁器 (S=1:3、 ※40～48は S〓 1
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写真図版12 石器 (S=1:3)
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遺跡全景 (直上※上が北)

写真図版13 遺跡全景
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作
屋
敷
遺
跡

1号竪穴住居跡平面 (北から)

」号竪穴住居跡断面 (西から)

1号竪穴住居跡遺物出土状況 (北から) 1号竪穴住居跡内土坑 5(西から)

1号竪穴住居跡写真図版14
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作
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遺
跡

2号竪穴住居跡平面 (北から)

2号竪穴住居跡断面 (東から)

2号竪穴住居跡炭化材 。焼土出土状況 (北東から) 2号竪穴住居跡PP4断面 (南から)

2号竪穴住居跡
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写真図版15
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3号竪穴住居跡平面 (南から)

3号竪穴住居跡断面 (東から)

3号竪穴住居跡断面 (南から)

写真図版16 3号竪穴住居跡 (1)
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3号竪穴住居跡カマ ド断面 (南 から)

4号竪穴住居跡平面 (東から)
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写真図版司7 3号竪穴住居跡 (2)、 4号竪穴住居跡
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襲

5号竪穴住居跡平面 (西から)

5号竪穴住居跡断面 (北から) 5号竪穴住居跡カマ ド断面 (北から)

5号竪穴住居跡土器出土状況 (北から)5号竪穴住居跡カマ ド煙道部上器出土状況
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写真図版18 5号竪穴住居跡
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6号堅穴住居跡平面 (東から)

|||■´

6号堅穴住居跡断面 (東から)

写真図版19 6号竪穴住居跡 (1)
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6号竪穴住居跡平面 (東から※貼床除去後)

6号竪穴住居跡カマ ド燃焼部とPP12断面 (西から) 6号竪穴住居跡内土坑 4断面 (南から)

6号竪穴住居跡内土坑 3断面 (南から)

写真図版20

6号竪穴住居跡内土坑3土器出土状況 (南から)

6号竪穴住居跡 (2)
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7号竪穴住居跡平面 (西から)

7号竪穴住居跡断面 (南から)

写真図版21 7号竪穴住居跡
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8号竪穴住居跡平面 (西から)

1号竪穴状遺構平面 (西から)

写真図版22 8号竪穴住居跡、 1号竪穴状遺構
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1号掘立柱建物跡平面 (南から)

1筆 ||

1号掘立柱建物跡平面 (南から)

写真図版23 1号 掘立柱建物跡 (1)
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1号土坑平面 (東から)

写真図版24

1号掘立柱建物跡内土坑断面

2。 10号土坑平面

1号掘立桂建物跡 (2)、 1・ 2・ 10号土坑

1号掘立柱建物跡内土坑平面 (南から)

・ _■― lli' ■ 1  1驚エ

1号掘立柱建物跡PPl断面 (西から) 1号掘立柱建物跡PP2断面 (西から)

I号掘立柱建物跡PP4断面 (西から) I号掘立柱建物跡PP5断面 (南から)

律衝から)
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2・ 10号土坑平面 (南から) 2号土坑断面 (西から)

2・ 10号土坑断面 (南から) 10号土坑断面 (西から)

3・ 4・ 5号土坑、 1号焼土遺構平面 (北から) 5号土坑遺物出土状況 (西から)

3号土坑断面 (西から)

写真図版25 2～ 5

5号土坑、 1号焼土遺構断面 (西から)

・10号土坑、 1号焼土遺構
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6号土坑平面 (西から) 6号土坑断面 (西から)

8号土坑平面 (北から) 8号土坑断面 (北から)

西から)                 12号 土坑平面 (北から)

写真図版26 6・ 8・ 9。 11・ 12号土坑

9号土坑平面 (東から) 9号土坑断面 (北から)

11号土坑平面・断面 (西から)
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爵

13号土坑平面 (西から) 13号土坑炭化材出土状況 (西から)

13号土坑炭化材出土状況 (西から) 13号土坑断面 (西から)

14号土坑平面 (南から) 14号土坑断面 (北から)

15号土坑平面 (東から) 15号土坑断面 (東から)
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写真図版27 13～ 15号土坑
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16号土坑平面 (北から) 16号土坑断面 (南から)

17号土坑平面 (北から) 17号土坑断面 (北から)

18号土坑平面 (南から) 18号土坑断面 (南から)

19号土坑平面 (南から) 21号土坑断面 (南から)

写真図版28 16～ 19・ 21号土坑
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20号土坑平面 (東から) 20号土坑断面 (東から)

1号溝跡平面 (西から) 1号溝跡断面 (西から)

2号溝跡平面 (南から) 2号溝跡断面 (南西から)

3号清跡平面 (西から)う)                   3号 溝跡断面 (東から)

写真図版29 20号土坑、 1～ 3号溝跡
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4号溝跡平面 (南から) 4号溝跡断面 (東から)

5号溝西側断面 (南から)

5号溝東側断面 (南から) 5号溝跡平面 (南から)

写真図版30 4・ 5号溝跡
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6・ 8号溝跡断面 (南から)

8号溝跡平面 (南から) 7号溝跡平面 (西から)

9・ 10号溝跡平面 (北から) 9。 10号溝跡断面 (北から)
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写真図版31 6～ 10号清跡
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12号溝跡平面 (西から) 13号溝跡平面 (南から)

13号溝跡断面 1(南 から) 13号溝跡断面 2(南から)

14号溝跡断面 (南から)

写真図版32 11～ 14号溝跡
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15号溝跡平面 (北から) 15号溝跡断面 (南から)

16号溝跡断面 1(東から)

16号溝跡断面 2(東から)

耳平
鷲輩 ||∵∵

坤・ 44鴨募‐Ⅲ…
Ⅲ~攣 鶉響攣響観攣轄諄齋鶏

17号溝跡平面 (北から) 17号溝跡断面 (北から)
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写真図版33 15～ 17号溝跡
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18号溝跡平面 (西から) 18号溝跡断面 (西から)

刊9号溝跡平面 (西から) 19号溝跡断面 (西から)

20号溝跡平面 (南から) 20号溝跡断面 (南から)

21号溝跡平面 (南から) 21号溝跡断面 (南から)

写真図版34 18～ 21号溝跡
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1号焼土遺構検出状況 (北から) 1号焼土遺構断面 (北から)

2号焼土遺構検出状況 (南から) 2号焼土遺構検出状況アップ (南から)

2号焼土遣構サブトレ断面 (南から) 2号焼土遺構断面 (南から)

2号焼土遺構平面 (南から) 2号焼土遺構平面 (東から)
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写真図版35 1・ 2号焼土遺構
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I号陥し穴平面 (南から) 1号陥し穴断面 (北から)

2号陥し穴平面 (南から) 2号陥し穴断面 (南から)

作業風景 1(北西から) 作業風景 2(東から)

調査前風景 (西から)

写真図版36 1・

調査区中央部神社前 (東から)

2号陥 し穴、作業風景
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表土除去作業 (西から) 調査区西部 (南から)

調査区北部調査中 (西から)

篠畿狼|

調査区中央部 (北から) 調査区中央部調査中 (南から)

調査区南部 (東から) 調査区中央部調査中 (南から)
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写真図版37 作業風景
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実測作業中 (北から) 実測作業中 (西から)

調査中 (南から) 調査中 (南西から)

現地公開 1 現地公開 2

現地公開 3 現地公開 4

写真図版38 作業風景、現地公開
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写真図版39 古代の上器 (1)(S=1:3、 9は 1:6)
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33

写真図版40 古代の上器 (2) (S=1:3)
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47
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写真図版41 古代の上器 (3)(S-1 371よ 1 : 6)
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写真図版42 古代の上器 (4)(S=1:3)
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(S=1:3)
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写真図版43 古代の上器 (5)
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古代の土器 (6)、 土製品 (1)(S=1:3、 ※88～94は S=1:2)
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写真図版45 土製品 (2)、 陶磁器、鉄製品 (S=1:2)
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写真図版46 石器 (S=1:3)
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コ ー ド 】ヒ糸事 東経

調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

あま  さか  い  せき
尼 坂 遺 跡 ・肺

構畔
奥̈ナ‐、　わ帥
　０・・
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い胆
ネ国

03215 NE25-1123 39】霊

07分

34秒

141】走

04分

38秒

2008,0501

20080515

322コド 経営体育成基
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十
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たん の い せき
牡丹野遺跡 岩手県奥 州市

胆沢区南都田字

国分371ほか

NE25-0185 39】壬

07分

45秒

141】乏
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47元少
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作屋敷遺跡
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24ん少

2008,0609

2008.08.12

2,044m2

所 収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

尼 坂 遺 跡 散布地 近  世 な し 陶磁器

牡丹野遺跡 集落跡 古  代 竪穴住居跡 2棟

竪穴状遺構1基

土坑4基

溝跡3条

柱穴状土坑32個

旧河道2条

土師器

呻

陶磁器

石器

時期不明 溝跡1条

現 代 ? 溝跡1条

旧河道2条
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所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

作屋敷遺跡 集落跡 縄文時代 陥し穴2基 土師器・須恵器

古  代 竪穴住居跡8棟

掘立柱建物跡1棟

竪穴状遺構1基

土坑21基

溝跡18条

焼土遺構2基

柱穴状土坑265個

陶磁器

中世～近世 溝跡1条

近世～現代 土坑1基

溝跡2条

要 約 尼坂遺跡・牡丹野遺跡・作屋敷遺跡は、奥州市胆沢区南都田に所在する、縄文時代・平安

時代 。中世・近世までの多岐にわたる複合遺跡である。

尼坂遺跡は、過去の調査において縄文時代早期～前期の遺構・遺物が見つかることで知ら

れていた。また、平安時代の須恵器壺などの優品も出土している。今回の調査では近世～現

代の陶磁器類が出上したが、遺構は未検出であつた。過去の調査地点が福原段丘及びその縁

辺であるのに対 して、今回の調査地点は一段低い水沢段丘高位面であることも遺構・遺物が

皆無に近い状況であつた要因として考えられる。

牡丹野遺隊は、平安時代の遺構・遺物を中心に、弥生時代及び中世～近代の遺物が出土し

た。今回の調査では遺構・遺物ともに希薄の状況であつたが、旧河道などの検出があり当時

の旧地形を復元する手掛かりとなる。また、平安時代の集落については調査地外に所在する

と考えられる。

作屋敷遺跡は、縄文時代の陥し穴状遺構、平安時代や中世の遺構・遺物、近世～現代まで

の陶磁器が出土した。調査成果からは、十和田 a火山灰降下より古い時期を主体とする集落

跡と考えられる。
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